


取り付けの際の注意

　注意

●濡れた手で触らないでください。
電源ケーブルがACコンセントに接続されているときに、濡れた手で本体に触ると、感電
の原因となります。

●電源ケーブルがACコンセントに接続されているときは、本体のカバー類
を外さないでください。
感電の原因となります。

●周辺機器の取り付け/取り外しをするときは、必ず電源ケーブル
のプラグをACコンセントから抜いてください。
電源ケーブルがACコンセントに接続されたまま周辺機器の取り付け/取り
外しをすると、本機や周辺機器の故障、場合によっては感電の原因となり
ます。

●本体内部に手を入れるときは、指をはさんだり、ぶつけたりしないように
注意してください。

●本体を、解体した状態で使用しないでください。
感電や火災の原因となります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

感電注意�

けが注意�

感電注意� 発火注意�

※ このページは、説明用のもので、本文とは異なります。

この枠の中では、本機を
安全に使うための注意事
項を説明しています。必
ずお読みください。

安全にお使いいただくために

・ 注意事項を守って製品をご使用ください。

・このマニュアルは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に保管してください。

このマニュアルでは、製品を安全にお使いいただくための注意事項を、次のように記載しています。

安全に使うための説明は、絵でも
表示しています。

禁止
禁止事項を示しています。

電源プラグを抜く
電源コードのプラグを抜くように
指示するものです。

アース線を接続する
アース線を必ず接続するように
指示するものです。

注意事項を守っていただけない場合、どの程度の影響があるか
を表す記号です。

人が死亡または重傷を負う可能性が想定されることを示します。

人が傷害を負う可能性が想定される内容、および、物的損害のみの
発生が想定される内容を示します。

警告

注意

注意事項を守っていただけない場合、発生が想定される障害ま
たは事故の内容を表しています。

発火注意
発煙または発火の可能性が想定
されることを示します。

感電注意
感電の可能性が想定されること
を示します。

けが注意
けがを負う可能性が想定される
ことを示します。

高温注意
高温による傷害の可能性が想定
されることを示します。

けが注意�

高温注意�感電注意�

発火注意�



警告

●雷が鳴り出したら、本機や電源ケーブルに触れたり、周辺機器の取り付け
／取り外しをしたりしないでください。
落雷による感電の恐れがあります。感電注意�



輸出する際の注意事項
本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様であり、外国の規格等には準拠しておりません。  本製品は日本国
外で使用された場合、当社は一切責任を負いかねます。  また、当社は本製品に関し海外での保守サービスお
よび技術サポート等は行っておりません。

ご注意

（1）本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁じられています。

（2）本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。

（3）本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのこと
がありましたら、ご購入元、最寄りのBit-INN、またはNECパソコンインフォメーションセンターへご連絡ください。

（4）当社では、本装置の運用を理由とする損失、逸失利益等の請求につきましては、（3）項にかかわらずいかなる責
任も負いかねますので、予めご了承ください。

（5）本装置は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器など、人命に関わる設備や機器、およ
び高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み込みや、制御等の使用は意図されておりません。
これら、設備や機器、制御システムなどに本装置を使用され、人身事故、財産損害などが生じても、当社はいかな
る責任も負いかねます。

（6）海外NECでは、本製品の保守・修理対応をしておりませんので、ご承知ください。

Microsoft、MS、MS-DOS、Windows、Windows NTは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国に
おける商標または登録商標です。
Pentiumは Intel Corporationの登録商標です。
NetWareは米国Novell,Inc.の登録商標です。
OS/2は米国IBM Corporationの商標です。

NEC Corporation 1997
日本電気株式会社の許可なく複製・改変などを行うことはできません。

808-877681-002-A



iv

技術基準等適合認定について

このパーソナルコンピュータは、電気通信事業法第50条第１項の規定に基づく技術基準等適合認定を受けています。
申請回線と認定番号は次のとおりです。なお、専用回線等との接続は、一般のお客様には行えませんので、必ずご購
入元にご相談ください。

電話回線： S97-3112-0
総合デジタル通信網： T97-5098-0
ファクシミリ通信網: F97-N078-0
専用回線（帯域品目）： L97-N186-0
専用回線（符号品目）： M97-N097-0
専用回線（高速符号）： N97-N068-0

高調波電流規制について
この装置は、高調波ガイドライン適合品です。

電波障害自主規制について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づく第二種情報技術装置です。この装
置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用される
と、受信障害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

漏洩電流自主規制について

この装置は、社団法人日本電子工業振興協会のパソコン基準（PC-11-1988）に適合しております。

 瞬時電圧低下について

本装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。
電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをお薦めします。

（社団法人日本電子工業振興協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策ガイドラインに基づく表示）

レーザ安全基準について

この装置には、レーザに関する安全基準（JIS･C-6802、IEC825）クラス1適合のCD-ROMドライブが搭載されていま
す。
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はじめに

このマニュアルは、本機の各部の名称や役割を詳し
く知ったり、システムの拡張をしたりするための説明を
行っているものです。
パーソナルコンピュータを使いこなすためにこのマニ
ュアルを活用してください。

1997年  10月　初版

808-877681-002-A
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このマニュアルの構成

このマニュアルは次の内容で構成されています。
このマニュアルはPart1から付録までの構成となっていますが、Part1から順に読んでいく必要は
ありません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Part 1 使用上の注意事項

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Part 2 本機の基礎知識

本機の各部の名称や役割について説明しています。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Part 3 本機の機能を拡張する

周辺機器の接続方法や扱い方、注意事項を説明しています。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Part 4 システムの設定を変更する

システムの設定を変更する、システムセットアップメニューとメ
モリスイッチの役割や使用方法を説明しています。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

付録

本機に関する補足情報を説明しています。
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次の情報については、本機に添付されている次のマニュアルをご覧ください。

・MS-DOSのバックアップまたは、再セットアップがしたい。
・別売のOSを使いたい。
『ソフトウェアセットアップガイド』
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このマニュアルの表記について

このマニュアルで使用している記号には、次のような意味があります。

してはいけないことや、注意していただきたいことを説明していま
す。場合によっては、本機が故障したり、本機で使用しているソフ
トウェアや、お客様が作成されたデータが壊れたりする可能性もあ
ります。

 参考にしていただきたいことを説明しています。

 本文中に出てくる用語の説明や、知っておくとよいことなどを説明
しています。

 参照ページを表しています。

このマニュアルで使用している表記には、次のような意味があります。

本機 PC-9821 Ra266本体と、ディスプレイやキーボードなど、本体に接
続されている周辺機器を含む、システム全体を指します。

本体 ディスプレイやキーボードなどの周辺機器を含まない、PC-9821
Ra266を指します。

Windows 別売のWindows 95と別売のWindows 3.1の両方を指します。

Windows NT 別売のWindows NT 4.0と別売のWindows NT 3.51の両方を
指します。特に必要な場合は、バージョン名も記載します。

MS-DOS MS-DOS® 6.2を指します。

NetWare 別売のNetWare® 3.12J、別売のNetWare® 4.1J、別売の
NetWare® 4.11J、 別売のIntranet WareTMのすべてを指しま
す。特に必要な場合は、バージョン名も合わせて記述します。

［XXX］ ［　］で囲んである文字は、画面に表示されるダイアログボックス、
ボタンなどの名前を表しています。　例 ： ［OK］ボタン

キーボードのキーは、左のように枠で囲んで表記しています。

MS-DOSのコマンド書式で使用されている記号には、次のような意味があります。

＜　＞ この中の項目は、必ず入力します。

［　］ この中の項目は、必要に応じて入力します。

   ｜　　 この記号で区切られた項目のうち、どれか一つを入力します。
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記載されているアプリケーションなどの製品正式名称は、以下のとおりです。

本文中の表記 正式名称

Windows 95 Microsoft® Windows® 95 Operating System

Windows 3.1 Microsoft® Windows® Operating System Version 3.1

Windows NT 4.0 Microsoft® Windows NT® Workstation
Operating System Version 4.0およびMicrosoft®
Windows NT® Server Network Operating System
Version 4.0

Windows NT 3.51 Microsoft® Windows NT® Workstation
Operating System Version 3.51およびMicrosoft®
Windows NT® Server Network Operating System
Version 3.51

本文中で使われている用語で、わからない用語が出てきた場合は、「付録」の「パソコン用語集」を
ご覧ください。

※本文中の画面は、実際の画面と異なることがあります。
　また、モデルによって異なることがあります。
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Part1

使用上の注意事項

● 健康のために

● 使用上の注意

● 設置場所について

● 設置のしかた
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健康のために

コンピュータを使った作業では、長時間同じ姿勢になりやすいため、他の一般事務作業
にくらべて次のような症状がおこりがちです。

・眼が疲れる
・眼が重い
・ものがぼやけて見える
・疲れやすい
・頸から肩、手の指にかけて、しびれたり全体的に痛みを感じたりする

このような症状の感じ方は、作業時間や状況により個人差がりますが、次のことを心がけ
るようにしましょう。

・１時間の作業につき10～15分の作業休止時間をとる
・適度な休憩をとり、軽い体操をするなど、気分転換をはかる

万一、疲労が翌日まで残るような場合は、早めに医師にご相談ください。

■ 良い作業姿勢をとりましょう

コンピュータを使用する際の基本的な姿勢は、背すじを伸ばして椅子に座り、両手を床
とほぼ平行にキーボードに置き、視線が目の高さよりやや下向きに画面に注がれている
という姿勢です。良い作業姿勢とは、この基本的な姿勢をとったとき、身体のどの部分に
も余分な力が入っていない姿勢です。

視線が目の高さよりやや下向き

背すじを伸ばす

両手を床とほぼ平行に
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健康のために

■ 機器をこまめに調節しましょう

機器の調節ができる場合は、各自にあった状態にこまめに調節してください。

●ディスプレイの角度調節

ディスプレイの多くは、上下、左右の角度調節ができるようになっています。まぶしい光が
画面に映り込むのを防いだり、表示内容を見やすくするために、ディスプレイの角度を調
節することは大変重要です。

●画面の輝度（明るさ）・コントラスト調節

年齢や個人差、周囲の明るさなどによって、画面の最適な輝度・コントラストは異なりま
す。そのため、画面の輝度・コントラストは、状況に応じて見やすいようにこまめに調節す
ることが必要です。
詳しくは、ディスプレイのマニュアルをご覧ください。

●キーボードの角度調節

本機のキーボードは、角度調節ができるようになっています。各自の好みによって、入力
しやすいようにキーボードの角度を変えることは、肩や腕への負担を軽減するのに大変
有効です。

■ 機器を清掃しましょう

ディスプレイの画面は、ほこりなどで汚れると表示内容が見にくくなる原因となりますの
で、定期的に清掃する必要があります。
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使用上の注意

警告�

●雷が鳴り出したら、本機や電源ケーブルに触れたり、周辺機器の取り付
け／取り外しをしたりしないでください。

落雷による感電の恐れがあります。

●本機に添付のCD-ROMは、CD-ROM対応プレーヤ以外では絶対に
使用しないでください。

大音量によって耳に障害を被ったり、スピーカを破損する恐れがあります。

注意�

●濡れた手で触らないでください。
電源ケーブルがAＣコンセントに接続されている
ときに濡れた手で本機に触ると、感電の原因と
なります。

●本機内部には、水などの液体を入れないでください。
感電の原因となります。

万一、液体が入った場合は、電源をOFFにし
て、ご購入元、最寄りのBit-INN、または当社指
定のサービス窓口にご連絡ください。乾いてい
るようでも、本体内部に水分が残っていることが
あります。

●本機内部に異物を入れないでください。

本機内部に金属類や燃えやすいものなどの異物が入ると、回路がショートして火災
の原因となります。

●本機を改造しないでください。

添付されているマニュアルに記載されている方法以外で本機を改造、修
理しないでください。
感電、火災の原因となります。

感電注意�

感電注意�

発火注意�感電注意�

発火注意�
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使用上の注意

・本機を移動するときは、フロッピーディスクやCD-ROMを取り出してください。
本機の故障や、フロッピーディスク、CD-ROMの破損の原因となります。

・汚れたフロッピーディスクは使用しないでください。
砂やほこり、水などの液体をかぶったフロッピーディスクを使用すると、故障の原因と
なります。

・本機を移動するときは、必ず電源をOFFにし、電源ケーブルのプラグをACコンセント
から抜いてください。
電源がONのまま移動すると、本体内部のハードディスクなどの故障の原因となりま
す。

・長期間使用しないときは、電源ケーブルのプラグをACコンセントから抜いてください。
旅行などで長期間お使いにならないときは、安全のため、電源ケーブルのプラグを
ACコンセントから抜いてください。

・ゴムやビニール製品などを、本機に長時間接触させたままにしないでください。
本機の表面が変質する原因となります。

・本機のそばで、飲食・喫煙しないでください。
飲食物やタバコの灰が本体内部やキーボード内部に入ると、故障の原因となります。
また、タバコの灰がフロッピーディスクに付着すると、データの読み書きができなくなっ
たり、フロッピーディスクドライブの故障の原因となります。
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●静電気に注意してください

静電気は、本機の故障の原因となることがあります。静電気による損傷を防ぐため、次の
ことに注意してください。

・アース線を必ず接続してください。

・CPUなどの電子部品は、静電気によって破損することがあります。部品に触れる前
に、身近な金属（アルミサッシやドアのノブなど）に手を触れて、身体の静電気を取り除
くようにしてください。
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設置場所について設置場所について

まず、本機の設置場所を決めましょう。設置には適した場所と適さない場所があります。本
機の周囲に置くと、本機の故障や破損の原因となるものもあります。本機を設置する場
所を決める際には、次のことに注意してください。

注意�

　　　　●液体がかかる場所、湿気の多い場所には、設置しないでください。

本機を、水や油などの液体がかかる場所、湯気が
かかる場所、湿気の多い場所に設置すると、感電
の原因となります。

●電源をとる際に電源ケーブルが折れ曲がったりすることのない
ような場所に設置してください。

電源ケーブルが折れ曲がると、ケーブルに傷がついて、感電や火災の原
因となります。

●屋外への設置、または移動用途での使用はしないでください。

感電、火災の原因となります。

●AC100V（50/60Hz）の電源が使用できる場所に設置してくだ
さい。

異なる電圧で使用すると、感電、発煙、火災の原因となります。

●タコ足配線にならないように、ACコンセントから直接電源がとれる場所に
設置してください。
本機の電源ケーブルをタコ足配線によると、コン
セントが過熱し、火災の原因となります。

発火注意�

感電注意�

感電注意�

発火注意�
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■ 設置に適した場所

設置に適した場所は、次のような場所です。

結露とは？

結露とは、空気中の水分が金属の板の表面などに付着し、水滴となる現象です。たと
えば、寒い屋外から暖かい部屋へ入ったときに眼鏡がくもるなどの現象が結露です。
上記の例と同様に、本機の湿度が低いまま室温の高い部屋に持ち込んだ場合など
には、本機の内部や外部に結露することがあります。
万一、このような温度変化が加わったあと本機の電源がONにならない等の異常が
発生した場合は、ご購入元またはNECサービスセンター、サービスステーションにご
相談ください。

平らで十分な強度があ
り、落下のおそれがない
（机の上など）

屋内

温度18 C゚～28 C゚
湿度45%～75%
（ただし、結露しないこと）
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設置場所について

■ 設置に適さない場所

次のような場所には設置しないでください。本機の故障や破損の原因となります。

磁気を発生するもの（扇風機、スピーカなど）や磁
気を帯びているものの近く
磁気の影響を受けて、ディスプレイの画面が揺れ
たり表示される色が乱れたりすることがあります。
送電線が近くに通っている場合にも同じような現
象が起きることがあります。

直射日光があたる

暖房器具の近く

薬品のそば

テレビ、ラジオ、コードレス電話、他のCRT
ディスプレイなどの近く
これらの機器にノイズが入ることがありま
す。

人通りが多く
てぶつかる
可能性がある
場所
ドアの開け閉
めで、ドア、が
あたる場所

上にものを載せる

液体がかかる ホコリが多い

本体背面と左側面
にある通風孔がふさ
がる

テレビ、ラジオなどと同じ
ACコンセントを使う
同じACコンセントを使うと、
テレビ、ラジオに雑音が入
ることがあります。

温風式コタツの上
磁気の影響を受けて、ディスプレイの
画面が揺れたり、表示される色が乱
れたりすることがあります。
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設置のしかた

設置場所が決まったら、本機を設置します。本機は精密機械ですから、慎重に取り扱って
ください。乱暴な取り扱いをすると、故障や破損の原因となります。

1 本体を、設置に適した場所（ P.8）に静かにおきます。

衝撃を加えると、故障や破損の原因となります。

本体を持ち上げるときは、このよ
うに左右から手をいれて底面を
持ってください。

机の上などの平らな場所に、静
かに置いてください。
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設置のしかた

2 ディスプレイを、本体の上に静かにのせます。

ディスプレイの設置についての注意事項は、ディスプレイのマニュアルをご覧
ください。

3 キーボード、マウスを、使いやすい位置に静かに置きます。

衝撃をくわえると、故障や破損の原因となります。

本体背面、左側面と壁との間に
15cm以上のすきまをあけてくださ
い。
また、機器の接続しやすいようにゆと
りをもって置いてください。

縦置きにしないでくださ
い。

キーボードやマウスが余裕を持って操
作できるスペースを確保してください。
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本機の各部の名称や役割に関する情報について説明しています。

● 本体

● マウス

● キーボード

● CD-ROMドライブ

● ハードディスク

● フロッピーディスクドライブ

● ディスプレイ

● LANに接続する

● セキュリティ機能

● 本機のお手入れ

本機の基礎知識
Part2
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本体

各部の名称と役割 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ここでは、本体の各部の名称とその役割について説明しています。  各部の取り扱い方
法や詳しい操作方法については、各項目にある参照ページをご覧ください。

■ 本体正面

①電源スイッチ（ ）

本体の電源をON/OFFするスイッチです。
1回押すと電源がON（電源表示用LEDが点
灯）、もう1回押すと電源がOFFになります。
電源スイッチのON/OFFの操作はコンピュ
ータに負担をかけるので、少なくとも5秒以上
の間隔をあけてください。

本機には、リセットスイッチはありません。
ソフトウェアを使用中に、リセット指示や
リセットメッセージ表示があり、リセット操
作が必要な場合は、電源スイッチを押し
て一度電源をOFFにした後、再度電源ス
イッチを押して電源をONにしてくださ
い。

・ キーボードやマウスからの入力をまっ
たく受け付けなくなるなど、ソフトウェ
アが明らかに停止している状態になっ
た場合は、電源スイッチを約5秒以上
押し続けることで、強制的に電源を
OFFにすることができます。 この場
合、作成中のデータなどは消えてしま
います。

・ 本体の電源がONのときに、停電など
により本体の電源がOFFになった場
合、停電が復旧すると本体の電源が
ONになります。この場合、フロッピー
ディスクドライブにディスクがセットさ
れていても、内蔵ディスクから起動しま
す。
停電や、電源ケーブルを抜いているた

⑨内蔵スピーカ

③ハードディスクアクセス表示用LED（ ）

⑩ヘッドホン端子（ ）

⑧フロントカバー

⑦増設用フロッピーディスクドライブベイ

④ 3.5インチフロッピーディスクドライブ

⑤イジェクトボタン

⑫CD-ROMドライブ

⑪内蔵スピーカボリューム（ ）

②電源表示用LED（ ）

⑥フロッピーディスクドライブアクセス表示用LED

①電源スイッチ（ ）
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点灯中は電源スイッチを押したり、フ
ロッピーディスクを取り出したりしな
いでください。フロッピーディスクの内
容が壊れることがあります。

⑦増設フロッピーディスクドライブベイ

別売の増設用3.5インチフロッピーディスクドラ
イブまたはPCカードスロット増設アダプタを増
設するところです。

⑧フロントカバー

増設フロッピーディスクドライブベイを使用す
るときには、このカバーを取り替えます
（ P.57）。

⑨内蔵スピーカ（モノラル）

内蔵音源からの音声を出力します。

CD-ROMドライブのヘッドホン端子に
ヘッドホンを接続した場合、内蔵スピー
カからも音声が出力されます。本体のヘッ
ドホン端子にヘッドホンを接続した場
合、内蔵スピーカから音声は出力されま
せん。

⑩ヘッドホン端子（ ）（ステレオ）

市販のオーディオ用ヘッドホンなどを接続す
るためのミニジャック端子です。ヘッドホンプ
ラグの形状によっては、使用できないものが
ありますので、注意してください。

⑪内蔵スピーカボリューム（ ）

内蔵スピーカの音量を調節するツマミです。
右に回すと大きく、左に回すと小さくなります。
市販のヘッドホンを取り付けているときは、ヘ
ッドホンの音量調節になります。

めに本体に電源が供給されていない
ときは、電源スイッチを押しても電源
のON/OFFはできません。

②電源表示用LED（ ）

電源のON/OFF状態を表示するランプで
す。　電源がONになると点灯します。

・ 電源ケーブルを接続してから最初に電
源をONにするまでの間は点滅します。

・ 電源がOFFのときに停電があり、その
後復旧した場合、次に電源をONにす
るまでの間は点滅します。

③ハードディスクアクセス表示用LED（ ）

ハードディスクの動作中に点灯するランプです。

点灯中は電源スイッチを押さないで
ください。ハードディスクの内容が壊
れることがあります。

④3.5インチフロッピーディスクドライブ

3.5インチサイズのフロッピーディスクを入れる
ところです。  ここにフロッピーディスクを差し
込み、プログラムの読み込みやデータの書き
込みなどを行います（ P.30）。

⑤イジェクトボタン

フロッピーディスクを、フロッピーディスクドライ
ブから取り出すときに使うボタンです。

⑥フロッピーディスクドライブアクセス表示
用LED

フロッピーディスクドライブの動作中に点灯す
るランプです。

本体
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⑫CD-ROMドライブ

CD-ROMや音楽CDを入れるところです。
CD-ROMデータの読み込みや音楽CDの再
生を行います（ P.23）。

CD-ROMドライブ各部の位置や形状
は、図と多少異なることがあります。

　　　

⑫-a ヘッドホン端子

市販のオーディオ用ヘッドホンなどを接
続するためのミニジャック端子です。ヘ
ッドホンプラグの形状によっては、使用
できないものがありますので、注意して
ください。

⑫-b ヘッドホンボリューム

ヘッドホンの音量を調節するツマミで
す。
右に回すと大きくなり、左に回すと小さく
なります。

⑫-c BUSYインジケータ

データを読み出しているときに点灯しま
す。

点灯中は電源をOFFにしたり、CD-
ROMを取り出したりしないでくださ
い。CD-ROMドライブの故障の原因
となります。

⑫-d CDトレイ出し入れボタン

ディスクをのせるCDトレイを出し入れす
るためのボタンです。

⑫-a ヘッドホン端子

⑫-b ヘッドホンボリューム

⑫-c BUSY
インジケータ

⑫-d CDトレイ
出し入れ
ボタン
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⑤ 拡張用スロット

④ 空冷用ファン

① AC電源
コネクタ（入力）

⑨シリアルコネクタ
（1  、 2   ）

② AC電源コネクタ（出力）

⑭オーディオ出力端子（ ）

⑮オーディオ入力端子（ ）

⑬マイクロホン端子（  ）

⑪アナログRGB
入力コネクタ
（ ）

③ アース端子（ ）

 ⑩アナログRGB
出力コネクタ
（ ）

⑫ PCIスロット

⑰ 盗難防止用ロック（　　）

⑥ キーボード用コネクタ（ ）

⑦ マウス用コネクタ（ ）

⑧ プリンタ用コネクタ（ ）

⑯ 100BASE-TX/10BASE-T用コネクタ
（ ）

この部分は拡張用スロットではありません。
このボードを取り外して使用しないでください。

①AC電源コネクタ（入力）（AC100V）

ACコンセントから本体に電源を供給するため
のコネクタです。 添付の電源ケーブルを接続
します。

本体添付の電源ケーブルは、ACコンセ
ント側が普通の2ピン、本体側が特殊な3
ピンになっています。

②AC電源コネクタ（出力）（AC100V-3A）

ディスプレイなどの周辺機器に電源を供給す
ることができるコンセントです。
このコネクタは本体の電源スイッチと連動し
ています。そのため、本体の電源がONにな
っているときのみ、このコネクタから電源が供
給されます。

AC電源コネクタ（出力）には、定格電
流が3A（消費電力約180W）を超え
る装置を接続しないでください。
また、タコ足配線にはしないでくださ
い。

③アース端子（ ）

アース線を接続するための端子です。

④空冷用ファン

本体内部の熱を逃がすためのファンです。　
壁などでふさがないように注意してください。

本体

K
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PCIスロットにSCSI-2インタフェー
スボード（PC-9821X-B02L）を取り
付けたとき、またはSCSI-2インタフェ
ースボードに周辺機器の取り付け/取
り外しを行ったときは、必ずSCSI-2イ
ンタフェースボードのマニュアルをご
覧のうえ、終端設定を行ってください。

⑬マイクロホン端子（ ）

別売のマイクロホンを接続するためのミニジ
ャック端子です。

⑭オーディオ出力端子（ステレオ）
（  LINE OUT）

市販のオーディオ機器などに、音声信号（ス
テレオ）を出力するためのミニジャック端子で
す。

⑮オーディオ入力端子（ステレオ）
（  LINE IN）

市販のオーディオ機器などから、音声信号（ス
テレオ）を本体に入力するためのミニジャック
端子です。

⑯100BASE-TX/10BASE-T用コネクタ
（ ）

100BASE-TX/10BASE-Tのケーブルを接
続するためのコネクタです。

⑰盗難防止用ロック（  　）

市販の盗難防止用ケーブル（Kensington社
製）などを接続することができます。
盗難防止用ロックを使用することで、ルーフカ
バーがロックされるため、本体内部のハードデ
ィスクやRAMサブボードなどの盗難を予防す
ることができます。

⑤拡張用スロット

本体の機能を強化したり拡張したりするため
の、各種ボードを挿入するスロットです。  3スロ
ット用意されています（ P.100）。
拡張用スロットは、上から順番に、拡張用スロ
ット#1、#2、#3と呼びます。

⑥キーボード用コネクタ（ ）

キーボードを接続するためのコネクタです。

⑦マウス用コネクタ（ ）

マウスを接続するためのコネクタです。

⑧プリンタ用コネクタ（ ）

プリンタを接続するためのコネクタです
（ P.64）。

36ピンパラレルインタフェースに対応し
たプリンタを接続する場合は、36ピンパ
ラレルインタフェースに対応した別売の
プリンタケーブル（PC-CA202/204な
ど）を使用してください。

⑨シリアルコネクタ（1  、 2 ）

周辺機器を接続するためのコネクタです。通
信を行うときに必要な通信機器や、イメージス
キャナなどの周辺機器を接続します。

チャネル2（2 ）には、 別売の赤外線
通信インタフェースユニットを接続でき
ます。

⑩アナログRGB出力コネクタ（ ）

アナログRGB入力対応CRTディスプレイを
接続するためのコネクタです。

⑪アナログRGB入力コネクタ（ ）

別売のウィンドウアクセラレータボードと本体を
接続するためのコネクタです。

⑫PCIスロット

高速なデータ転送ができるPCIバスに対応し
たスロットで、2スロット用意されています。
（ P.97）。PCIスロットは本体背面側から見
て、左から順にPCIスロット＃1、＃2と呼びま
す。

K
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盗難防止用ロックは、Kensington社製
のマイクロセーバーセキュリティシステ
ムに対応しています。 日本国内総販売
代理店の連絡先は、以下のとおりです。

日本ポラロイド株式会社
電子映像事業部
〒105　東京都港区虎ノ門
3丁目2番2号　第30森ビル
Tel： 03-3438-8879
Fax： 03-5473-1630

本体

① 通風孔
本体内部の熱を逃がすための孔です。壁な
どでふさがないように注意してください。

■ 本体左側面

① 通風孔



20

マウス

マウスは、キーボードと同じく、コンピュータに指示を与えるための装置です。その形状が
ネズミに似ていることから「マウス」と名付けられています。

■ マウスの取り扱いの注意

マウスを使うときは、次のことに注意してください。注意を守らずに使用すると、マウスの
故障の原因となります。

・ほこりや消しゴムのかすなどのある場所で使わない

・コードを引っかけない

・コードを強く曲げたり、引っ張ったりしない

・ 裏面のネジを外さない

・コネクタ内のピンに直接ふれない

・ 動きが悪くなってきたら、ボールとローラの汚れを掃除する
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キーボード

キーボードはコンピュータに指示を与えるために、文字や数字、記号を打ち込む装置で
す。 ここでは、各キーの名称と一般的な機能を説明します。
　

キーの名称と役割 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

● 薄いグレーのキー（ ）
英数字やカタカナ、記号などの文
字を入力するキーです。

● 濃いグレーのキー（ ）
コンピュータに直接指示を与えるた
めのキーです。 このキーの働きは
お使いになるアプリケーションソフト
によって違います。

① A：キャップスキーランプ ⑨ DEL：デリートキー

② あ�：かなキーランプ ⑩ HOME�
CLR ：ホームクリアキー

それぞれのキーをロックすると点灯します。 ⑪ HELP：ヘルプキー

（End：エンドキー）③ CAPS：キャップスキー
⑫ ROLL�

UP ：ロールアップキー④ かな�：かなキー
（PgDn：ページダウンキー）一度押すとロックし、キャップスキーまたはかな

⑬ ROLL�
DOWN：ロールダウンキーキーのランプガ点灯します。

（PgUp：ページアップキー）⑤ COPY：コピーキー
⑭ ↑�↓�→�←�：カーソル移動キー⑥ f · 1 f · 10 vf · 1 vf · 5～� ～� ：ファンクションキー
⑮ ：Enter：エンターキー（リターンキー）⑦ BS：バックスペースキー

⑧ INS：インサートキー
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・ キーボードを使って、日本語入力のON/OFFを切り替えることもできます。
を押しながら を押すと、日本語入力をONにできます。  も

う一度押すと、日本語入力がOFFになります。

日本語入力について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本機には、NECAI DOSかな漢字変換が日本語入力システムとしてあらかじめインスト
ールされています。
日本語入力の方法は、各アプリケーションソフトが使用している「日本語フロントエンドプ
ロセッサ(FEP)」によって異なる部分があります。詳しい操作は、各アプリケーションソフ
トの日本語入力ガイドをご覧ください。

⑯ SHIFT：シフトキー @1@1@1@1@1 NFER：エヌファーキー

⑰ ：Windowsキー @2@2@2@2@2 GRPH：グラフキー

⑱ ：アプリケーションキー （Alt：オルトキー）

@3@3@3@3@3 CTRL ：コントロールキー

@4@4@4@4@4 TAB：タブキー

⑲ XFER：エクスファーキー @5@5@5@5@5 ESC：エスケープキー

⑳ ：スペースキー @6@6@6@6@6 STOP：ストップキー

Windowsキーとアプリケーションキーは、Windows 95
によって機能を割り当てることができます。
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CD-ROMドライブ

本機には、トレイ式のCD-ROMドライブが標準で装備されています。
CD-ROMは、1枚で大きな記憶容量を持ち、電子辞典などのような大量のデータを扱う
ことができます。

■ CD-ROMの取り扱い上の注意

CD-ROMを壊さないよう、次の点に注意して大切に取り扱ってください。

文字の書かれている面を上にして、CD
トレイにていねいに置いてください。

ケースの中央を押しながら取り出し
てください。

信号面（文字などが印刷されていな
い面）に手を触れないでください。

ゴミやホコリの多い場所での使用、
保管は避けてください。

使用後は収納ケースへ入れるようにし
てください。

直射日光のあたる場所や、暖房器具
の近くなど温度が高くなる場所に置
かないでください。

指紋やホコリが付いたときは、乾い
た柔らかい布で、内側から外側に向
けて拭いてください。

清掃の際は、ＣＤ専用のクリーナーを
お使いください。
レコード用のスプレー、クリーナ、ベ
ンジン、シンナーなどは、使わないで
ください。

落として強い衝撃を与えたり、キズ
をつけないでください。

CD-ROMの上にものをのせたり曲げ
ないでください。

キズをつけたり字などを書いたりしな
いでください。

ラベルなどを貼らないでください。
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CD-ROMのセットのしかた/出し方 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CD-ROMドライブにCD-ROMをセットしたり、取り出したりする方法を説明します。

CD-ROMの出し入れは、 電源をONにしてから行ってください。

■ CD-ROMのセットのしかた

1 CDトレイ出し入れボタンを押します。

CDトレイが出てきます。

2 信号面（文字などが印刷されていない面）に触れないように、CD-ROMを持ちま
す。

3 CD-ROMを、文字の書いてある面を上にして、CDトレイの中心に置きます。

4 CDトレイ出し入れボタンを押すか、CDトレイ前面を押します。

CDトレイが本体に収納されます。　これでセットは完了です。

 CDトレイ出し入れボタンを使う場合は、ボタンを軽く押せばトレイが収納され
ます。 トレイ前面を押す場合は、トレイが自動で動き出すまで押し込んでくだ
さい。

�
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CD-ROMドライブ

■ CD-ROMの出し方

1 CDトレイ出し入れボタンを押します。

CDトレイが出てきます。

2 CD-ROMを取り出します。

3 CDトレイ出し入れボタンを押すか、CDトレイ前面を押します。

CDトレイが本体に収納されます。

CDトレイは、出した状態のままで放置しないでください。 CD-ROMドライブの
故障の原因となります。

�
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非常時のCD-ROMの出し方○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

停電やソフトウェアの暴走などにより、CDトレイ出し入れボタンを押してもCDトレイが出
てこなくなった場合に、強制的にCD-ROMを取り出す方法です。

1 太さが1.3㎜程度、 まっすぐな部分の長さが45㎜以上 （指でつまむ部分を除
く）の針金を用意してください。
大きめのペーパークリップを伸ばして作ることができます。

2 CDトレイの下に、直径2㎜程度の穴があります。その穴の中に、1で用意した針金
を差し込み、強く押し込みます。

CDトレイが15㎜ほど飛び出します。

3 CDトレイを手前に引き出し、ディスクを取り出します。
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4 CDトレイの前面を、CDトレイが元通りに収納されるまで押し込みます。

非常時のDC-ROMの取り出しは、本体の電源がOFFになっていることを確
認してから行ってください。

CD-ROMドライブ
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ハードディスク

ハードディスクは、プログラムやデータを保存する装置です。 金属製のかたい円盤を使
ってデータを記憶することから、ハードディスクと呼ばれています。  また、ハードディスク
のことを固定ディスクドライブと呼ぶこともあります。
　

■ 取り扱い上の注意

ハードディスクは、たいへん精密な機械です。 次のことに注意してください。

・ 電源がONになっているときは本体に振動や衝撃を加えたり、持ち運んだりしない
でください。

・ 電源をOFFにして本体を運ぶときでも、できるだけ慎重に扱ってください。

・ 電源をOFFにするときは、キーボードの を押してから電源スイッチを押し
てください。

ハードディスクの記憶容量は、1Mバイト＝1,000,000バイトで計算したときの
Mバイト値を示してあります。　OSによっては、1Mバイト＝1,048,576バイトで
Mバイト値を計算していますので、この値よりも小さな値で表示されます。

本機で使用できる内蔵ハードディスクのセクタ長は、512バイトです。

MS-DOSのバックアップについて
本機購入時にインストールされているMS-DOSのバックアップを必ず作成
してください。
MS-DOSのバックアップについては、「ソフトウェアセットアップガイド」をご
覧ください。
本機を購入時の状態に戻す詳しい方法については、「ソフトウェアセットアッ
プガイド」をご覧ください。
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ハードディスクのバックアップ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

作成したデータが壊れてしまうと、大きな損害となりかねません。 それを防ぐために、大
切なデータは、同じ内容の予備データを作っておくとよいでしょう。 万一オリジナルのデ
ータが壊れてしまっても、元の状態に戻すことができます。 このような予備を作る作業
や、作られた予備のデータのことを、「バックアップ」といいます。 バックアップは、オリジナ
ルと同一か、できるかぎりオリジナルに近い内容を持つものでなければ意味がありませ
ん。 常時新しい内容が保管できるように、定期的なバックアップを心がけましょう。

バックアップをこまめにとる

本機に内蔵されているハードディスクは、非常に精密に作られています。  毎分数千回転するディスク面
と情報を読みとる磁気ヘッドの間は、わずか数ミクロン（1000分の数ミリ）しか空いていません。 このた
め、データを読み書きしていることを示すハードディスクアクセス表示用LEDの点灯中には、少しの衝撃
を与えても故障の原因となることがあります。  ハードディスクが故障すると、大切なデータが一瞬にし
て使えなくなってしまいます。  大切なデータは、バックアップをこまめにとることをおすすめします。

ハードディスク

ドライブ番号

ハードディスクやフロッピーディスクドライブには、それぞれ呼び名が割り当てられています。  これを「ド
ライブ番号」といいます。  本機のハードディスクは、工場出荷時には2つの領域に分割されており、それ
ぞれの領域にドライブ番号が割り当てられています。

ドライブ番号 ドライブ

Aドライブ  ハードディスク

Bドライブ  ハードディスク

Cドライブ フロッピーディスクドライブ

Qドライブ CD-ROMドライブ
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フロッピーディスクドライブ

コンピュータに入力したプログラムやデータは、フロッピーディスクに書き込んで保存す
ることができます。 作成したデータを渡したいときや、大切なデータを保存しておくときに
便利です。 容量が約1Mバイトとあまり大きくなく、読み出し／書き込みに時間がかかりま
すが、手軽に使うことができます。
　

■ フロッピーディスクを取り扱うときの注意

フロッピーディスクが壊れると、大切なデータやソフトウェアが使えなくなります。　次の点
に注意して大切に取り扱ってください。

ラベルは正しい位置に貼ってくださ
い。

フロッピーディスクドライブには、
ていねいに奥まで静かに挿入してく
ださい。

使用後は収納箱へ入れて保管してくだ
さい。

ゴミやホコリの多い場所での使用、
保管は避けてください。
汚れたフロッピーディスクの使用は
避けてください。

シャッターは開けないでください。鉛筆での記入や消しゴムの使用は避
けてください。

フロッピーディスクの上にものをの
せないでください。

直射日光の当たる場所や暖房器具の
近くなど、温度が高くなる場所に置
かないでください。

飲食、喫煙しながらの使用は避けてく
ださい。

溶剤類、飲み物等はフロッピーディ
スクに近づけないでください。

クリップ等ではさんだり、投げたり、
落としたりしないでください。

フロッピーディスクに磁石などを近
づけないでください。
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イジェクトボタン

フロッピーディスクの入れ方/出し方 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ここでは、フロッピーディスクドライブに、フロッピーディスクを入れる方法と出す方法を説
明します。

3.5インチフロッピーディスクは、必ずラベル部分を持つようにしてください。　
中のディスク部分をさわると、データが壊れてしまうことがあります。

 内蔵CD-ROMドライブで音楽CDを再生中は、フロッピーディスクを出し入れ
しないでください。  音飛びの原因となります。

■フロッピーディスクの入れ方

1 フロッピーディスクを、ラベルの貼ってある面を上向きにして、ラベル側が手前にな
るように持ちます。

2 フロッピーディスクを、フロッピーディスクドライブに「カチッ」と音がするまで差し込
みます。

完全に差し込むと、イジェクトボタンが少し飛び出します。

フロッピーディスクドライブ



32

■ フロッピーディスクの出し方

フロッピーディスクを取り出すときは、必ずフロッピーディスクドライブアクセス
表示用LEDが消灯していることを確認してください。フロッピーディスクドライ
ブアクセス表示用LEDが点灯していたり、点滅しているときに取り出すと、フロ
ッピーディスクの内容が壊れてしまうことがあります。

1 フロッピーディスクドライブアクセス表示用LEDが消灯していることを確認します。

2 イジェクトボタンを押します。

フロッピーディスクが少し出てきます。

3 フロッピーディスクを引き出します。

フロッピーディスクドライブ
アクセス表示用LED
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フロッピーディスクをフォーマット（初期化）する ○ ○ ○

購入したばかりのフロッピーディスクは、「フォーマット済み」と書かれているもの以外は、
そのままではデータを保存することができません。
データを保存できるようにするためには、「フォーマット（初期化）」という作業が必要です。

・ すでにデータが書き込まれているフロッピーディスクをフォーマットすると、
それまで書き込まれていたデータはすべて消えてしまい、二度とデータが取
り戻せなくなってしまいます。大切なデータが書き込まれているフロッピーデ
ィスクは、誤ってフォーマットしないように注意してください。

・ 2DDタイプのフロッピーディスクには2DDの形式、2HDタイプのフロッピ
ーディスクには2HDの形式でフォーマットしてください。  異なった形式でフ
ォーマットするとデータの読み書きができなくなることがあります。

ライトプロテクトされているフロッピーディスクはフォーマットできません。

種類 　　　　　　　記憶容量
2HD

（両面高密度倍トラック）
2DD

（両面倍密度倍トラック）

※1 フォーマット方式によって選択できます。
※2 OSによっては、1.2Mバイトと表示される場合があります。

1Mバイト 1.44Mバイト※1

640Kバイト

※1
※2

フロッピーディスクの種類

フロッピーディスクには、データを記憶できる容量によって、次の種類があります。

本機のフロッピーディスクドライブでは、2HDタイプと2DDタイプのどちらでも使えます。

3.5インチサイズフロッピーディスク
本機の内蔵フロッピーディスクドライ
ブでは、3.5インチサイズフロッピー
ディスクが使用できます。

フロッピーディスクドライブ
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■ 1.44Mバイトフォーマットのフロッピーディスクを使用す
　 る際の注意

本機で、1.44Mバイトでフォーマットされたフロッピーディスクを使う場合には、次のような
制限があります。

・システムディスクとしては使用できません。データの読み書き用としてのみお使い
ください。

・ 2DDタイプの起動ディスクでシステムを起動した場合は、1.44Mバイトフォーマ
ットのフロッピーディスクは使用できません。

フロッピーディスクの内容の保護 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フロッピーディスクに保存した大切なデータをなくさないために、次のような方法がありま
す。

■ ライトプロテクト

フロッピーディスクは、保存している内容を誤って消してしまうことのないように、ライトプ
ロテクト（書き込み禁止）ができるようになっています。  ライトプロテクトされているフロッ
ピーディスクは、データの読み出しはできますが、フォーマットやデータの書き込みはでき
ません。重要なデータの入っているフロッピーディスクは、ライトプロテクトしておく習慣を
つけましょう。

ライトプロテクトノッチを、図のように穴の開く方にずらすと、書き込み禁止になります。

ライトプロテクト
ノッチ

穴の開いた状態

書き込み可能

書き込み禁止
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■ バックアップ

フロッピーディスクに保存しているデータを、他の記憶媒体などにコピーしておくことを
「バックアップをとる」といいます。
フロッピーディスクは非常にデリケートにできています。  ほこりが入ってしまったり、折れ
てしまうなど、何らかの事故によって、保存しているデータが壊れてしまうことがあります。
万一に備えて、大切なデータは定期的にバックアップをとっておきましょう。

フロッピーディスクドライブ
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ディスプレイ

本機には、ウィンドウアクセラレータ機能が標準で搭載されています。 お使いの用途に
応じた解像度や発色数に切り換えて使用できます。

表示できる解像度と表示色 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

解像度とは、ディスプレイの画面上で文字やグラフィックを表現する緻密さの度合いのこ
とで、ドット数で表します。
例えば、640×480ドットというのは、CRTディスプレイの横（水平方向）に640個のドット
（点）、縦（垂直方向）に480個のドットで表示できることを表しています。 ドット数が増える
ほど細かな画面で表示できるようになります。

本機は、標準で次の解像度と表示色を表示できます。

○：表示可

1,677万色で表示することを「True Color表示」、65,536色で表示することを
「High Color表示」と呼ぶこともあります。

解像度

640×400ドット

640×480ドット

800×600ドット

1,024×768ドット

1,280×1,024ドット

Windows 95

○
○

○

○

○

○

表示色

4,096色中16色
1,677万色中256色
26万色中256色
1,677万色中256色
65,536色
1,677万色
26万色中256色
65,536色
1,677万色
26万色中256色
65,536色
26万色中256色

Windows 95の
MS-DOSモード

○
○

○

MS-DOS 6.2

○
○

○
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解像度について

一度に表示できるドット数が増えることを「高解像度にする」といいます。 高い解像度にすると、緻密な画
像を表示することができます。 また、同じアプリケーションでも、高解像度時にはより広い範囲を表示す
ることができます。 ただし、解像度が高くなってくるにつれて、画面に表示される文字は小さくなってい
きます。 画面の文字が読みにくくなるときには、解像度を下げるようにしてください。

ディスプレイ
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ディスプレイについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ディスプレイは別売です。各ディスプレイで表示できる解像度は、次の表のとおりです。

使用できる
CRTディスプレイ

※1：このディスプレイを使用するには、別売のマルチシンクアダプタ(PC-H98-U03)が必要です。

※2：初めて、この解像度を使用する場合、画面位置補正（ディスプレイの前面スイッチ操作）が必要で
す。

※3：このCRTディスプレイで1,280×1,024ドット表示を行う場合、別売のアナログRGBケーブル
（PC-9821A-E09-02）が必要です。

※4：このディスプレイは、パワーマネジメント機能に対応しています。

※4
※5

△：要　☆：不要　○：表示可

解像度（ドット） 640×400 640×480 800×600 1,024×768 1,280×1,024
　　　　　 水平走査周波数

24KHz 31KHz 31KHz 47KHz 56KHz 64KHz

PC-KD1511 △ ○ － － － － －
PC-KD1521 △ ○ － － － － －
PC-KD854N △ ○ － － － － －
PC-KD1421 △ ○ － － － － －
PC-KD1522 △ ○ ○ ○ － － －
PC-KH1511※1 △ － ○ － － － －
PC-KH1512※1 △ － ○ － － － －
PC-KH1711 △ ○ ○ ○ ○※2 ○※2 ○
PC-KH2021 △ ○ ○ ○ ○※2 ○※2 ○
PC-KM141※4 ☆※7 ○ ○ ○ ○※2 ○ －
PC-KM151 △ ○ ○ ○ ○※2 ○ －
PC-KM152※4 △ ○ ○ ○ ○※2 ○ －
PC-KM153※4 △ ○ ○ ○ ○※9 ○ －
PC-KM153R※4 ☆※7 ○ ○ ○ ○※9 ○ －
PC-KM153R2※4 ☆※8 ○ ○ ○ ○ ○ ○
PC-KM154※4 ☆※8 ○ ○ ○ ○ ○ ○
PC-KM155※4 ☆ － ○ ○ ○ ○ ○
PC-TM151※4 ☆※8 ○ ○ ○ ○※2 ○ ○
PC-KM171 △ ○ ○ ○ ○※2 ○ －
PC-KM172※4 △ ○ ○ ○ ○※2 ○ ○
PC-KM173※4 ☆※7 ○ ○ ○ ○ ○ ○
PC-KM173R※4 ☆※8 ○ ○ ○ ○ ○ ○
PC-KM173R2※4 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○
PC-KM174※4 ☆※8 ○ ○ ○ ○ ○ ○
PC-KM175※4 ☆ － ○ ○ ○ ○ ○
PC-TM171※4 ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○
PC-KM211※4 △ － ○ ○ ○ ○ ○
PC-KM212※4 ☆※8 － ○ ○ ○ ○ ○
PC-KM291※4 ☆※8 ○ ○ ○ － － －
PC-KM371※4 ☆※8 ○ ○ ○ ○※2 － －
PC-KP411※4 ☆※8 ○ ○ ○ － － －
PC-KP651※4 ☆※8 ○ ○ ○ ○※9 ○ －
PC-TD151 △ ○ ○ ○ － － －
PC-TD211 △ ○ ○ ○ － － －
PC-TP611 △ ○ ○ ○ － － －
PC-PJ611 △ ○ ○ ○ － － －

※2
※3
※2
※3

変換アダプタ※6
の要/不要
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※5：このディスプレイは、TV機能内蔵TFTフルカラー液晶ディスプレイです。

※6：別売のディスプレイインタフェース変換アダプタ（PC-9821-K06）。

※7：ディスプレイに添付されている変換アダプタを使用して接続します。
※8：デジタル動画（MPEG）再生ボード（PC-9801-99）を使用する場合には、別売のディスプレイインタフェ

ース変換アダプタ（PC-9821-K06）が必要です。

※9：この解像度を使用する場合、画面位置補正（ディスプレイの前面スイッチ操作）が必要です。また、画面
位置補正を行った後で、他の解像度を使用する場合は、再度、画面位置補正を行う必要があります。

解像度（ドット）

640×400

水平走査周波数

24KHz

31KHz

■ ディスプレイに合わせて設定する

使用するディスプレイによっては、ディスプレイに合わせて、本体の設定を変更する必要
があります。

本体が、ディスプレイに合わせて正しく設定されていないと、ディスプレイに何
も表示されないことがあります。

●設定の方法

1 ディスプレイが本体に正しく接続されていることを確認します。

2 キーボードの  と または のどちらかを同時に押しながら、本体の電
源スイッチを押して本体の電源をONにします。

3 以降は、CRTディスプレイに添付されているマニュアルをご覧の上、画面に表示さ
れる指示に従って操作してください。

ディスプレイ

設定方法

と を押しながら電源をONにする

と を押しながら電源をONにする
［工場出荷時の設定］
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LANに接続する

ここでは、本機をLAN（Local Area Network）に接続する手順を、100BASE-TX /
10BASE-Tを例に、簡単に説明します。

リンクケーブルの接続 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・  LANの接続については、ネットワーク管理者に相談してください。

・  ネットワークを運用中は、リンクケーブルを取り外さないでください。

1 リンクケーブルの一方のコネクタを、マルチポートリピータなどのコネクタに接続し
ます。 コネクタのストッパの向きに注意して、カチッと音がするまで差し込みます。

100BASE-TXと10BASE-Tでは、使用するリンクケーブルが異なります。

2 リンクケーブルのもう一方のコネクタを、本体背面の100BASE-TX/10BASE-T用
コネクタに接続します。コネクタのストッパの向きに注意して、カチッと音がするまで
差し込みます。

マルチポートリピータなど

リンクケーブル
ストッパ
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セキュリティ機能

本機には、本機の不正使用やデータなどの盗難を予防するためのセキュリティ機能が搭
載されています。ここでは、セキュリティ機能の概要と、設定しているときの電源のON/
OFFについて説明しています。

セキュリティ機能を使用した場合でも、「絶対に安全」ということはありません。
重要なデータなどの取り扱いには、十分ご注意ください。

■ パワーオンパスワード

パワーオンパスワードを設定すると、本機の電源をONにしたときに、パスワードの入力を
求められます。パスワードを入力しないと、本機を使用することができません。パスワード
を知らない人が、無断で本機を使用するのを予防することができます（ P.133）。

・ パワーオンパスワードを忘れると、本機を使用できなくなります。設定したパ
スワードは忘れないでください。パスワードを忘れてしまった場合は、P.44を
ご覧のうえパスワードを解除してください。

■ セットアップパスワード

セットアップパスワードを設定すると、システムセットアップメニューを起動するときに、パス
ワードの入力を求められます。パスワードを入力しないと、システムセットアップメニューを
起動することができません。パスワードを知らない人が、無断で本機の設定を変えるのを
予防することができます。
セットアップパスワードは、システムセットアップメニューで設定します（ P.133）。

・ セットアップパスワードを忘れると、システムセットアップメニューを起動でき
なくなります。設定したパスワードは忘れないでください。パスワードを忘れ
てしまった場合は、P.45をご覧のうえパスワードを解除してください。

・ セットアップパスワードを設定していない場合、使用者以外が故意に、また
は誤ってパワーオンパスワードやセットアップパスワードを設定してしまうと、
本機が使用できなくなったり、システムセットアップメニューが起動できなく
なったりします。このような恐れがある場合は、セットアップパスワードを設定
しておいてください。

 パワーオンパスワードとセットアップパスワードの両方が設定されている場合、
どちらのパスワードを入力しても本機を起動することができます。
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■ I/Oロック

シリアルインタフェース（チャネル1、チャネル2）、プリンタ、フロッピーディスクを使用できに
ように、設定することができます。この機能により、プログラム、データなどが不正に流出
するのを予防できます。この機能を使用するときは、必ずセットアップパスワードを設定し
てください。I/Oロックは、システムセットアップメニューで設定します。(  P.138)。

･ I/Oロックは、Windows NT 4.0/3.15、Windows 3.1/95、Net Ware、
OS/2のみの使用できます。他のOSを使用する場合は、I/Oロックを設定し
ないでください。

■ 盗難防止用ロック

本体背面に、盗難防止用ロックを備えています（ P.17）。市販の盗難防止用ケーブル
などを接続することにより、本体を机などと固定することができます。また、この場合ルー
フカバーもロックされるため、本体内部のハードディスクやRAMサブボードなどの盗難を
予防することができます。

■ セキュリティ機能の使用例

セキュリティ機能は、本機の使用状況にあわせて次のようにご利用ください。

●利用者以外が本機の設定を管理したい場合

日常的に本機を使用する人とは別の人が本機の設定を管理したい場合、はじめに管理
者がセットアップパスワードとパワーオンパスワードの両方を設定しておき、パワーオンパ
スワードのみを各利用者に通知します。この設定により、管理者以外がシステムセットア
ップメニューの設定を変更することができなくなり、管理者と利用者以外は本機の起動
ができなくなります。

●利用者自身が本機の設定を管理したい場合

日常的に本機を使用する利用者がシステムセットアップメニューの設定も自由に行いた
い場合、利用者がパワーオンパスワードとセットアップパスワードの両方を設定します。こ
の設定により、利用者以外は本機を使用したりシステムセットアップメニューの設定を変
更したりできなくなります。

セットアップパスワードを設定しているときのシステムセットアップメニューの
起動方法については、P.124をご覧ください。
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パスワードを設定しているときの電源のON ○ ○ ○ ○ ○

パワーオンパスワードを設定している場合は、本機の電源スイッチをONにすると電源表
示用LEDが点灯し、メモリチェックの後で次のような画面が表示されます。

　　　

1 キーボードから、設定されているパスワードを入力します。

パワーオンパスワードとセットアップパスワードの両方が設定されているとき
には、どちらのパスワードを入力しても本機を起動することができます。

2 キーボードの を押します。

正しいパスワードが入力されると、本機が起動します。

・ パワーオンパスワードを設定している場合、固定ディスク起動メニューを表
示させるには、パスワードを入力した後、画面に「パスワード　OK！」と表示
されている間にキーボードの を押してください。

・ パスワードの入力に３回失敗すると、「パスワードエラー」と表示されます。こ
の場合は、電源スイッチを押して電源をOFFにして、最初からやり直してくだ
さい。

・ セットアップパスワードを設定しているときのシステムセットアップメニュー
の起動のしかたは、P.124をご覧ください。

パワーオンパスワードを入力してください：

セキュリティ機能
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■ パワーオンパスワード、セットアップパスワードの解除の
 しかた

注意

●本体内部に手を入れるときは、指をはさんだり、ぶつけたりしないように注
意してください。

本機内部には、下図のようなストラップスイッチがあります。パワーオンパスワード、セットア
ップパスワードを忘れてしまった場合は、次ページ以降の手順でパスワードを解除するこ
とができます。

パワーオンパスワード、セットアップパスワードの解除を行うストラップスイッチ
には、図の位置に「SW6」と書かれています。他のストラップスイッチと間違え
ないようにしてください。

ストラップスイッチをBの設定にした状態では、システムセットアップメニュー
の「セキュリティーの設定」は行えません。パスワードを解除した後は、Aの設定
に戻しておいてください。

■ パワーオンパスワードの解除のしかた

1 本体の電源をOFFにして、電源ケーブルを抜きます。

2 ルーフカバーを外します（ P.56）。

3 PCIスロットにボードを取り付けている場合は、取り付けたときと逆の手順で、取り
外します。

ストラップスイッチ

A（工場出荷時の設定） B

SW6
3 2 1

SW6
3 2 1

けが注意�
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4 ストラップスイッチを、P.44の図のBの設定にします。

5 PCIスロットにボードを取り付けていた場合は、元通りに取り付けます。

6 ルーフカバーを、外したときと逆の手順で取り付けます。

ルーフカバーを取り付けるときは、本体とルーフカバーの間にケーブルをはさ
まないように注意してください。

7 電源ケーブルを接続します。

8 本機の電源をONにします。

9 本機の電源をOFFにします。

10 電源ケーブルを抜きます。

11 ルーフカバーを外します（ P.56）。

12 PCIスロットにボードを取り付けている場合は、取り付けたときと逆の手順で取り外
します。

13 ストラップスイッチを、P.44の図のAの設定に戻します。

14 PCIスロットにボードを取り付けていた場合は、元通りに取り付けます。

15ルーフカバーを、外したときと逆の手順で取り付けます。

ルーフカバーを取り付けるときは、本体とルーフカバーの間にケーブルをはさ
まないように注意してください。

■ セットアップパスワードの解除のしかた

1 本体の電源をOFFにして、電源ケーブルを抜きます。

2 ルーフカバーを外します（ P.56）。

3 PCIスロットにボードを取り付けている場合は、取り付けたときと逆の手順で取り外
します。

4 ストラップスイッチを、P.44の図のBの設定にします。

5 PCIスロットにボードを取り付けていた場合は、元通りに取り付けます。

セキュリティ機能



46

6 ルーフカバーを、外したときと逆の手順で取り付けます。

ルーフカバーを取り付けるときは、本体とルーフカバーの間にケーブルをはさ
まないように注意してください。

7 電源ケーブルを接続します。

8 キーボードの を押しながら、電源スイッチを押します。

本機の電源がONになり、システムセットアップメニューの画面が表示されます。

9 電源スイッチを押します。

本機の電源がOFFになります。

10 電源ケーブルを抜きます。

11 ルーフカバーを外します（ P.56）。

12 PCIスロットにボードを取り付けている場合は、取り付けたときと逆の手順で取り外
します。

13 ストラップスイッチを、P.44の図のAの設定に戻します。

14 PCIスロットにボードを取り付けていた場合は、元通りに取り付けます。

15 ルーフカバーを、外したときと逆の手順で取り付けます。

ルーフカバーを取り付けるときは、本体とルーフカバーの間にケーブルをはさ
まないように注意してください。
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本機のお手入れ

本機のお手入れは、それぞれ次の要領で行ってください。

注意

●お手入れの前には、本機の電源をOFFにして電源ケーブルのプ
ラグをACコンセントから抜いてください。
感電の原因となります。

●電源ケーブルのプラグにほこりがたまったままの状態で、本機を使用しな
いでください。
電源ケーブルのプラグにほこりがたまったまま長い間清掃しないと、プラグのピンの間で
放電（トラッキング現象）が起こり、火災の原因となります。

■ 本体外側

乾いたきれいな布で拭いてください。
汚れがひどい場合は、水か中性洗剤を布に含ませ、かたくしぼってから、拭き取ってくだ
さい。

・ 水や中性洗剤は、絶対に本体に直接かけないでください。　故障の原因と
なります。

・シンナーやベンジンなどの揮発性の有機溶剤や化学ぞうきんは、使用しな
いでください。 本体の外装を傷めたり、故障の原因となったりします。

■ 本体内部

定期的に内部を清掃することをおすすめします。本機を長期間使用すると、本体内部に
ほこりがたまることがあります。
本体内部の清掃については、ご購入元またはNECサービスセンター、サービスステーシ
ョンに相談してください。

■ 電源ケーブル

定期的に清掃することをおすすめします。電源ケーブルのプラグを長期間ACコンセント
に接続したままにすると、プラグにほこりがたまることがあります。

感電注意�

発火注意�
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■ キーボード

乾いたきれいな布で拭いてください。
汚れがひどい場合は、水か中性洗剤を布に含ませ、かたくしぼってから、拭き取ってくだ
さい。

・ 水や中性洗剤は、絶対にキーボードに直接かけないでください。故障の原
因となります。

・シンナーやベンジンなどの揮発性の有機溶剤や化学ぞうきんは、使用しな
いでください。キーボードの外装を傷めたり、故障の原因となったりします。

キーのすきまにゴミなどが入った場合は、掃除機で吸い出すなどして、取り除いてくださ
い。 ゴミがとれない場合は、ご購入元または最寄りのNECサービスセンター、サービスス
テーションに相談してください。

■ マウス

マウス内部のボールやローラが汚れると、マウスポインタの動きが悪くなります。 特に、ボ
ールやローラに油分が付着すると、動きが悪くなったり、故障の原因となったりします。 次
のようにして、各々の部品をクリーニングしてください。

●マウス外側のクリーニング

乾いたきれいな布で拭いてください。
汚れがひどい場合は、水か中性洗剤を布に含ませ、かたくしぼってから、拭き取ってくだ
さい。

●ボールのクリーニング

1 マウスの裏側のボール止めを、下図の矢印の方向に回転させます。

2 ボール止めを取り外し、ボールを取り出します。

3 ボールを中性洗剤で洗い、汚れを落とします。

ボール止め�
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4 水で中性洗剤を洗い流します。

5 乾いた布で水分を拭き取り、風通しの良い場所で十分に乾燥させます。このとき
に、ローラのクリーニングも行うとよいでしょう。

6 ボールをマウス内に戻します。

7 ボール止めを、取り外したときと逆の手順で取り付けます。

●ローラのクリーニング

1 前述の1～2の手順で、ボールを取り出します。

2 マウス内部のローラについた汚れを、乾いた布でこすり落とします。汚れが布で落
ちない場合は、柔らかい歯ブラシなどで汚れを取ります（このとき、歯ブラシに、水
や歯みがき粉などをつけないでください）。

3 ボールをマウス内に戻します。

4 ボール止めを、取り外したときと逆の手順で取り付けます。

・クリーニング中に、マウス内部にゴミが入らないように注意してください。

・クリーニングの際にマウスから取り出した部品は、 なくさないようにしてくだ
さい。

・ 水や中性洗剤は、絶対にマウスに直接かけないでください。故障の原因と
なります。

・シンナーやベンジンなどの有機溶剤は、使用しないでください。マウスの外
装を傷めたり、故障の原因となったりします。

・ローラの汚れを取る場合には、絶対に金属ブラシやカッター、ヤスリなどの
ような硬いものは使用しないでください。ローラに傷が付き、故障の原因と
なります。

本機のお手入れ

ローラ�
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■ フロッピーディスクドライブ

フロッピーディスクドライブは、ひと月に一回程度を目安として、清掃することをおすすめ
します。
フロッピーディスクドライブの清掃用として、クリーニングディスクがあります（別売）。
クリーニングディスクについては、ご購入元またはNECサービスセンター、サービスステ
ーションにお問い合わせください。
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周辺機器の接続方法や扱い方、注意事項を説明しています。

● 接続できる周辺機器について

● 機器の取り付けについて

● プリンタを使う

● ハードディスクを増設する

● フロッピーディスクドライブを増設する

● サウンド

● ヘッドホン/外部オーディオ機器を使う

● マイクロホンを使う

● メモリを増やす

● PCIスロット

● 拡張用スロット

● SCSIインタフェースボードを使う

● シリアルコネクタに機器を接続する

● PCカードを使う

● CPU

本機の機能を拡張する
Part3
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接続できる周辺機器について

本機には、次のような別売の周辺機器を接続できます。

PCカードスロット増設アダプタ（ P.106）増設用フロッピーディスクドライブ（ P.71）

フロッピーディスクドライ
ブを増設する

ハードディスクを増設
する

専用ハードディスク（ P.66）

ヘッドホンを使う

ヘッドホン（ P.85）

メモリを増やす

PCカードを使う

増設RAMサブボード（ P.89）
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接続できる周辺機器について

市販のオーディオ機器（ P.86）
拡張用ボード（ P.100）

拡張用ボードを使う

絵や写真を取り込む

イメージスキャナ（ P.105）

赤外線通信をする

赤外線通信インタフェースユニット
（ P.105）

PCI対応ボードを使っ
てシステムをひろげる

プリンタ（ P.64）

紙に印刷する

オーディオ機器の音を
本機で聞く
本機の音をオーディオ
機器で聞く

Ultra SCSIインタフェースボード、
SCSI-2インタフェースボードなど

（ P.103）
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機器の取り付けについて

取り付けの際の注意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

警告
●雷が鳴り出したら、本機や電源ケーブルに触れたり、周辺機器の取り付け

／取り外しをしたりしないでください。
落雷による感電の恐れがあります。

注意

●濡れた手で触らないでください。
電源ケーブルがACコンセントに接続されているときに、濡れた手で本体に触ると、感電の
原因となります。

●電源ケーブルがACコンセントに接続されているときは、本体のカバー類を
外さないでください。
感電の原因となります。

●周辺機器の取り付け/取り外しをするときは、必ず電源ケーブルの
プラグをACコンセントから抜いてください。
電源ケーブルがACコンセントに接続されたまま周辺機器の取り付け/取り外しを
すると、本機や周辺機器の故障、場合によっては感電の原因となります。

●本体内部に手を入れるときは、指をはさんだり、ぶつけたりしないように注
意してください。

●本機の使用直後は、CPUやCPUの周辺に触れないでください。

CPUが高温になっていますので、手を触れるとやけどをす
ることがあります。ルーフカバーを外す場合は、電源をOFF
にしたあと、30分以上たってから行うことをおすすめしま
す。

●本体を、ルーフカバーを外した状態で使用しないでください。
感電や火災の原因となります。

CPU

感電注意�

感電注意�

発火注意�感電注意�

けが注意�

高温注意�
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機器の取り付けについて

別売の周辺機器について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本機に、別売の周辺機器（プリンタ、CRTディスプレイ、メモリ、拡張ボード、ファイル装置、
PCカードなど）を取り付ける場合、周辺機器が本機に対応していることを確認してくださ
い。
また、周辺機器によっては、使用上の制限事項がある場合があります。周辺機器の説明
書などをよくご覧のうえ、使用してください。
当社製以外の周辺機器を使用する場合は、機器の製造元または発売元などに、上記の
事項を確認してください。

周辺機器用のドライバ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

パーソナルコンピュータに各種の周辺機器を接続し、利用するには、「ドライバ」という専
用のプログラムが必要になります。 言葉のとおり、周辺機器を「動かす」ために必要なも
のです。周辺機器によっては、本機にインストールされているドライバではなく、その機器
に添付されているドライバが必要となります。

ドライバの機能やセットアップ方法、問い合わせ先については、各ドライバのマニュアル
やREADMEファイルをご覧ください。
ドライバを正しく組み込めなかった場合は、周辺機器が使えないばかりか、本機の動作
がおかしくなることもあります。 その場合は、周辺機器のマニュアルに従って、正しくドラ
イバを組み込んでください。

必要な工具について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本機では、カバー類の取り外し/取り付けや、周辺機器の取り付け/取り外しをする場合
に、次のような工具が必要です。

　・＋（プラス）ドライバ

この部分が長い方が、作業が容易に行えます。
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ルーフカバーの外し方 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 本機の電源をOFFにします。

2 電源ケーブルを抜きます。

3 本体背面の盗難防止用ロックに、市販の盗難防止用ケーブルなどを接続してい
る場合は取り外します。

4 本体背面のネジ1本を外します。

5 ルーフカバーを後方へ引き出してから、上方向に持ち上げて取り外します。

ルーフカバーを外した場合、センターバーを持って本体を持ち上げないでくだ
さい。本体の破損の原因となります。

センターバー

5

4
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フロントカバーの外し方 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 「ルーフカバーの外し方」の順序で、ルーフカバーを外します。

2 本体内側のフロントカバー裏側のツメ3カ所を押して、フロントカバーを外します。

CD-ROMドライブの外し方/取り付け方 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本機のCD-ROMドライブを取り外すと、ファイルベイ用のファイル装置を取り付けること
ができます。

■ CD-ROMドライブの外し方

1 「ルーフカバーの外し方」の順序で、ルーフカバーを外します（ P.56）。

2 別売の内蔵ハードディスクを増設している場合は、「増設したハードディスクの外し
方」の順序で、ハードディスクを取り外します（ P.62）。

3 CD-ROMドライブを固定しているネジ4本を取り外します。

ツメ3カ所を押す

機器の取り付けについて
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4 CD-ROMドライブを、下図の位置まで引き出します。

ここでは、ケーブルが接続されたままなので、CD-ROMドライブを引き抜かな
いでください。

5 CD-ROMドライブの信号ケーブル、オーディオケーブルを取り外します。

6 電源ケーブルを、CD-ROMドライブから取り外します。

オーディオ
ケーブル

CD-ROM
ドライブ

信号ケーブル

電源
ケーブル

センターバー

フロッピーディスク
ドライブ用
コネクタ CD-ROM

ドライブ
（ファイルベイ用
ファイル装置）用
コネクタ

ハードディスク用
コネクタ

5

3

4

3

5

6
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7 CD-ROMドライブを前方へ引き抜きます。

■ CD-ROMドライブの取り付け方

1 CD-ROMドライブを、ケーブルを先に入れながら、本体にゆっくり途中まで挿入し
ます。

2 途中まで挿入したところで、CD-ROMドライブの信号ケーブル、オーディオケーブ
ルを本体のコネクタに差し込みます。

3 電源ケーブルをCD-ROMドライブのコネクタに差し込みます。

注意

●信号ケーブルは、センターバーの下側を通してください。
センターバーの上側を通すと、ケーブルに傷がついて、発煙、火災の原因となります。

オーディオ
ケーブル

CD-ROM
ドライブ

信号ケーブル

電源
ケーブル

センターバー

フロッピーディスク
ドライブ用
コネクタ CD-ROM

ドライブ
（ファイルベイ用
ファイル装置）用
コネクタ

ハードディスク用
コネクタ

機器の取り付けについて

発火注意�

2

3

2
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・ ケーブルを差し込む向きに注意してください。  ケーブルのコネクタは、逆向
きには差し込めないような形状となっています。  違う向きのまま差し込もう
とすると、コネクタを破損することがあります。

・ 他のケーブルが抜けたり、ゆるんだりしていないことを確認してください。

4 CD-ROMドライブを奥までしっかり挿入し、ネジ4本で固定します。

5 別売のハードディスクを増設していた場合は、「増設したハードディスクの取り付け
方」の順序でハードディスクを取り付けます（ P.63）。

CD-ROMドライブやハードディスクと本体を接続しているケーブルが、抜けた
りゆるんだりしていないことを確認してください。

6 ルーフカバーを、外したときと逆の順序で取り付けます。

ルーフカバーを取り付けるときは、本体とルーフカバーの間にケーブルをはさ
まないように注意してください。
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機器の取り付けについて

ファイルベイ用の周辺機器をお使いになる場合は、次のことに注意してください。

■本体前面がふさがらないタイプのファイルベイ用ファイル装置を取り付けた場合：

別売のファイルベイカバー（PC-9821RA-E02）を取り付けてください。

■ファイルベイ用5インチフロッピィディスクドライブ（PC-FD511D）を取り付ける場合：

別売のファイルベイ用5インチフロッピィディスクドライブインタフェースケーブル（PC-9821-
K08）が必要です。

■ファイルベイ用ミニカートリッジテープドライブ（PC-BK120D）を取り付ける場合：

別売のファイルベイ用ミニカートリッジテープドライブインタフェースケーブル（PC-9821-K09）が
必要です。
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本体前面

ネジ

増設したハードディスクの外し方/取り付け方
　　　（ハードディスクを増設した場合）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

増設RAMサブボードや、ファイルベイ用のファイル装置を取り付けたり、取り外したりする
ときは、専用ハードディスクベイに増設したハードディスクを取り外して作業してください。

ハードディスクを取り外したり、取り付けたりするときは、ハードディスクに衝撃
を加えないように注意してください。

増設フロッピーディスクドライブベイに別売の機器を取り付けた場合も、同じ
手順でハードディスクと一緒に外したり、取り付けたりすることができます。

■ 増設したハードディスクの外し方

1 「ルーフカバーの外し方」の順序で、ルーフカバーを外します（ P.56）。

2 ハードディスクを止めているネジ2本をゆるめます。

3 ハードディスクを、本体背面の方向へスライドさせてから、静かに持ち上げます。

本体とハードディスクを接続しているケーブルは、取り外す必要はありません。
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ネジ

ツメ
溝

■ 増設したハードディスクの取り付け方

1 ハードディスクのネジ穴が、本体に取り付けられているネジに合うように、ハードデ
ィスクを本体にゆっくり取り付けます。

2 ハードディスクを、本体前面の方向へスライドさせます。

本体の溝に、ハードディスクのシャーシにあるツメがはさまるようにしてくださ
い。このとき、ケーブルを傷つけたり、はさんだりしないように注意してください。

3 ハードディスクを、ネジ2本をしめて本体に固定します。

ハードディスクと本体を接続しているケーブルが、抜けたりゆるんだりしていな
いことを確認してください。

4 ルーフカバーを、外したときと逆の順序で取り付け、ネジで止めます。

ルーフカバーを取り付けるときは、本体とルーフカバーの間にケーブルをはさ
まないように注意してください。

機器の取り付けについて



64

プリンタを使う

プリンタは、パーソナルコンピュータが処理したデータや、画面に表示されているデータ
を紙に印字する装置です。

プリンタを接続する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意

●作業の前に本機の電源をOFFにし、電源ケーブルのプラ
グをACコンセントから抜いてください。
電源ケーブルを接続したままで作業すると、感電、発煙の原因となりま
す。

 36ピンパラレルインタフェースに対応したプリンタを接続する場合、36ピンパ
ラレルインタフェースに対応した別売のプリンタケーブル （PC-CA202/204な
ど）を使用してください。

1 本機の電源をOFFにします。

2 電源ケーブルを抜きます。

3 プリンタケーブルの小さい方のケーブルコネクタを、本体背面のプリンタ用コネクタ
に差し込みます。

4 大きい方のケーブルコネクタを、プリンタのコネクタに差し込み、ストッパで止めま
す。

 プリンタは、機種によって接続するコネクタの位置が異なります。  詳しくは、
使用するプリンタのマニュアルをご覧ください。

プリンタケーブル

プリンタへ

発火注意�感電注意�

3

4

プリンタ� ストッパ�

プリンタケーブル�

4
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5 プリンタの電源ケーブルプラグを、ACコンセントに奥までしっかり差し込みます。

プリンタの設定をする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

プリンタを使うには、どのようなプリンタを使用するかを設定する必要があります。

・ プリンタの設定をする前に、プリンタの製造元と製品（モデル）名を確認して
ください。

・ セットアップを行う前に、プリンタが正しく接続されていることを確認してくだ
さい。

・プリンタドライバが組み込まれていないと、正しく印刷できない場合がありま
す。 出荷時に組み込まれているプリンタドライバは、削除しないでください。

プリンタを使う

プリンタの種類

プリンタは印字方式の違いから、いくつかの種類に分けられます。

■ ドットインパクトプリンタ（シリアルプリンタ）

インクリボンに紙を押し当て、インクリボンの上から、細いピンでドット（点）を打ち付けて印刷します。
印刷音が比較的大きく、印刷品質もやや落ちますが、印刷コストが低いといった利点があります。

■ 熱転写プリンタ

熱で溶けるインクリボンを紙に押し当て、インクリボンの上から、熱したヘッドを押しつけて印刷しま
す。　印刷品質が比較的高く、鮮明なカラー印刷ができますが、その反面、印刷コストが高く、印刷速度
も遅くなります。

■ インクジェットプリンタ

紙にインクを拭きかけることによって印刷します。消費する電力も小さく、印刷音も静かなうえ、比較
的速く印刷できます。

■ ページプリンタ

コピー機と同様の原理で、トナーという細かい粉を紙に付着させて印刷します。　消費電力はやや大
きくなりますが、印刷速度が速く、高品質な印刷ができます。
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ハードディスクを増設する

ハードディスクを増やす ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本機には、標準で内蔵されているハードディスクのほかに、専用ハードディスクベイに、別
売のハードディスク（固定ディスクドライブ・PC-HD850HR、PC-HD1600HR）を1台取り
付けることができます。  また、別売のSCSIインタフェースボード（ P.103）を取り付け
ることによって、別売のSCSIインタフェース対応ハードディスクを増設することもできま
す。
SCSIインタフェースボードについて詳しくは、インタフェースボードのマニュアルをご覧く
ださい。

注意

●作業の前に本機の電源をOFFにし、電源ケーブルのプラ
グをACコンセントから抜いてください。
電源ケーブルを接続したままで作業すると、感電、発煙の原因となりま
す。

●本体内部に手を入れるときは、指をはさんだり、ぶつけたりしないように注
意してください。

●本機の使用直後は、CPUやCPUの周辺に触れないでください。
CPUが高温になっていますので、手を触れるとやけどをするおそれがあります。　ハード
ディスクの取り付けは、電源をOFFにしたあと、30分以上たってから行うことをおすすめし
ます。

●ケーブルはセンターバーの下側を通してください。
センターバーの上側を通すと、ケーブルに傷がついて、発煙、火災の原因となります。

ハードディスクを取り付けるときは、ハードディスクに衝撃を加えないようにして
ください。

■ 内蔵ハードディスクを増設する

1 本機の電源をOFFにします。

2 電源ケーブルを抜きます。

発火注意�感電注意�

けが注意�

発火注意�

高温注意�
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3 ルーフカバーを外します（ P.56）。

4 ネジ4本を外して、標準装備のCD-ROMドライブを、下図の位置まで引き出しま
す。

5 増設用フロッピーディスクドライブベイに別売の機器が取り付けられている場合
は、取り付けたときと逆の手順で取り外します。

6 標準装備のハードディスクに接続されている信号ケーブルを、本体とハードディス
クから取り外します。

・ 取り外した信号ケーブルは、なくさないように大切に保管してください。

・ 標準装備のハードディスク用の電源ケーブルは、取り外す必要はありませ
ん。

ハードディスクを増設する
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コネクタ3

標準装備の
ハードディスク コネクタ1

突起

センターバー

↑
コネクタ2

↑
コネクタ1

↑
コネクタ3

増設用のハードディスクに
添付されている信号ケーブル

7 増設用のハードディスクに添付されている信号ケーブルのコネクタ3を、標準装備
のハードディスクに取り付けます。

8 信号ケーブルのコネクタ1を、本体のコネクタに接続します。
このとき、ケーブルがセンターバーの下側を通るようにしてください。

 信号ケーブルを差し込む向きに注意してください。  信号ケーブルのコネクタ
は、逆向きには差し込めないような形状になっています。  違う向きのまま差し
込もうとすると、コネクタを破損することがあります。

9 CD-ROMドライブを、奥までしっかり挿入し、ネジ4本で固定します。

フロッピーディスク
ドライブ用
コネクタ ハードディスク用

コネクタ
CD-ROMドライブ
（ファイルベイ用
ファイル装置）用
コネクタ

7
8
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10 増設用のハードディスクのネジ穴が、本体のネジ穴に合うように、増設用のハード
ディスクをゆっくり取り付けます。

11 増設用のハードディスクを、本体前面方向へスライドさせます。

本体の溝に、ハードディスクのシャーシにあるツメがはさまるようにしてくださ
い。このとき、ケーブルを傷つけたり、はさんだりしないように注意してください。

12 増設用のハードディスクを、増設用のハードディスクに添付されているネジ2本で止
めます。

 取り付け穴にネジ溝は切られていませんが、ハードディスクに添付されている
ネジでそのまま締めてください。

ツメ
溝

ハードディスクを増設する
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13 信号ケーブルのコネクタ2を、増設用のハードディスクのコネクタに接続します。

14 本体のオプション機器用電源ケーブルを、増設用のハードディスクに下図のように
接続します。

電源ケーブルのコネクタは2個ありますが、どちらのコネクタを接続してもかま
いません。

15 増設用フロッピーディスクドライブベイに別売の機器が取り付けられていた場合
は、「専用ハードディスクベイにハードディスクを増設した場合」の手順に従って取
り付けてください。増設用3.5インチフロッピーディスクドライブの場合はP.74、PC
カードスロット増設アダプタの場合はP.109をご覧ください。

 取り外したときと逆の手順では取り付けられません。

16 ルーフカバーを、外したときと逆の手順で取り付け、ネジで止めます。

ルーフカバーを取り付けるときは、本体とルーフカバーの間にケーブルをはさ
まないように注意してください。

■ ハードディスクを使用できるようにする

ハードディスクの接続が終わったら、ハードディスクによっては、フォーマットの作業が必
要です。 また、フォーマットのしかたによっては、ハードディスクをいくつかのドライブに分
割することができます。
詳しくは、ハードディスク添付のマニュアルなどをご覧ください。

電源ケーブル

コネクタ2
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フロッピーディスクドライブを
増設する

本機には、3.5インチフロッピーディスクドライブが1台内蔵されています。 2台以上のフ
ロッピーディスクドライブが必要な場合には、フロッピーディスクドライブを増やすことが
できます。

フロッピ－ディスクドライブを増やす ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本機にフロッピ－ディスクドライブを増設する場合は、次の機器を使用することができます。

・増設用3.5インチフロッピーディスクドライブ

・外付け用フロッピーディスクユニット

・ファイルベイ用5インチフロッピーディスクドライブ

■ 増設用3.5インチフロッピーディスクドライブ

別売の増設用3.5インチフロッピーディスクドライブ（増設用3.5インチフロッピィディスクド
ライブ・PC-9821RA-FD1）を取り付けることで、フロッピーディスクドライブを2台に増設
することができます。

次の機器は、同時に取り付けることはできません。

・ 増設用3.5インチフロッピィディスクドライブ（PC-9821RA-FD1）とPCカ
ードスロット増設アダプタ（PC-9821RA-E01）
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●増設用3.5インチフロッピーディスクドライブの取り付け方

注意

●作業の前に本機の電源をOFFにし、電源ケーブルのプラ
グをACコンセントから抜いてください。
電源ケーブルを接続したままで作業すると、感電、発煙の原因となりま
す。

●本体内部に手を入れるときは、指をはさんだり、ぶつけたりしないように注
意してください。

●本機の使用直後は、CPUやCPUの周辺に触れないでください。
CPUが高温になっていますので、手を触れるとやけどをするおそれがあります。　増設用
3.5インチフロッピーディスクドライブの取り付けは、電源をOFFにしたあと、30分以上たっ
てから行うことをおすすめします。

●ケーブルは、センターバーの下側を通してください。
センターバーの上側を通すと、ケーブルに傷がついて、発煙、火災の原因となります。

1 本体の電源をOFFにします。

2 電源ケーブルを抜きます。

3 「ルーフカバーの外し方」の順序で、ルーフカバーを外します（ P.56）。

4 「フロントカバーの外し方」の順序で、フロントカバーを外します（ P.57）。

発火注意�感電注意�

けが注意�

発火注意�

高温注意�
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5 増設用3.5インチフロッピーディスクドライブに添付されているフロントカバーを取り
付けます。
フロントカバー裏側のツメを本体に引っかけてから、フロントカバーの上部を押し込
んでください。

6-a 増設用3.5インチフロッピーディスクドライブのネジ穴が、本体のネジ穴に合うよ
うに、増設用3.5インチフロッピーディスクドライブを本体に取り付けます。

6-b 増設用3.5インチフロッピーディスクドライブを、フロントカバーに軽く押し当てな
がら、増設用3.5インチフロッピーディスクドライブに添付されているネジ4本で
固定します。

取り付け穴にネジ溝は切られていませんが、増設用3.5インチフロッピーディス
クドライブに添付されているネジでそのまま締めてください。

ツメ

フロッピーディスクドライブを増設する
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専用ハードディスクベイにハードディスクを増設した場合

専用ハードディスクベイに、すでにハードディスクを増設している場合は、次の手順で
作業してください。

6-a 増設用3.5インチフロッピーディスクドライブのブラケットを、ネジ2本を外して
取り外します。

6-b 増設用3.5インチフロッピーディスクドライブのネジ穴が、本体側のネジ穴に
合うように、増設用3.5インチフロッピーディスクドライブを本体に取り付けます。

6-c 増設用3.5インチフロッピーディスクドライブを、フロントカバーに軽く押し当て
ながら、6-aで外したネジ2本で固定します。

取り付け穴にネジ溝は切られていませんが、6-aで外したネジでそのまま締
めてください。

取り外したブラケットと、使用しないネジ4本は、大切に保管してください。

ブラケット
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7 フロッピーディスクドライブ用ケーブルを、フロッピーディスクドライブから取り外しま
す。

8 増設用3.5インチフロッピーディスクドライブに添付されているケーブルの両端のコ
ネクタを、下図のようにフロッピーディスクドライブに接続します。
このとき、ケーブルがセンターバーの下側を通るようにしてください。

コネクタの凸部が上側になるように接続してください。

9 増設用3.5インチフロッピーディスクドライブに添付されているケーブルの中央のコ
ネクタを、7で外したケーブルのコネクタに接続します。

フロッピーディスクドライブと本体を接続しているケーブルが、抜けたりゆるん
だりしていないことを確認してください。

このケーブル
（電源ケーブル）は
取り外しません。

センターバー

7で外したケーブル

フロッピーディスクドライブを増設する

9

8

8

増設用3.5インチフロッピーディスク
ドライブに添付されているケーブル
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10 本体の、増設用3.5インチフロッピーディスクドライブ用電源ケーブルを、下図のよう
に接続します。
このとき、ケーブルがセンターバーの下側を通るようにしてください。

電源ケーブルを固定しているテープをはがしてから接続してください。

電源ケーブルは、取り付ける装置によって異なります。コネクタの形状をよく確
認して、正しい電源ケーブルを接続してください。

11 ルーフカバーを、外したときと逆の手順で取り付けます。

ルーフカバーを取り付けるときは、本体とルーフカバーの間にケーブルをはさ
まないように注意してください。

■ 外付け用フロッピーディスクユニット

本体背面の拡張用スロット#1に別売の1MBフロッピーディスクインタフェースボードを取
り付けると、そのボードのコネクタに別売のフロッピーディスクユニットを取り付けることが
できます。
品名と型番は、次のとおりです。

・ 1MBフロッピィディスクインタフェースボード（PC-9801-87）
取り付けには、別売の1MBフロッピィディスクインタフェースボード延長ケーブル（PC-
9821-K10）が必要です。

・ 3.5インチフロッピィディスクユニット（PC-FD321, PC-FD322）

・ 5インチフロッピィディスクユニット（PC-FD512R, PC-FD511R）

増設用3.5インチフロッピーディスク
ドライブ用電源ケーブル

センターバー
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 次の機器は、同時に取り付けることはできません。

・ 1MBフロッピィディスクインタフェースボード（PC-9801-87）とファイルベ
イ用5インチフロッピィディスクドライブ（PC-FD511D）またはファイルベ
イ用ミニカートリッジテープドライブ（PC-BK120D）

・ 1MBフロッピィディスクインタフェースボード（PC-9801-87）とPCカード
スロット増設アダプタ（PC-9821RA-E01）

本機には、8インチフロッピーディスクユニットは接続できません。 1MBフロッ
ピィディスクインタフェースボード（PC-9801-87）には、3.5インチフロッピーデ
ィスクユニットまたは5インチフロッピーディスクユニットのみ接続できます。

外付用フロッピーディスクユニット

1MBフロッピーディスクインタフェースボード

フロッピーディスクドライブを増設する



78

●1MBフロッピーディスクインタフェースボードの取り付け方

注意

●作業の前に本機の電源をOFFにし、電源ケーブルのプラ
グをACコンセントから抜いてください。
電源ケーブルを接続したままで作業すると、感電、発煙の原因となりま
す。

●拡張用スロットにボードを取り付ける場合は、正しい向きに取り付
けてください。
誤った向きに取り付けると、発煙、火災の原因となります。

●本体内部に手を入れるときは、指をはさんだり、ぶつけたりしないように注
意してください。

●本機の使用直後は、CPUやCPUの周辺に触れないでください。
CPUが高温になっていますので、手を触れるとやけどをするおそれがあります。 1MBフ
ロッピーディスクインタフェースボードの取り付けは、電源をOFFにしたあと、30分以上たっ
てから行うことをおすすめします。

●ケーブルは、センターバーの下側を通してください。
センターバーの上側を通すと、ケーブルに傷がついて、発煙、火災の原因となります。

1MBフロッピーディスクインタフェースボードのマニュアルを、あわせてご覧
ください。

1 本機の電源をOFFにします。

2 電源ケーブルを抜きます。

3 「ルーフカバーの外し方」の順序で、ルーフカバーを外します（ P.56）。

4 拡張用スロット#1のカバーを外します（ P.101）。

発火注意�感電注意�

けが注意�

発火注意�

高温注意�
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5 1MBフロッピーディスクインタフェースボードを拡張用スロット#1に挿入し、 4で外
したネジで固定します。

6 本体のフロッピーディスクドライブに接続されているケーブルを、フロッピーディスク
ドライブから取り外します。

7 別売の1MBフロッピーディスクインタフェースボード用延長ケーブルのコネクタ2
を、 6で取り外したケーブルのコネクタに接続します。

1MBフロッピーディスクインタフェースボードに添付されている信号ケーブル
は、使用できません。

このケーブル
（電源ケーブル）は
取り外しません。

フロッピーディスクドライブを増設する

コネクタ1 コネクタ2 コネクタ3

1MBフロッピィディスクインタフェース�
ボード用延長ケーブル (PC-9821-K10)
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8 ケーブルのコネクタ1を、本体のフロッピーディスクドライブに接続します。
このとき、ケーブルがセンターバーの下側を通るようにしてください。

 必ず、コネクタの凸部が上側になるように接続してください。
　

9 ケーブルのコネクタ3を、1MBフロッピーディスクインタフェースボードの5インチ用
信号ケーブル専用コネクタに接続します。

信号ケーブルを差し込む向きに注意してください。 信号ケーブルのコネクタ
は、逆向きには差し込めないような形状になっています。 違う向きのまま差し込
もうとすると、コネクタを破損することがあります。

10 PCIスロットにボードが取り付けられている場合は、ボードを取り外します。

1MBフロッピーディスク
インタフェースボード用
延長ケーブル
（PC-9821-K10）

コネクタ2

9で取り外した
ケーブル

センターバー

5インチ用信号ケーブル専用コネクタ

コネクタ1

コネクタ3

9

7

8
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PCIスロットの隣にあるアナログRGBボードは、絶対に取り外さないでくださ
い。

11 1MBフロッピーディスクインタフェースボード用延長ケーブルに添付されている信
号(2)ケーブルを、下図のように拡張ケージの中を通して接続します。

12 PCIスロットにボードが取り付けられていた場合は、ボードを元通りに取り付けま
す。

13 ルーフカバーを、外したときと逆の手順で取り付け、ネジで止めます。

ルーフカバーを取り付けるときは、本体とルーフカバーの間にケーブルをはさ
まないように注意してください。

拡張ケージ

信号（2）
ケーブル

フロッピーディスクドライブを増設する
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■  ファイルベイ用フロッピーディスクドライブ

本機に標準で取り付けられているCD-ROMドライブを取り外す（ P.57）と、ファイル
ベイ用5インチフロッピィディスクドライブ（PC-FD511D）を取り付けることができます。取
り付けには、別売のファイルベイ用5インチフロッピィディスクドライブインタフェースケーブ
ル（PC-9821-K08）が必要です。  取り付け方は、それぞれの機器とケーブルに添付され
ているマニュアルをご覧ください。

 次の機器は、同時に取り付けることはできません。

・ 1MBフロッピィディスクインタフェースボード（PC-9801-87）とファイルベ
イ用5インチフロッピィディスクドライブ（PC-FD511D）

ファイルベイ用フロッピーディスクドライブ
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サウンド

本機に内蔵されているサウンド機能のPCM録音/再生機能と内蔵スピーカ（モノラル）
について説明しています。

本機のサウンド機能 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■ PCM録音/再生機能

PCM録音/再生機能は、内蔵のマイクロホンから入力した音声などのアナログ信号を、
デジタル信号に変換していろいろな処理を加える機能です。  人の音声などを、原音に
近い音で再現できます。

■ 内蔵スピーカ

本機にはモノラルスピーカが内蔵されています。

ボリュームを調節する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■ 本機のスピーカボリュームで調節する

本体正面の内蔵スピーカボリュームで、ヘッドホンのボリュームを調節することができま
す。
右に回すと大きく、左に回すと小さくなります。

内蔵スピーカボリューム�
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サウンドボード ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本機には、PCM録音 / 再生機能が標準搭載されています。別売のサウンドボード（PC-
9801-86/118）を拡張用スロットに取り付ければ、PCM録音 / 再生機能、FM音源、リズ
ム音源、SSG音源を使用することができます。

また、本機に別売のサウンドボード（PC-9801-86/118）を取り付けた場合、本体の内蔵ス
ピーカからサウンドボードの音を出すには、図のようにサウンドボードのLINE  OUTコネ
クタと本体のオーディオ入力端子（LINE  IN）を市販（PC-9801-118の場合は添付）の
オーディオケーブル（ミニジャック←→ミニジャック）で接続してください。

別売のサウンドボードを使用する場合、システムセットアップメニューの「動作
環境の設定」の「サウンド」を設定する必要があります（ P.127）。
サウンドボード（PC-9801-86）を使用する場合は、システムセットアップメニュ
ーの「動作環境の設定」の「サウンド」を｛使用しない｝に設定してください。
サウンドボード（PC-9801-118）を使用する場合は、サウンドボードの設定に
よって｛使用する｝または｛使用しない｝に設定してください。
詳細は、サウンドボード添付のマニュアルをご覧ください。

サウンドボードのLINE OUT
（PC-9801-118の場合は、
図と多少異なります。）

オーディオ入力端子（LINE IN）
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ヘッドホン/外部オーディオ機器
を使う
ヘッドホンを接続する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市販のヘッドホンのミニプラグを、本体前面のヘッドホン端子に差し込みます。

 ・ ヘッドホンは、耳にあてたまま接続しないでください。
・ ヘッドホンを取り付けているときは、内蔵スピーカボリュームがヘッドホンの

音量調節になります。 右に回すと大きく、左に回すと小さくなります。
・ 内蔵スピーカボリュームが最小になっていると、音は出ません。

内蔵スピーカボリューム
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外部オーディオ機器を接続する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ミニプラグ付きのオーディオケーブルは、本体には添付されていないので、オ
ーディオショップなどでお買い求めください。

A.オーディオ入力端子の接続

オーディオケーブルのミニプラグを、本体背面のオーディオ入力端子に差し込みます。

B.オーディオ出力端子の接続

オーディオケーブルのミニプラグを、本体背面のオーディオ出力端子に差し込みます。

AB
オーディオ機器
の入力端子（LINE IN）
へ

オーディオ機器の
出力端子（LINE OUT）
より
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マイクロホンを使う

別売のマイクロホン（PC-9821A-U01）を使うと、パーソナルコンピュータに音声を取り
込んで、いろいろなアレンジをすることができます。

マイクロホンを接続する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マイクロホン（PC-9821A-U01）は別売です。
マイクロホンのミニプラグを、本体背面のマイクロホン端子に差し込みます。

マイクロホンの使い方 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マイクロホンを本体に接続して、マイクロホンの右側面にあるマイクロホン音声入力スイ
ッチをONにすると、音声をマイクロホンから取り込むことができます。
マイクロホンを使用しないときは、マイクロホンのスイッチをOFFにしてください。

ON

OFF

音声入力スイッチ�
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■ マイクロホン用ホルダーの取り付け

マイクロホンを止めておくために、マイクロホン用ホルダーを取り付けてください。

1 ホルダーの接着面のシールをはがします。

2 ディスプレイの側面など、きれいで平らな場所に、接着面を押しつけて固定します。

3 マイクロホンを、ホルダーのレールがマイクロホン側面の溝にはまるように、上方か
ら差し込んで取り付けます。

マイクロホンを使わないときは、マイクロホン音声入力スイッチをOFFにして、マイクロホ
ン用ホルダーに取り付けておいてください。

マイクロホンのボリュームを調節する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

システムセットアップメニューでマイクロホンのボリュームを調節します（ P.128）。

マイクロホンを本体の内蔵スピーカに近づけると、スピーカからキーンという大きな音が出ることがあり
ます。これをハウリング現象といい、故障ではありません。  この場合は、次の対策を行ってください。

・ 内蔵スピーカボリュームのツマミを回して、ボリュームを小さくする

・システムセットアップメニューでマイクボリュームを下げる

・ マイクロホンを本体内蔵スピーカから遠ざける

ハウリング

3
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メモリを増やす

本機には、32Mバイトのメモリが標準で搭載されており、最大で256Mバイトまで増設で
きます。 大量のメモリを必要とするOSやアプリケーションソフトを使用する場合には、別
売の増設RAMサブボードを取り付けることで、メモリを増やすことができます。

増設RAMサブボードについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本機には、16MバイトのRAMサブボードが2枚、標準で取り付けられています。また、次
の種類の増設RAMサブボードを2枚1組で最大4枚まで増設できます。
メモリを256Mバイトに増設するときは、標準で取り付けられているRAMサブボード2枚
を取り外してから、64Mバイトの増設RAMサブボードを4枚取り付けます。

増設RAMサブボードは、必ず同じ型名のものを2枚1組で使用してください。

次の増設RAMサブボードは取り付けられません。

・ PC-9801-54/54L/54U

・ PC-9801-61/61L/61R

・ PC-9821A-B02/B02L

・ PC-9821A-B03/B03L

・ PC-9821A-B04/B04L

・ PC-9821BF-B01

・ PC-9821XA-B01/B02

・ SV-98/2-B01/B02

・ 利用するOSにより、使用できるメモリ容量は異なります。　詳しくは、各OS
のマニュアルをご覧ください。

・ ユーザーズメモリ容量は、搭載メモリの総容量より0.4Mバイト少ない値にな
ります。

型名

PC-9821-ME1
PC-9821-ME2

PC-9821-ME3
PC-9821-ME4

PC-9821-ME5

メモリ容量

1枚あたり 取り付け時（2枚1組）

4Mバイト 8Mバイト
8Mバイト 16Mバイト
16Mバイト 32Mバイト
32Mバイト 64Mバイト
64Mバイト 128Mバイト
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■増設RAMサブボードの取り付け例

例１： 48Mバイトに増設する場合

例２： 192Mバイトに増設する場合

本機に標準で取り付けられているRAMサブボードを取り外した場合、他のコ
ンピュータには取り付けないでください。 　

PC-9821-ME2×2枚
（8Mバイト×2）

標準で取り付けられている
RAMサブボード
（16Mバイト×2）

PC-9821-ME5×2枚
（64Mバイト×2）
PC-9821-ME4×2枚
（32Mバイト×2）標準で取り付

けられている
R A M サブ
ボードを取り
外す
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増設RAMサブボードの取り付け/取り外し○ ○ ○ ○ ○ ○

注意

●作業の前に本機の電源をOFFにし、電源ケーブルのプラ
グをACコンセントから抜いてください。
電源ケーブルを接続したままで作業すると、感電、発煙の原因となりま
す。

●本体内部に手を入れるときは、指をはさんだり、ぶつけたりしないように注
意してください。

●本機の使用直後は、CPUやCPUの周辺に触れないでください。
CPUが高温になっていますので、手を触れるとやけどをするおそれがあります。　増設RAM
サブボードの取り付け/取り外しは、電源をOFFにしたあと、30分以上たってから行うこと
をおすすめします。

●増設RAMサブボードは、以下の手順に従って正しく取り付けてください。
正しく取り付けられていないと、発煙、火災の原因となります。

増設RAMサブボードは、静電気に大変弱い部品です。身体に静電気を帯び
た状態で増設RAMサブボードを扱うと、増設RAMサブボードが破損する原
因となります。増設RAMサブボードに触れる前に、身近な金属（アルミサッシ
やドアのノブなど）に手を触れて、身体の静電気を取り除くようにしてください。

発火注意�感電注意�

けが注意�

発火注意�

高温注意�

マイクロホンを使う
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増設RAMサブボードは、下図の増設RAMサブボード用コネクタに取り付けます。
取り付けの手順は、このあとの説明をご覧ください。

■ 増設RAMサブボードの取り付け方

1 本体の電源をOFFにします。

2 電源ケーブルを抜きます。

3 ルーフカバーを外します（ P.56）。

4 別売のハードディスクを増設している場合は、ハードディスクを取り外します
（ P.62）。

#4
#3
#2
#1

増設RAMサブボード用
コネクタ

CPU
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●標準で取り付けられているRAMサブボードの取り外し方

1 左右2か所のフックを外側へ広げながら、増設RAMサブボードを本体前面側に
傾けます。

フックの形状は、図と多少異なることがあります。
　

2 増設RAMサブボードを持ち、斜め上方向へ引き抜きます。

メモリを増やす

フック�

増設RAMサブボード�
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5 増設RAMサブボードを、切り欠きの位置に注意して、両手で持ちます。

6 増設RAMサブボードを、下図のように、増設RAMサブボード用コネクタに斜めに
差し込みます。
このとき、増設RAMサブボードの左右の端を、増設RAMサブボード用コネクタの
奥までしっかり差し込んでください。

 増設RAMサブボードは、コネクタ＃1から順に取り付けてください。また、コネク
タ#1と#2、#3と#4には、それぞれ同じ型名の増設RAMサブボードを2枚1組
で取り付けてください。

切り欠き

切り欠き�
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7 増設RAMサブボードを両手で持ち、垂直になるように起こします。

正しく取り付けられると、カチッと音がして、左右2カ所のフックがかかります。

8 増設RAMサブボードの左右2カ所にある穴から、増設RAMサブボード用コネクタ
にある突起が見えることを確認してください。
突起が見えない場合は、増設RAMサブボードが正しく取り付けられていません。

9 もう1枚の増設RAMサブボードを、 5～8と同じ手順で取り付けます。

10 別売のハードディスクを増設していた場合は、ハードディスクを取り付けます
（ P.63）。

11 ルーフカバーを、外したときと逆の手順で取り付け、ネジで止めます。

ルーフカバーを取り付けるときは、本体とルーフカバーの間にケーブルをはさ
まないように注意してください。

メモリを増やす

フック�

増設RAMサブボード�

穴�

突起�
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MEMORY  640KB + XXXXXKB  OK

増やしたメモリを確認する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

増やしたメモリが認識されたかどうかを確認します。

1 メモリの増設後、電源をONにします。

メモリチェックの画面が表示されます。

2 増やした分だけ、メモリが増えていることを確認します。

メモリが増えていなかったら、次のことを確認してください。

・ メモリが正しく接続されているか

・ 本機で使えるメモリを取り付けているか

・ メモリの組み合わせは正しいか

・ 16BMシステム空間の設定を｛使用する｝に設定した場合、メモリチェック時
に表示されるメモリ容量は、実際にメモリ容量より1Mバイト少ない容量が表
示されます。
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PCIスロット

PCIスロットに対応したボードは、従来の拡張用スロットに対応したボードよりも高速なデ
ータ転送が可能になっています。

PCIスロットについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ボードの取り付け方、ボードの設定のしかたは、それぞれのボードに添付されているマニ
ュアルをご覧ください。
本体背面のPCIスロットには、次のようなボードを2枚取り付けることができます。PCIスロ
ットは、本体背面から見て左から順番に、PCIスロット＃1、＃2と呼びます。

品名

Ultra SCSIインタフェースボード
（Wide対応）

Ultra SCSIインタフェースボード

SCSI-2インタフェースボード

100BASE-TX
インタフェースボード

100VG-AnyLAN
インタフェースボード

B4680インタフェースボードEC

B4680インタフェースボードET

フルカラーウィンドウアクセラレー
タボードX2

型名

PC-9821X-B10

PC-9821X-B09

PC-9821X-B02L

PC-9821X-B06

PC-9821X-B07（L）

SV-98/2-B05L

SV-98/2-B06L

PC-9821X-B03

説明

本機にUltra SCSI（Wide対応）対応機器
を接続するためのボードです。

本機にUltra SCSI対応機器を接続するた
めのボードです。

本機にハードディスクなどのSCSI-2対応機
器を接続するためのボードです。

本機を100BASE-TXまたは10BASE-Tのネッ
トワークに接続するためのボードです。

本機を100VG-AnyLANのネットワークに接
続するためのボードです。

本機を10BASE-5または10BASE-2のネッ
トワークに接続するためのボードです。

本機を10BASE-5または10BASE-Tのネッ
トワークに接続するためのボードです。

本機で表示できる解像度や表示色を拡張
するためのボードです。

・ SCSI-2インタフェースボード（SV-98/2-B03、PC-9821X-B02）は取り付け
られません。

・ 使用するボードが本機に対応しているかどうか、前もって確認してください。
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PCIボードの取り付け方 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PCIスロットの隣にあるアナログRGBコネクタボードは、絶対に取り外さない
でください。

詳しいボードの取り付け方、ボードの設定のしかたは、それぞれのボードに添
付されているマニュアルをご覧ください。

1 「ルーフカバーの外し方」の順序で、ルーフカバーを外します（ P.56）。

2 PCIスロットのネジ1本を外します。

3 PCIスロットのカバーを、上方に引き出して取り外します。

取り外したカバーは、なくさないように大切に保管してください。

カバー

2

3
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4 PCIボードを、下図のようにPCIスロットのコネクタに差し込みます。

5 PCIボードを、2で外したネジで固定します。

ボードによっては、この後ケーブルの接続などが必要な場合があります。  詳しく
は、ボードのマニュアルをご覧ください。

6 ルーフカバーを、外したときと逆の手順で取り付け、ネジで止めます。

ルーフカバーを取り付けるときは、本体とルーフカバーの間にケーブルをはさ
まないように注意してください。

■PCIバス番号、デバイス番号

本機のPCIスロットと、PCIバス番号、デバイス番号の対応は次のとおりです。

 拡張用スロットに従来互換の拡張ボードを取り付けた場合や、PCI対応拡張ボ
ードの設定を固定で使用したい場合は、「PCIセットアップユーティリティ」を使
って設定してください。
詳しくは、「PCIセットアップユーティリティの利用（ P.146）」をご覧くださ
い。

PCIバス番号 デバイス番号

PCIスロット＃1 0 12

PCIスロット＃2 0 13

PCIスロットのコネクタ

5
4

PCIスロット
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拡張用スロット

拡張用スロットについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本体背面の拡張用スロットには、いろいろな拡張ボードを最大3枚まで取り付けられます。
拡張用スロットは、上から順番に、拡張用スロット#1、#2、#3と呼びます。

次の機器は、同時に取り付けることはできません。

・ 1MBフロッピィディスクインタフェースボード（PC-9801-87）とファイルベ
イ用5インチフロッピィディスクドライブ（PC-FD 511D）またはファイルベ
イ用ミニカートリッジテープドライブ（PC-BK120D）

・ 1MBフロッピィディスクインタフェースボード（PC-9801-87）とPCカードス
ロット増設アダプタ（PC-9821RA-E01）

・ PCカードスロット増設アダプタ（PC-9821RA-E01）とPCカードスロット増
設ボード（PC-9801-102）

スイッチバーを立てて使用するタイプの拡張ボード、およびスイッチバーのない拡張ボー
ドは、拡張用スロット#2で使用してください。拡張用スロット#1または#3で使用すると、動
作が不安定になるものがあります。スイッチバーを立てて使用するかどうかは、拡張ボー
ドのマニュアルをご覧ください。
ただし、1MBフロッピィディスクインタフェースボード（PC-9801-87）は、拡張用スロット#1
で使用してください。

(部品面)

スイッチバーを立てた状態�

スイッチバー�

スイッチバーを�
倒した状態�
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拡張用ボードの取り付け方 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意

●拡張用スロットにボードを取り付ける場合は、正しい向きに取り付けてくだ
さい。
誤った向きに取り付けると、発煙、火災の原因となります。

詳しいボードの取り付け方、ボードの設定のしかたは、それぞれのボードに添
付されているマニュアルをご覧ください。

1 本体の電源をOFFにします。

2 電源ケーブルを抜きます。

3 拡張用スロットのネジ2本を外し、カバーを取り外します。

ボードによっては、取り付ける前にディップスイッチの設定などが必要な場合があ
ります。 詳しくは、ボードに添付されているマニュアルをご覧ください。

取り外したカバーは、なくさないように大切に保管してください。

発火注意�

拡張用スロット
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4 拡張用ボードを、ICなどの部品の付いている面が上になるようにして、本体に差し
込みます。  このとき、カードガイドの溝にボードが合うようにしてください。

ボードによっては、この後ケーブルの接続などが必要な場合があります。 詳しくは、
ボードに添付されているマニュアルをご覧ください。

5 拡張用ボードを、 3で外したネジ2本で固定します。

拡張用スロットに従来互換の拡張ボードを取り付けたり、PCI対応拡張ボード
の設定を固定で使用したい場合は、本機に内蔵されている「PCIセットアップ
ユーティリティ」を使って設定してください。
詳しくは、「PCIセットアップユーティリティの利用（ P.146）」をご覧くださ
い。
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SCSIインタフェースボードを
使う

SCSIインタフェース対応機器を取り付けるには、SCSIインタフェースボードが必要で
す。

次の場合は、必ずSCSI-2インタフェースボードのマニュアルをご覧のうえ、
終端の設定を行ってください。

・ PCIスロットにSCSI-2インタフェースボード（PC-9821X-B02L）を取
り付けたとき

・ SCSI-2インタフェースボードに周辺機器の取り付け/取り外しを行った
とき

SCSIは、パーソナルコンピュータと周辺機器を接続する方法のひとつです。 一般的に
は、ハードディスクを接続するために使用されます。 SCSIは、ハードディスクに限らず、さ
まざまな周辺機器を接続することができます。 SCSIインタフェースを使用して接続でき
る機器には、次のようなものがあります。

・ ハードディスク

・ CD-ROMユニット

・ミニカートリッジテープユニット

・ 光ディスクユニット

・ PDユニット

・カセット磁気テープユニット

SCSIインタフェースは、「デイジーチェーン」と呼ばれる方法で、最大７台（SCSIインタフェ
ースボードを含めると８台）の機器を接続することができます。 また、それぞれの機器に
は、0番から６番までの「SCSI ID No.」という番号が割り当てられています。 SCSIインタ
フェース対応機器は、一本のケーブルで接続されていますが、信号の中にSCSI ID No.
を織り込むことで、機器を識別できるようになっています。

SCSIインタフェース対応機器は、同じ形のコネクタを2つ備えているのが普通です。 そし
て、デイジーチェーンの最後に位置する機器には、ターミネータと呼ばれる装置を、片方の
コネクタに取り付けます。

SCSIインタフェース�
対応機器�

ターミネータ�
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取り付ける機器によって必要なボードは、次のとおりです。

PC-9821X-B09、PC-9821X-B02Lは、PCIスロットに取り付けるボードです。
PC-9801-100、PC-9801-92は、拡張用スロットに取り付けるボードです。

Ultra SCSIインタフェースボードに機器を接続し、次の①②の条件の両方にあてはまる
場合は、必ず別売のSCSI機器接続ケーブル（PC-CA511、PC-CA512）を使用して接
続してください。この場合、他のケーブルは使用できません。

①Ultra SCSIインタフェース対応機器だけを接続する場合

②Ultra SCSIインタフェースの転送方式を手動（高速転送モード）（20MB/S転
送）で使用する場合

Ultra SCSIインタフェースの転送方式を自動（10MB/S転送）で使用する場合に限り、
以下の別売のケーブルも使用できます。
転送方式について、詳しくは、Ultra SCSIインタフェースボードに添付のマニュアルをご
覧ください。

SCSI-2インタフェースボードに機器を接続する場合、次の別売のケーブルが必要です。

・ Ultra SCSIインタフェースボード、SCSI-2インタフェースボードとSCSIイン
タフェース対応機器の組み合わせによっては、使用できない場合がありま
す。

・ SCSIインタフェースボードの詳細は、SCSIインタフェースボード添付のマ
ニュアルをご覧ください。

・ PC-9821-92は、CPU転送モードでのみ使用できます。DMA転送モードで
は使用できません。

取り付ける機器（別売） 必要なボード（別売）

外付け用Ultra SCSIインタフェース
対応機を取り付ける

外付け用SCSI-2インタフェース対
応機器を取り付ける

外付け用SCSIインタフェース対応
機器を取り付ける

Ultra SCSIインタフェースボード
（PC-9821X-B09）

Ultra SCSIインタフェースボード
（PC-9821X-B09）、
SCSI-2インタフェースボード
（PC-9821X-B02LまたはPC-9801-100）

Ultra SCSIインタフェースボード
（PC-9821X-B09）、
SCSI-2インタフェースボード
（PC-9821X-B02LまたはPC-9801-100）
SCSIインタフェースボード（PC-9801-92）

SCSI機器接続ケーブル
（SV-98/2-K02またはPC-CA507）

SCSI機器接続ケーブル
（SV-98/2-K03、PC-CA509またはPC-CA510）

1台目の
機器接続用

2台目以降の
機器接続用
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シリアルコネクタに機器を
接続する

本機背面のシリアルコネクタに機器を接続し、機器の設定をすると、本機で通信などをす
ることができます。

■ シリアルコネクタに機器を接続する

本機背面のシリアルコネクタには、次のような別売の拡張機器を接続することができま
す。

・ 外付けモデム

・ターミナルアダプタ

・ モデム内蔵の多機能電話

・ 音響カプラ

・ 赤外線通信インタフェースユニット

・ イメージスキャナ

本機に機器を接続する方法や通信機器を電話回線に接続する方法などについては、
各機器のマニュアルをご覧ください。

■ 機器の設定をする

本機に機器を接続したら、機器の設定をする必要があります。
機器の設定については、機器のマニュアルをご覧ください。
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PCカードを使う

PCカード（JEIDA Ver4.2/PCMCIA 2.1仕様準拠）を使うには、本機に別売のPCカー
ドスロット増設アダプタ（PC-9821RA-E01）を取り付けます。PCカードとは、社団法人
日本電子工業振興協会（JEIDA）とPCMCIAとの間で共同して標準化をすすめている
カードの名称です。

■ PCカードの種類

JEIDA Ver4.2/PCMCIA2.1仕様準拠のPCカードには、TYPEⅠ、TYPEⅡ、TYPEⅢ
の3つのタイプがあり、次のような大きさに統一されています。

・ 縦 … 85.6㎜

・ 横 … 54.0㎜

・ 厚さ … TYPEⅠ … 3.3㎜
TYPEⅡ … 5.0㎜
TYPEⅢ … 10.5㎜

PCカードスロット増設アダプタでは、TYPEⅠおよびTYPEⅡのカードを2枚、または
TYPEⅢのカードを1枚使うことができます。

●PCカードの取り扱いの注意

PCカードは非常に精密にできています。PCカードやスロットの故障を防ぐた
め、次の点に注意してください。

・ 高温・多湿・低温の場所に放置しないでください。

・ 濡らさないでください。

・ 重いものをのせないでください。

・ ぶつけたり、落としたりなどの衝撃を与えないでください。

・ PCカードの端子部分に金属などを差し込まないでください。

・ PCカードのスロットは、増設RAMカード（PC-9801N-01U、PC-9801N-
02U）など、JEIDA /PCMCIA仕様に準拠していないカードは使えません。
対応していないカードを無理に押し込まないでください。故障の原因となり
ます。

TYPE I TYPE II TYPE III
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PCカードスロット増設アダプタの取り付け○ ○ ○ ○ ○ ○

■ PCカードスロット増設アダプタの取り付け

注意

●作業の前に本機の電源をOFFにし、電源ケーブルのプラ
グをACコンセントから抜いてください。
電源ケーブルを接続したままで作業すると、感電、発煙の原因となりま
す。

●本体内部に手を入れるときは、指をはさんだり、ぶつけたりしないように注
意してください。

●本機の使用直後は、CPUやCPUの周辺に触れないでください。
CPUが高温になっていますので、手を触れるとやけどをするおそれがあります。　PCカー
ドスロット増設アダプタの取り付け/取り外しは、電源をOFFにしたあと、30分以上たってか
ら行うことをおすすめします。

・ PCカードスロット増設アダプタは、増設フロッピーディスクドライブベイの
ほかに、拡張用スロットを1スロット（#1）使用します。

・ PCカードスロット増設アダプタ（PC-9821RA-E01）を取り付けた場合、拡
張用スロットにPCカードスロット増設ボード（PC-9801-102）を取り付ける
ことはできません。

1 本体の電源をOFFにします。

2 電源ケーブルを抜きます。

3 「ルーフカバーの外し方」の順序で、ルーフカバーを外します（ P.56）。

4 「フロントカバーの外し方」の順序で、フロントカバーを外します（ P.57）。

感電注意�発火注意�

けが注意�

高温注意�

PCカードを使う
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5 PCカードスロット増設アダプタに添付されているフロントカバーを取り付けます。
フロントカバー裏側のツメを本体に引っかけてから、フロントカバーの上部を押し込
んでください。

6-a PCカードスロット増設アダプタのネジ穴が、本体のネジ穴に合うように、PCカー
ドスロット増設アダプタを本体に取り付けます。

6-b PCカードスロット増設アダプタを、フロントカバーに軽く押し当てながら、PCカー
ドスロット増設アダプタに添付されているネジ4本で固定します。

取り付け穴にネジ溝は切られていませんが、PCカードスロット増設アダプタに
添付されているネジでそのまま締めてください。

ツメ
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専用ハードディスクベイにハードディスクを増設した場合

専用ハードディスクベイに、すでにハードディスクを増設している場合は、次の手順で
作業してください。

6-a PCカードスロット増設アダプタのブラケットを、ネジ2本を外して取り外します。

6-b PCカードスロット増設アダプタのネジ穴が、本体側のネジ穴に合うように、PC
カードスロット増設アダプタを本体に取り付けます。

6-c PCカードスロット増設アダプタを、フロントカバーに軽く押し当てながら、6-a
で外したネジ2本で固定します。

取り付け穴にネジ溝は切られていませんが、6-aで外したネジでそのまま締
めてください。

取り外したブラケットと、使用しないネジ4本は、大切に保管してください。

ブラケット

PCカードを使う
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7 拡張用スロット＃1のカバーを外します（ P.101）。

8 PCカードスロット増設アダプタに添付されている拡張用ボードを、拡張用スロット＃
1に挿入し、7で外したネジ2本で固定します。

9 PCカードスロット増設アダプタに添付されているケーブルを、右図のように接続し
ます。

ケーブルの接続方法が下図と異なる場合があります。この場合は、PCカードス
ロット増設アダプタのマニュアルをご覧ください。

10 ルーフカバーを、外したときと逆の手順で取り付け、ネジで止めます。

ルーフカバーを取り付けるときは、本体とルーフカバーの間にケーブルをはさ
まないように注意してください。



111

本
機
の
機
能
を
拡
張
す
る

P
a
r
t

3

■PCカードスロット増設アダプタのスイッチを設定する

PCカードスロット増設アダプタ用の拡張用ボードには、プラグ&プレイ機能のスイッチが
あります。
プラグ&プレイ機能を使用する場合はON、使用しない場合はOFFに設定します。通常
はONにしておいてください。
ONにする場合はスイッチを上に、OFFにする場合は、スイッチを下にしてください。

Windows NT 4.0を使用する場合は、プラグ＆プレイ機能のスイッチをOFFに
設定してください。

●PCカードの設定について

PCカードによっては、本体側と割り込みレベルなどの設定が重なり、正常に動作しない
場合があります。その場合は、「割り込みレベル・DMAチャネル・ROMアドレス空間」
（ P.142）と、PCカードのマニュアルをご覧の上、設定を変更してください。

PCカードを使う
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CPU

CPUの取り外し/取り付け○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意

●作業の前に本機の電源をOFFにし、電源ケーブルをACコ
ンセントから抜いてください。
電源ケーブルを接続したままで作業すると、感電、発煙の原因となりま
す。

●本体内部に手を入れるときは、指をはさんだり、ぶつけたりしないように注
意してください。

●本機の使用直後は、CPUやCPUの周辺に触れないでください。
CPUが高温になっていますので、手を触れるとやけどをするおそれがあります。CPUの
取り付け/取り外しは、本機の電源をOFFにしたあと30分以上たってから行うことをおす
すめします。

・ CPUは、静電気に大変弱い部品です。身体に静電気を帯びた状態でCPU
を扱うと、CPUが破損する原因となります。CPUに触れる前に、身近な金属
（アルミサッシやドアのノブなど）に手を触れて、身体の静電気を取り除くよ
うにしてください。

・ CPUの取り外し/取り付けは、特に必要のない限り行わないでください。

CPU

感電注意�発火注意�

けが注意�

高温注意�
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■CPUの取り外し

1 本体の電源をOFFにします。

2 電源ケーブルを抜きます。

3 「ルーフカバーの外し方」の順序で、ルーフカバーを取り外します（ P.56）。

4 別売のハードディスクを増設している場合は、ハードディスクを取り外します
（ P.62）。

5 ネジ2本を外して、サウンドボードを取り外します。

6 拡張用スロットに拡張用ボードを取り付けている場合は、拡張用ボードを取り外し
ます。

CPU
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7 CD-ROMドライブのオーディオケーブルを取り外します。

8 ネジ2本を外して、拡張用スロットのバックボードを取り外します。

オーディオケーブル

バックボード
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�

9 スピーカケーブルのコネクタを外します。

10 ネジ1本を外して、スピーカを取り外します。

11 センターバーホルダーをA方向に少し持ち上げながら、切り欠き部をB方向にスライ
ドさせて取り外します。

センターバーホルダーを取り外す際は、むりに持ち上げて破壊しないように注
意してください。　　　　　

　

スピーカ

センターバーホルダー

Ａ　Ｂ

10

9

CPU
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�

�

12 センターバーを取り外します。

13 固定金具を止めているネジ1本を外して、固定金具を取り外します。

14 CPUに付いているFANケーブル、温度センサーケーブルを取り外します。

15 CPUのロックレバーを、図の状態を保つまでカチッと音がするまで、内側に倒しま
す。

センターバー

固定金具

FANケーブル温度センサー
ケーブル

レバー レバー

13

14
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16 CPUを引き抜きます。

・ CPUのレバーには、無理な力をかけないでください。

・ CPU本体からヒートシンクを取り外さないでください。

■ CPUの取り付け

1 CPUのツメ2カ所が飛び出していることを確認します。飛び出していない場合、
CPUのレバーを矢印方向に動かして、ツメが飛び出した状態にしてください。

�

レバー

ここから
ツメが
飛びだして
いるように

CPU
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2 CPUをCPUソケットに差し込み、カチッとショックがあるまで強く押し込みます。

3 CPUのツメがレールの穴に確実に引っかかっていることを確認してください。

4 CPUに付いているFANケーブル、温度センサーケーブルを取り付けます。

5 固定金具をヒートシンクに差し込み、ネジ1本で固定します。

CPUソケット

CPUのレバーには、無理な力をかけないでください。 　　　　　

固定金具

FANケーブル温度センサー
ケーブル

ここからツメが飛び
出しているように

ここからツメが飛び
出しているように

5

4
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6 センターバーを取り付けます。

センターバーのツメ4カ所を、A→B→C→Dの順に本体の穴に差し込みます。

7 センターバーホルダーをA方向に取り付け、B方向に押し込みます。

センターバー

センターバーホルダー

D
C

A
B

A

B

CPU
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8 スピーカをネジ1本で固定します。

9 スピーカケーブルのコネクタを取り付けます。

10 拡張用スロットのバックボードを左右の溝に合わせて挿入し、カチッとショックがあ
るまで強く差し込みます。

11 拡張用バックボードをネジ2本で取り付けます。

�

8

9
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12 CD-ROMドライブのオーディオケーブルを取り付けます。

13 拡張用スロットに拡張用ボードを取り付けていた場合は、拡張用ボードを取り付け
ます。

14 サウンドボードを、左右の溝に合わせて挿入し、カチッとショックがあるまで両手で
強く差し込みます。

15 サウンドボードをネジ2本で取り付けます。

16 ルーフカバーを、取り付けたときと逆の順序で取り付けます。

ルーフカバーを取り付けるときは、本体とルーフカバーの間にケーブルをはさ
まないように注意してください。

オーディオケーブル

CPU





123

シ
ス
テ
ム
の
設
定
を
変
更
す
る

P
a
r
t

4

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

システムの設定を変更する、システムセットアップメニューとメモリスイッ
チの役割や使用方法を説明しています。

● システムセットアップメニュー

● メモリスイッチ（98環境設定ユーティリティ）

● 割り込みレベル・DMAチャネル・
ROMアドレス空間

システムの設定を変更する
Part4
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システムセットアップメニュー

システムセットアップメニューは、使用するアプリケーションソフトや接続する周辺機器に
合わせて本機の設定を変更するためのメニューです。
システムセットアップメニューは、工場出荷時にあらかじめ設定されているので、特に必
要のない場合は変更しないでください。

起動のしかた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

キーボードの を押しながら、電源スイッチを押して電源をONにします。

セットアップパスワード（ P.41）を設定している場合は、次のような画面設定が表示
されます。

1 キーボードから、設定されているパスワードを入力します。

2 キーボードの を押します。

パスワードの入力に３回失敗すると、「パスワードエラー」と表示されます。こ
の場合は、電源スイッチを押して電源をOFFにして、最初からやり直してくだ
さい。

セットアップバスワードを入力してください:
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操作のしかた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

システムセットアップメニューを起動すると、まず「メインメニュー画面」が表示されます。
システムセットアップメニューは、この「メインメニュー画面」から各「メニュー画面」を呼び
出します。 各機能の設定は、「メニュー画面」で行います。

■ 「メニュー画面」の呼び出し方

1 キーボードの を押し
て、呼び出したいメニューを
反転させます。

反転させると、そのメニュー
で設定できる項目が「インフォ
メーション」に表示されます。

2 キーボードの を押します。

で反転させたメニューの
「メニュー画面」が表示されま
す。

 「メインメニュー画面」でシステムセットアップメニューの操作を中止する場合
には、キーボードの を押すか、「メインメニュー」の「終了」を選び、 を
押します。

■機能の設定のしかた

1 キーボードの を押し
て、設定したい項目を反転さ
せます。

2 キーボードの を押し
て、で反転させた項目の設
定値を選びます。

3 設定が終了したら、次のどち
らかの方法で、「メニュー画
面」を終了します。

・キーボードの を押す

・「終了」を選び、キーボードの
を押す

「メニュー画面」を終了すると、「メインメニュー画面」に戻ります。

システムセットアップメニュー

インフォメーション

設定する項目についてのヘルプメッセージ
が表示されます。
「ディップスイッチ1～3の設定」では、ディ
ップスイッチイメージも表示されます。

システムセットアップメニュー 　　Copyright (C) NEC Corporation xxxx

　　　メインメニュー

動作環境の設定 　　　　インフォメーション

ディップスイッチ１の設定 １６ＭＢシステム空間

ディップスイッチ２の設定 サウンド

ディップスイッチ３の設定 サウンド割り込みチャネル

入出力デバイス／省電力の設定 マイクボリューム

セキュリティの設定 ２ｎｄ　ＣＣＵ

終了

インフォメーション内に表示されている動作環境の設定を行います．

↑↓ｷｰ:選択,ﾘﾀｰﾝｷｰ:決定,HOME CLRｷｰ:出荷時設定,ESCｷｰ:ﾒﾆｭｰ終了

システムセットアップメニュー 　　Copyright (C) NEC Corporation xxxx

　　　　　　　　　　　　　　動　作　環　境

１６ＭＢシステム空間 切り離す　使用する

サウンド 使用しない　使用する

サウンド割り込みチャネル ＩＮＴ０　ＩＮＴ１　ＩＮＴ４１　ＩＮＴ５

マイクボリューム ＯＦＦ　小 大

２ｎｄ　ＣＣＵ 使用しない　使用する

終了

１５Ｍ～１６Ｍバイトの空間をシステムが使用する．

本システム空間を使用するオプションボード，ＯＳ，アプリケーションソフトを
使用する場合には「使用する」に設定してください．

↑↓ｷｰ:選択,←→ｷｰ:設定,HOME CLRｷｰ:出荷時設定,ESCｷｰ:ﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻る．
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■ システムセットアップメニューの終了のしかた

次のどちらかの方法で、システムセットアップメニューを終了します。

・ キーボードの を押す

・「メインメニュー」の「終了」を選び、キーボードの を押す

システムセットアップメニューを終了すると、本機が新しい設定で再起動します。

■システムセットアップメニューの設定を工場出荷時の設定に
戻す方法

システムセットアップメニューが起動した状態で、キーボードの を押します。

 この方法では、「セキュリティの設定」の「パワーオンパスワード」と「セットアッ
プパスワード」は工場出荷時の設定に戻りません。
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システムセットアップメニュー

動作環境の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●16MBシステム空間

メモリアドレスF00000h～FFFFFFhの空間を16MBシステム空間と呼びます。
Windows 95を使用する場合には｛使用する｝に設定してください。
Windows NT 4.0を使用する場合には｛使用しない｝に設定してください。

｛使用する｝に設定した場合、メモリチェック時に表示されるメモリ容量は、実際
のメモリ容量より１Ｍバイト少ない容量が表示されます。

●サウンド

内蔵のサウンド機能を使用するかどうかを設定します。
別売のサウンドボード（PC-9801-86）を使用する場合は、｛使用しない｝に設定してくださ
い。
別売のサウンドボード（PC-9801-118）を使用する場合は、サウンドボードの設定によっ
て、｛使用する｝または｛使用しない｝に設定してください。

・ 内蔵のサウンド機能を使用する場合、下記の資源を使用します。

・｛使用する｝に設定できない場合は、他のデバイスが上記の資源を使用して
います。 この場合、他のデバイスが使用している資源を解放してから、設定
を行ってください。

（工場出荷時の設定）

システムセットアップメニュー 　　Copyright (C) NEC Corporation xxxx

動　作　環　境

１６ＭＢシステム空間 切り離す　使用する

サウンド 使用しない　使用する

サウンド割り込みチャネル ＩＮＴ０　ＩＮＴ１　ＩＮＴ４１　ＩＮＴ５

マイクボリューム ＯＦＦ　小 大

２ｎｄ　ＣＣＵ 使用しない　使用する

終了

１５Ｍ～１６Ｍバイトの空間をシステムが使用する．

本システム空間を使用するオプションボード，ＯＳ，アプリケーションソフトを
使用する場合には「使用する」に設定してください．

↑↓ｷｰ:選択,←→ｷｰ:設定,HOME CLRｷｰ:出荷時設定,ESCｷｰ:ﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻る．

C24、C2B、C2D、F40-F47、A460

「サウンド割り込みチャネル」の項目で設定した割り込みレベル

#1

I/Oポート

割り込みレベル

DMAチャネル
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●サウンド割り込みチャネル

内蔵のサウンド機能が使用する割り込みレベル(割り込みチャネル)を設定します。

他のデバイスが使用している割り込みレベルには設定できません。

●マイクボリューム

マイクの入力レベルを設定します。
入力レベルが小さいとき、または大きいときに調整してください。 15段階で設定できま
す。
マイクロホンを使用する場合、通常は中央の位置でお使いください。

●2nd CCU

シリアルインタフェース（チャネル2）を使用するかどうかを設定します。 シリアルインタフ
ェース（チャネル2）に別売の機器を接続する場合は、｛使用する｝に設定してください。

・ 2nd CCUが使用している割り込みレベル「INT1」を内蔵サウンド機能やオ
プションボードで使用できるようにするには、｛使用しない｝に設定してくだ
さい。

・ 2nd CCUを使用する場合、次の資源を使用します。

I/Oポート 238-23F

割り込みレベル INT1(IRQ5)

・｛使用する｝に設定できない場合は、他のデバイスが上記の資源を使用して
います。 この場合、他のデバイスが使用している資源を解放してから、設定
を行ってください。
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システムセットアップメニュー

送信タイミングには本体内部のタイマを使用、受信タイミ
ングはモデムのクロックを使用。

送信・受信タイミングともモデムのクロックを使用。

受信タイミングは受信データからつくられるクロックを使
用、送信タイミングは本体内部のタイマを使用。

送信・受信タイミングとも本体内部のタイマを使用。

｛同期刻時機構｝

｛調歩同期｝（非同期）

｛BCI同期｝

｛ST2同期｝

（工場出荷時の設定）

ディップスイッチ1の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●フロッピーディスク番号

内蔵フロッピーディスクドライブのドライブ番号と外付けフロッピーディスクユニットのドラ
イブ番号のどちらを優先するかを指定します。

●シリアル伝送モード

通信をするときの、送信タイミングと受信タイミングを設定します。
タイミングは次の中から選択することができます。

●グラフィックモード

CRTディスプレイの画面表示を、拡張グラフィックモードで表示するか、基本グラフィック
モードで表示するかを選択します。
｛拡張｝を選択すると拡張グラフィックモードの4096色中16色表示に、｛標準｝を選択する
と基本グラフィックモードの8色中8色表示になります。

システムセットアップメニュー 　　Copyright (C) NEC Corporation xxxx

　　　　　　　　　　　　ディップスイッチ１

フロッピィディスク番号 内蔵　＃３，＃４　内蔵　＃１，＃２
外付け＃１，＃２　外付け＃３，＃４

シリアル伝送モード ＢＣＩ同期　ＳＴ２同期　同期刻時機構　調歩同期

グラフィックモード 拡張　標準

終了

フロッピィディスクドライブの番号を内蔵優先にする．
　　　　　　　　　　ディップスイッチイメージ

↑↓ｷｰ:選択,←→ｷｰ:設定,HOME CLRｷｰ:出荷時設定,ESCｷｰ:ﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻る．
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 ディップスイッチ2の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●テキスト画面行数

テキスト画面の行数を指定します。  一画面を25行で表示するか20行で表示するかを
選択します。

●メモリスイッチ

メモリスイッチは、ディップスイッチと同じように、本機の状態を設定するスイッチです
（ P.140）。
この項目では、電源をONにするときに、変更したメモリスイッチの内容を初期化するか、
変更した内容を保持するかを設定します。
メモリスイッチを変更する場合には、必ず｛保持する｝にしてください。
｛初期化する｝のままで電源をOFFにすると、メモリスイッチの内容が工場出荷時の初期
状態に戻ってしまいます（ P.140）。

●内蔵固定ディスク

本体にハードディスク（固定ディスク）を内蔵している場合、使用するかどうかを選択しま
す。  ｛切り離す｝にすると、本体内蔵ハードディスクは使用できなくなります。

●GDCクロック

グラフィックの処理速度を選択します。
通常は、高速にグラフィック描画ができる｛5MHz｝に設定されています。
市販のアプリケーションソフトの中には、まれにこの設定で正常に動作しないものがあり
ます。その場合は、｛2.5MHz｝に設定してください。

システムセットアップメニュー 　　Copyright (C) NEC Corporation xxxx

　　　　　　　　　　　　ディップスイッチ２

テキスト画面行数 ２５行／画面　２０行／画面

メモリスイッチ 保持する　初期化する

内蔵固定ディスク 切り離す　使用する

ＧＤＣクロック ５ＭＨｚ　２．５ＭＨｚ

終了

テキスト行数を1画面中25行表示する．
　　　　　　　　　　ディップスイッチイメージ

↑↓ｷｰ:選択,←→ｷｰ:設定,HOME CLRｷｰ:出荷時設定,ESCｷｰ:ﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻る．

（工場出荷時の設定）
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ディップスイッチ3の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●フロッピーモータ制御

フロッピーディスクドライブのモータ制御を指定します。
｛する｝に設定すると、フロッピーディスクドライブをアクセスしないで一定時間を超えると
フロッピーディスクドライブのモータが自動的に停止し、再びアクセスを行うと自動的に回
転を始めます。

●DMAクロック

DMAを高速モードクロックで動作させるか、互換モードクロックで動作させるかを選択し
ます。｛高速｝にすると10MHzに、｛互換｝にすると5MHzになります。  通常は｛高速｝で
使用します。

システムセットアップメニュー

（工場出荷時の設定）

システムセットアップメニュー 　　Copyright (C) NEC Corporation xxxx

　　　　　　　　　　　　ディップスイッチ３

フロッピィモータ制御 しない　する

ＤＭＡクロック 高速　互換

終了

フロッピィディスクに１５秒間アクセスがない場合，ディスクのモータを停止する．
　　　　　　　　　　ディップスイッチイメージ

↑↓ｷｰ:選択,←→ｷｰ:設定,HOME CLRｷｰ:出荷時設定,ESCｷｰ:ﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻る．
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入出力デバイス/省電力の設定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●内蔵LAN

本体内蔵のLANインタフェースを使用するかどうかを設定します。100BASE-TX/
10BASE-T用コネクタをLANに接続する場合は、｛使用する｝に設定してください。

●内蔵LAN MACアドレスの表示

本体内蔵のLANインタフェースのネットワークアドレス（MACアドレス）を表示します。
「内蔵LAN」を｛使用しない｝に設定している場合でも表示されます。

●内蔵固定ディスク制御

内蔵のハードディスク（固定ディスク）のモーターの制御時間を設定します。
内蔵のハードディスクをアクセスしないで一定時間を超えると、内蔵ハードディスクのモ
ーターは停止します。
｛設定する（15分）｝の設定時間は、キーボードの を使って15分から60分ま
で５分単位で変えることができます（設定した時間が短いほど節電に効果があります）。

（工場出荷時の設定）

システムセットアップメニュー 　　Copyright (C) NEC Corporation xxxx

入出力デバイス／省電力

内蔵固定ディスク制御 設定する（15分）　設定しない

内蔵ＬＡＮ 使用する　使用しない

内蔵ＬＡＮ ＭＡＣアドレスの表示

終了

内蔵固定ディスクのモータ制御をしない．

　　　

↑↓ｷｰ:選択,←→ｷｰ:設定,HOME CLRｷｰ:出荷時設定,ESCｷｰ:ﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻る．
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セキュリティの設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実際の画面は、図と多少異なることがあります。

●パワーオンパスワード

パワーオンパスワードを設定すると、本機の電源をONにしたときに、パスワードの入力を
求められます。パスワードを入力しないと、本機を使用することができません。パスワード
を知らない人が、無断で本機を使用するのを予防することができます。
パワーオンパスワードの設定方法はP.134、変更方法はP.136をご覧ください。

・ パワーオンパスワードを忘れると、本機を使用できなくなります。設定したパ
スワードは忘れないでください。パスワードを忘れてしまった場合は、P.44を
ご覧のうえパスワードを解除してください。

・ パワーオンパスワードを設定している場合は、別売の無停電電源装置と
Power Chute PLUSのスケジュール運転機能などによる自動電源ON
はできません。

●セットアップパスワード

セットアップパスワードを設定すると、システムセットアップメニューを起動するときに、パス
ワードの入力を求められます。パスワードを入力しないと、システムセットアップメニューを
起動させることができません。パスワードを知らない人が、無断で本機の設定を変えるの
を予防することができます。
セットアップパスワードの設定方法はP.134、変更方法はP.136をご覧ください。

システムセットアップメニュー 　　Copyright (C) NEC Corporation xxxx

セキュリティ

パワーオンパスワード 使用しない　使用する　変更する

セットアップパスワード 使用しない　使用する　変更する

１ｓｔＣＣＵ　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

２ｎｄＣＣＵ　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

プリンタ　　　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

ＦＤ　　　　　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

終了

このパスワードを設定すると、システム起動時にパスワード機能が働きます．

↑↓ｷｰ:選択,←→ｷｰ:設定,HOME CLRｷｰ:出荷時設定,ESCｷｰ:ﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻る．

（工場出荷時の設定）

システムセットアップメニュー
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・ セットアップパスワードを忘れると、システムセットアップメニューを起動でき
なくなります。設定したパスワードは忘れないでください。パスワードを忘れ
てしまった場合は、P.45をご覧のうえパスワードを解除してください。

・ セットアップパスワードを設定していない場合、使用者以外が故意に、また
は誤ってパワーオンパスワードやセットアップパスワードを設定してしまうと、
本機が使用できなくなったり、システムセットアップメニューが起動できなく
なったりします。このような恐れがある場合は、セットアップパスワードを設定
しておいてください。

パワーオンパスワードとセットアップパスワードの両方が設定されている場合、
どちらのパスワードを入力しても本機を起動することができます。

●パワーオンパスワード、セットアップパスワードの設定方法

パワーオンパスワード、セットアップパスワードとも、パスワードの設定方法は同じです。

1 キーボードの を押して、「パワーオンパスワード」または「セットアップパスワ
ード」を選びます。

2 キーボードの を押して、パスワードの｛使用する｝を選びます。

画面の下部に、パスワードの入力画面が表示されます。

実際の画面は、図と多少異なることがあります。

システムセットアップメニュー 　　Copyright (C) NEC Corporation xxxx

セキュリティ

パワーオンパスワード 使用しない　使用する　変更する

セットアップパスワード 使用しない　使用する　変更する

１ｓｔＣＣＵ　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

２ｎｄＣＣＵ　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

プリンタ　　　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

ＦＤ　　　　　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

終了

このパスワードを設定すると、システム起動時にパスワード機能が働きます．
　パスワードを入力して下さい（１～８文字／A-Z,0-9）
　■

  ESCｷｰ:ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力ﾓｰﾄﾞ解除
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3 キーボードから、パスワードを入力します。

使用できる文字は、AからＺまでのアルファベットと、0から9までの数字です。アル
ファベットの大文字と小文字は区別されません。
パスワードは、最大８文字まで入力できます。
パスワードを入力すると、カーソルのところに「＊」が表示されます。
キーボードの を押すと、パスワードの入力は中止され、｛使用しない｝に戻り
ます。

4 キーボードの を押します。

画面の下部に、次のように表示されます。

5 確認のため、3で入力したパスワードをもう一度入力します。

6 キーボードの を押します。

入力したパスワードが正しい場合は、パスワードの設定が終了します。
入力したパスワードが誤っている場合は、パスワードの設定は中止され、｛使用しな
い｝に戻ります。

システムセットアップメニュー 　　Copyright (C) NEC Corporation xxxx

セキュリティ

パワーオンパスワード 使用しない　使用する　変更する

セットアップパスワード 使用しない　使用する　変更する

１ｓｔＣＣＵ　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

２ｎｄＣＣＵ　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

プリンタ　　　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

ＦＤ　　　　　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

終了

このパスワードを設定すると、システム起動時にパスワード機能が働きます．
　確認のため、再度パスワードを入力して下さい（１～８文字／A-Z,0-9）
　■

  ESCｷｰ:ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力ﾓｰﾄﾞ解除

システムセットアップメニュー
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●パワーオンパスワード、セットアップパスワードの変更方法

パワーオンパスワード、セットアップパスワードとも、パスワードの変更方法は同じです。

1 キーボードの を押して、「パワーオンパスワード」または「セットアップパスワ
ード」を選びます。

2 キーボードの を押して、｛変更する｝を選びます。

画面の下部に、パスワードの入力画面が表示されます。

実際の画面は、図と多少異なることがあります。

3 キーボードから、現在使用しているパスワードを入力します。

システムセットアップメニュー 　　Copyright (C) NEC Corporation xxxx

セキュリティ

パワーオンパスワード 使用しない　使用する　変更する

セットアップパスワード 使用しない　使用する　変更する

１ｓｔＣＣＵ　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

２ｎｄＣＣＵ　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

プリンタ　　　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

ＦＤ　　　　　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

終了

このパスワードを設定すると、システム起動時にパスワード機能が働きます．
　現在のパスワードを入力して下さい（１～８文字／A-Z,0-9）
　■

  ESCｷｰ:ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力ﾓｰﾄﾞ解除
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4 キーボードの を押します。

入力したパスワードが誤っている場合は、パスワードの変更は中止され、｛使用す
る｝に戻ります。
入力したパスワードが正しい場合は、画面の下部に次のように表示されます。

5 キーボードから、新しいパスワードを入力します。

使用できる文字は、AからZまでのアルファベットと、0から9までの数字です。アル
ファベットの大文字と小文字は区別されません。
パスワードは、最大８文字まで入力できます。

パスワードを入力すると、カーソルのところに「＊」が表示されます。キーボードの
を押すと、パスワードの変更は中止され、｛使用する｝に戻ります。

6 キーボードの を押します。

7 確認のため、5で入力したパスワードをもう一度入力します。

8 キーボードの を押します。

入力したパスワードが正しい場合は、画面下部に「OK!」と表示されてパスワード
の変更が終了し、｛使用する｝に戻ります。
入力したパスワードが誤っている場合は、画面下部に「パスワードが違います！」と
表示されます。パスワードの変更は中止され、｛使用する｝に戻ります。

システムセットアップメニュー 　　Copyright (C) NEC Corporation xxxx

セキュリティ

パワーオンパスワード 使用しない　使用する　変更する

セットアップパスワード 使用しない　使用する　変更する

１ｓｔＣＣＵ　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

２ｎｄＣＣＵ　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

プリンタ　　　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

ＦＤ　　　　　Ｉ／Ｏロック 設定しない　設定する

終了

このパスワードを設定すると、システム起動時にパスワード機能が働きます。
　新しいパスワードを入力して下さい（１～８文字／A-Z,0-9）
　■

  ESCｷｰ:ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力ﾓｰﾄﾞ解除

システムセットアップメニュー
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●1st CCU I/Oロック

｛設定する｝にすると、次回起動時からはシリアルインタフェース（チャネル１）が使用でき
ません。この機能により、シリアルインタフェース（チャネル１）からプログラム、データなど
が不正に流出するのを予防できます。
この機能を使用するときは、必ずセットアップパスワードを設定してください。

・ 1st CCU I/Oロックは、Windows NT 4.0/3.51、Windows 3.1/95、
NetWare、OS/2でのみ使用できます。他のOSを使用する場合は、1st
CCU I/Oロックを｛設定しない｝にしてください。

●2nd CCU I/Oロック

｛設定する｝にすると、次回起動時からはシリアルインタフェース（チャネル２）が使用でき
ません。この機能により、シリアルインタフェース（チャネル２）からプログラム、データなど
が不正に流出するのを予防できます。
この機能を使用するときは、必ずセットアップパスワードを設定してください。
「動作環境の設定」の「2nd CCU」を｛使用しない｝に設定している場合は、「2nd CCU
I/Oロック」の設定は変更できません。

・ 2nd CCU I/Oロックは、Windows NT 4.0/3.51、Windows 3.1/95、
NetWare、OS/2でのみ使用できます。他のOSを使用する場合は、2nd
CCU I/Oロックを｛設定しない｝にしてください。

●プリンタ I/Oロック

｛設定する｝にすると、次回起動時からはプリンタが使用できません。この機能によりプリ
ンタ用コネクタからプログラム、データなどが不正に流出するのを予防できます。
この機能を使用するときは、必ずセットアップパスワードを設定してください。

・ プリンタ I/Oロックは、Windows NT 4.0/3.51、Windows 3.1/95、
NetWare、OS/2でのみ使用できます。他のOSを使用する場合は、プリン
タ I/Oロックを｛設定しない｝にしてください。
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●FD I/Oロック

｛設定する｝にすると、次回起動時からはフロッピーディスクドライブが使用できません。ま
た、フロッピーディスクから本機を起動することもできません。この機能により、フロッピー
ディスクを使用してプログラム、データなどが不正に流出するのを予防できます。
この機能を使用するときは、必ずセットアップパスワードを設定してください。

・ FD I/Oロックは、Windows NT 4.0/3.51、Windows 3.1/95、
NetWare、OS/2でのみ使用できます。他のOSを使用する場合は、FD
I/Oロックを｛設定しない｝にしてください。

システムセットアップメニュー
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メモリスイッチ（98環境設定ユーティリティ）

メモリスイッチは、システムセットアップメニューと同様、本機の状態を設定するスイッチ
です。通常は、工場出荷時のままでよいのですが、場合によっては変更する必要がありま
す。

メモリスイッチでは、次の設定を変更することができます。

・ RS-232Cのボーレートなどを設定する

・ 起動するドライブの検索順番を変更する（BOOT装置を変更する）

SWITCHコマンドを利用すると、上記の設定に加えて、次の項目の設定を変更
することができます。

・ プリンタ

・ 画面の表示色

・ 数値データプロセッサの設定

SWITCHコマンドは、コマンドプロンプト画面から次のように入力して起動しま
す。

SWITCH

■ メモリスイッチを変更する前に

メモリスイッチを変更する前には、システムセットアップメニューの「ディップス
イッチ２の設定」の「メモリスイッチ」を｛保持する｝（SW2-5 ON）に設定してく
ださい。「メモリスイッチ」が｛初期化する｝（SW2-5 OFF）のままでは、メモリス
イッチの変更は保持されません。そのため、変更後に電源をOFFにすると、メ
モリスイッチの内容は初期化され、工場出荷時の初期状態に戻ってしまいま
す。

メモリスイッチの内容は、本体内蔵のバッテリによって保たれています。　本
体の電源をOFFにしたままの状態が２か月ほど続くと、システムセットアップメ
ニューでメモリスイッチを｛保持する｝にしていても、工場出荷時の設定に戻っ
てしまうことがあります。
このような場合には、メモリスイッチを｛初期化する｝に設定し、一度システムセ
ットアップメニューを終了します。メニューが終了し、リセットされたら、再度メモ
リスイッチを｛保持する｝にしてから、メモリスイッチを設定しなおしてください。
この場合、本体の電源を約40時間ONのままにして、内蔵のバッテリを充電して
ください。
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1 システムセットアップメニューを起動し、「ディップスイッチ2の設定」を選択します。

2 「メモリスイッチ」を選択し、｛保持する｝に設定します。

3 キーボードの を2回押して、システムセットアップメニューを終了します。

｛保持する｝
  に設定

システムセットアップメニュー 　　Copyright (C) NEC Corporation xxxx

　　　　　　　　　　　　ディップスイッチ２

テキスト画面行数 ２５行／画面　２０行／画面

メモリスイッチ 保持する　初期化する

内蔵固定ディスク 切り離す　使用する

ＧＤＣクロック ５ＭＨｚ　２．５ＭＨｚ

終了

起動時，メモリスイッチの内容を保持する．
　　　　　　　　　　ディップスイッチイメージ

↑↓ｷｰ:選択,←→ｷｰ:設定,HOME CLRｷｰ:出荷時設定,ESCｷｰ:ﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻る．

メモリスイッチ（98環境設定ユーティリティ）
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割り込みレベル・DMAチャネル・
ROMアドレス空間

ここでは、本体内蔵の各種インタフェースで使用する「割り込みレベル」、「DMAチャネ
ル」、「ROMアドレス空間」を示します。
別売の拡張ボードが使用する「割り込みレベル」、「DMAチャネル」、「ROMアドレス空
間」は、それぞれの拡張ボードに添付されているユーザーズマニュアルや取り扱いの手
引きをご覧ください。

■ PCI対応拡張ボードをお使いの場合（PCIスロット）

PCI対応拡張ボードをお使いの場合は、自動的に設定が行われるため、PCI対応拡張
ボードの「割り込みレベル」、「DMAチャネル」、「ROMアドレス空間」のセットアップの必
要はありません。  電源のONの後、そのままPCI対応拡張ボードをお使いいただけます。
PCI対応拡張ボードの設定を固定で使用したい場合は、「PCIセットアップユーティリテ
ィ」で設定してください（ P.146）。

■ 従来互換の拡張ボードをお使いの場合（拡張用スロット）

従来互換の拡張ボードをお使いの場合は、PCIセットアップユーティリティで設定してくだ
さい。

割り込みレベルとI/Oポート

パーソナルコンピュータで使用できる周辺機器は、すべて「リソース」というものを使用しています。 リソ
ースには、大きく「割り込みレベル（IRQ）」、「I/Oポートアドレス」、「DMA」の3つの種類があります。
割り込みレベルのことを、MS-DOSではIRQといいます。 これは、複数の機器から同時にCPUにアクセ
スした際、どのような順序で処理していくかを決めるものです。
I/Oポートアドレスは、CPUと周辺機器がアクセスする際の「接点」のことです。 例えば、CPUから伸びてい
る何番のケーブルにどんな機器がつながっているか、その番号を表すようなものと考えればよいでしょう。
DMAとは、CPUを経由せずにデータをメモリへ送る機能のことです。ほとんどの周辺機器は、メモリから
データを読み出したり、書き込んだりするとき、CPUへ処理を依頼します。 しかし、一度に大量のデータ
を転送すると、CPUは作業を中断して、データの転送にかかりっきりになってしまいます。 そこで、CPU
の作業を中断させずにデータの転送を行う機能が必要になります。この機能のことを、DMA（Direct
Memory Access）といます。
これらのリソースは、それぞれの機器ごとに違う設定にしなければなりません。 リソースが複数の機器で
重複して割り当てられている状態を、「リソースの競合」といいます。 リソースが競合していると、機器が正
常に使用できないばかりか、システム全体の動作も不安定になってしまいます。
MS-DOSなどのOSでは、ひとつの割り込みレベルを複数の機器で使用できることがあります。このよう
にリソースを共用することを「リソースをシェアする」といいます。この場合は、そのまま機器を利用できま
す。
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■ 本機が使用している「割り込みレベル」

■ 本機が使用している「DMAチャネル」

■ 本機が使用している「ROMアドレス空間」

割り込みレベル INT0 INT1 INT2 INT3 INT41 INT42 INT5 INT6
インタフェース (IRQ3) (IRQ5) (IRQ6) (IRQ9) (IRQ10) (IRQ11) (IRQ12) (IRQ13)

本体内蔵フロッピーディスクインタフェース ◎

本体内蔵マウスインタフェース ◎

本体内蔵ハードディスクインタフェース ◎

本体内蔵LANインタフェース ③ ◎ ○ ○ ○ ○

本体内蔵サウンド機能 ○ ① ○ ① ○ ① ◎ ①

本体内蔵2nd CCU ◎ ②

本体内蔵ウィンドウアクセラレータ ○ ④

◎： 工場出荷時の設定

○： 設定可能
①： システムセットアップメニューの「動作環境の設定」の「サウンド」を｛使用しない｝に設定すると、サウンドによる割り込

みが解放できます。
また、サウンドによる割り込みレベルは、システムセットアップメニューで変更できます（ P.127）。

②： システムセットアップメニューの「動作環境の設定」の「2nd CCU」を{使用しない}に設定すると、2nd CCUによる割
り込みが解放できます。
周辺機器によっては、出荷時の設定が「INT1」になっているものがあります。このような周辺機器をお使いの場合は、
システムセットアップメニューの「動作環境の設定」の「2nd CCU」を｛使用しない｝に設定して「INT1」の割り込みを
解放するか、周辺機器の設定を「INT1」以外に変更してください。変更の方法は、周辺機器のマニュアルをご覧くだ
さい。

③： PCIのプラグ＆プレイ機能により、空いている割り込みレベルを自動設定。
④： 初期設定をデバイスマネージャで確認すると、使用しているように見えますが、実際には使用していません。

(注)　搭載するオプションすべてに割り込みレベルを割り当てられない場合があります。

割り込みレベル・DMAチャネル・ROMアドレス空間

#0 #1 #2 #3DMAチャネル
インタフェース

本体内蔵フロッピーディスクインタフェース ◎

内蔵サウンド機能 ◎

◎： 工場出荷時の設定

インタフェース 使用しているROMアドレス空間

本体内蔵ハードディスクインタフェース D8000h～DBFFFh
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PCIセットアップユーティリティ
の利用

拡張用スロットに取り付ける従来互換の拡張ボードを使用する場合や、PCI対応拡張ボ
ードの設定を固定で使用したい場合は、本機にインストールされているPCIセットアップ
ユーティリティを使って設定を行う必要があります。

本機は、ご購入時の状態では内蔵ハードディスクから起動できますが、PCI対応拡張ボ
ードの設定を誤って設定してしまうと、起動できなくなる場合があります。　このため、事
前に実行用フロッピーディスクを作成しておいてください。

PCIセットアップユーティリティを使っての設定は、拡張用スロットに従来互換
の拡張ボードを取り付ける前に行ってください。

1 電源スイッチを押して、本体の電源をONにします。

2 コマンドプロンプトより次のように入力します。

CD PCISETUP

カレントディレクトリが変更されます。

3 次のように入力します。

PCISET

PCIセットアップユーティリティが自動的に起動します。
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PCIセットアップユーティリティの利用

次のような画面が表示されます。

4 ［ボードセットアップデータの設定／更新］を選びます。

機能を選ぶには、キーボードの  を押して、使いたい機能を反転表示させ
て、キーボードの を押します。

次のような画面が表示されます。

・ ボードのセットアップデータを削除する場合は、［ボードセットアップデータ
の削除］を選びます。

・ 表示されるＣバスボード数は、実際のスロット数と異なる場合があります。

・ＰＣIボードの「本体内蔵１」は、PCIスロットではなく、本体に標準搭載されて
いるウィンドウアクセラレータ機能を指します。

・ PCIボードの「本体内蔵２」は、PCIスロットではなく、本体に標準搭載されて
いるLANインタフェースを指します。

ＰＣＩセットアップユーティリティ　Ver．1.XX
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Copyright (C) NEC Corporation 1994,xxxx-

　　　ボードセットアップデータの設定／更新

　　　ボードセットアップデータの削除

　　　セットアップデータの退避／復旧

　　　終了

矢印キー（↑・↓）で項目を選択し、リターンキーを押してください．
ヘルプはＨＥＬＰキーを押してください．

ＰＣＩセットアップユーティリティ　Ver．1.XX
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Copyright (C) NEC Corporation 1994,xxxx-

　　設定／更新するボードを選択してください

　　　Ｃバスボード ボードタイプ　　　　ＰＣＩボード　　自動/固定ﾓｰﾄﾞ

　　　　ボード１ 空き　　　　　　　　　ボード１　　　　　空き

　　　　ボード２ 空き　　　　　　　　　ボード２　　　　　空き

　　　　ボード３ 空き　　　　　　　　　本体内蔵１　　　　自動

　　　　ボード４ 空き　　　　　　　　　本体内蔵２　　　　自動

　　　　ボード５ 空き　　　　　　　　　

　　　　次画面　　　　　　　　　　　　　　　設定終了

表示されるＣバスボード数は、実際のスロット数と異なる場合があります．
Ｃバスボードの設定は、実際のスロット数の範囲内で行ってください．
矢印キー（↑・↓・←・→）で項目を選択し、リターンキーを押してください．
セットアップデータの入力が終了したら、設定終了を選択してください．
（設定の中断はＥＳＣキー、ヘルプはＨＥＬＰキーを押してください）
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5 ［Cバスボード］（従来互換の拡張ボード）を選びます。

次のような画面が表示されます。

・ メモリアドレスは16進数、割り込みチャネル、DMAチャネルは10進数で入
力してください。

・ I/Oアドレスを設定する必要はありません。

・ メモリアドレス、割り込みチャネル、DMAチャネルが本体や他のボードと重
複しないように設定してください。

この画面では、プラグ&プレイ対応拡張ボードのボードセットアップデータの設定は
できません。また、プラグ&プレイサポートソフトウェアのコンフィグレーションユーテ
ィリティで設定した、従来互換の拡張ボードのボードセットアップデータの設定は、
更新のみ行えます。

6 本機に取り付ける従来互換の拡張ボードのボードセットアップデータ（メモリアドレ
ス、割り込みチャネル、DMAチャネル）を入力します。入力する内容については、
ボードのマニュアルをご覧ください。

I/Oアドレス、メモリアドレスは16進数、割り込みチャネルは10進数で入力して
ください。

7 1枚のボードの設定が終了したら、［設定終了］を選びます。

8 他のボードの設定を行います。

9 必要であれば、［PCIボード］を選び、PCIボードのセットアップデータの設定を変更
します。

従来互換の拡張ボードとI/Oアドレスが重複している場合、PCIボードのI/Oアド
レスの設定を変更してください。
PCIボードの割り込みチャネルは、他のPCIボードと同じ割り込みチャネルを設定
できます。

ＰＣＩセットアップユーティリティ　Ver．1.XX
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Copyright (C) NEC Corporation 1994,xxxx-

　　Ｃバスボード ボード１

　　　　I/Oｱﾄﾞﾚｽ ﾒﾓﾘｱﾄﾞﾚｽ　　　　割り込みﾁｬﾈﾙ(IRQ)　　DMAﾁｬﾈﾙ

　　　 ････-････ _____-_____　　　　__　　　　　　　 _

_____-_____　　　　__　　　　　　　 _

_____-_____　　　　__　　　　　　　 _

_____-_____　　　　__　　　　　　　 _

_____-_____　　　　__　　　　　　　 _

　　　　　　　　　　　　　　次画面　　　　　　 　設定終了

矢印キー（↑・↓・←・→）で項目を選択し、リターンキーを押してください．
セットアップデータの入力が終了したら、設定終了を選択してください．
（設定の中断はＥＳＣキー、ヘルプはＨＥＬＰキーを押してください）
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PCIセットアップユーティリティの利用

ただし、PCIボードの組み合わせなどによって、他のPCIボードと同じ割り込みチ
ャネルしか設定できない場合があります。

PCIボードの設定を変更すると、そのPCIボードは自動設定から固定設定に変
更されます。  特に必要のない場合は、PCIボードの設定を変更しないでくだ
さい。
PCIボードを自動設定に戻すには、［ボードセットアップデータの削除］を使い
ます。

10 すべての拡張ボードの設定が終了したら、［設定終了］を選びます。

11［セットアップデータの退避／復旧］を選びます。
12［セットアップデータの退避］を選びます。

セットアップデータが保存されます。

13［終了］を選びます。
次のような画面が表示されます。

14［終了］を選びます。
PCIセットアップユーティリティが終了します。

15 本体の電源をOFFにします。

16 従来互換の拡張ボード上のディップスイッチを、PCIセットアップユーティリティで設
定したものと同じ設定にします。

6、 8 で設定したボードのセットアップデータと、ボード上のディップスイッチ
の設定が異なると、本機が正常に起動しなくなる可能性があります。
ボードの設定は、ボード添付のユーティリティで行う場合があります。詳しくは、
ボードのマニュアルをご覧ください。

ＰＣＩセットアップユーティリティ　Ver．1.XX
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Copyright (C) NEC Corporation 1994,xxxx-

　　　ボードセットアップデータの設定／更新

　　　ボードセットアップデータの削除

　　　セットアップデータの退避／復旧

　　　終了

矢印キー（↑・↓）で項目を選択し、リターンキーを押してください．
ヘルプはＨＥＬＰキーを押してください．
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17 従来互換の拡張ボードを本体に取り付けます。

ボードの取り付け方は、ボードのマニュアルをご覧ください。
　

18 本体の電源をONにします。

本機が正常に起動すれば、セットアップは完了です。

本機が正常に起動しなかったときは、PCIセットアップユーティリティの設定と、
ボードのディップスイッチの設定が異なっていることが考えられます。拡張ボ
ードを取り外して、拡張ボードの設定を変更するか、PCIセットアップユーティ
リティを起動して、ボードのセットアップデータを変更してください。

■ボードのセットアップデータの削除のしかた

1 上の画面が表示されている状態で、［ボードセットアップデータの削除］を選びま
す。

2 キーボードの を押して、ボードセットアップデータを削除したいボードを選

び、キーボードの を押します。

3 削除が終了したら、［設定終了］を選びます。

4 ［セットアップデータの退避／復旧］を選びます。

5 ［セットアップデータの退避］を選びます。

セットアップデータが保存されます。

6 ［終了］を選びます。

最初の画面に戻ります。

ＰＣＩセットアップユーティリティ　Ver．1.XX
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Copyright (C) NEC Corporation 1994,xxxx-

　　　ボードセットアップデータの設定／更新

　　　ボードセットアップデータの削除

　　　セットアップデータの退避／復旧

　　　終了

矢印キー（↑・↓）で項目を選択し、リターンキーを押してください．
ヘルプはＨＥＬＰキーを押してください．
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PCIセットアップユーティリティの利用

■ 実行用フロッピーディスクの作成のしかた

1 2HDのフロッピーディスクを1枚用意します。

ラベルには、「PCIセットアップディスク」と書いておきます。

また、フロッピーディスクは書き込み可能状態にしておいてください。

フロッピーディスクにある全てのデータは失われます。

2 電源スイッチを押して、本体の電源をONにします。

3 コマンドプロンプトより次のように入力します。

CD PCISETUP

カレントディレクトリが変更されます。

4 用意したフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットし、次のように入力
します。

MKPCIFD＜フロッピーディスクドライブ名＞

実行用フロッピーディスクが作成されます。

■ 実行用フロッピーディスクからの起動

1 電源スイッチを押して、本体の電源をONにします。

2 「実行用フロッピーディスクの作成のしかた」で作成した「PCIセットアップディスク」
を、フロッピーディスクドライブに入れます。

電源をONした後しばらくしてからフロッピーディスクを入れると、本体内蔵のハ
ードディスクにインストールされているOSが起動してしまいます。 OSが起動
してしまった場合には、そのOSを終了してから電源をOFFにし1からやり直し
てください。

PCIセットアップユーティリティが自動的に起動し、内蔵ハードディスクから起動した場合
の 3の画面が表示されます。
PCIセットアップユーティリティの使い方は、内蔵ハードディスクから起動した場合と同じ

です（ P.146）。
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故障かな？と思ったときは

本体を使用中に“故障かな？”と思われる症状がおきたら、まず、この表を参考にしてチェ
ックしてみてください。もし、この表に無いような症状が起こったり、「対策」を行っても症状
が消えない場合は、お買い求めの販売店や最寄りのBit-INNまたはNECマイコンショッ
プにご相談ください。

症状

電源をＯＮにしても電
源表示用LEDが点灯
しない。

電源をONにしてもピ
ポッという音がしない。
または、ピーと音がし
てエラーメッセージが
表示される。

ディスプレイに何も表
示しない。

原因

①電源ケーブルが正しく接続されていない。
②電源ケーブルが断線している。
③電源表示用LEDが切れている。

①接続が正しくない。
②内蔵スピーカのボリュームが小さくなってい
る。

③自己診断プログラムによるハードウェアチェッ
クの結果、本体に異常がある。

①ディスプレイの電源がONになっていない。
②ディスプレイと本体が接続されていない。
③ディスプレイのブライトとコントラスト調整ツマミ
の調整が適切でない。

対策

①電源ケーブルを正しく接続してください。
②、③ お買い求めになった販売店にご相談く
ださい。

①もう一度接続の確認をして、再起動します。
②内蔵スピーカの音量調整つまみを回してみ
てください。

③お買い求めになった販売店にご相談くださ
い。なお、以下が本体異常時に表示されるメ
ッセージです

TEXT VIDEO RAM ERROR
KANJI CG RAM ERROR
MEMORY SWITCH ERROR
GRAPHICS VIDEO RAM ERROR
MEMORY ERROR XXXXX XXXX（注）
TIMER ERROR
DMA ERROR
TIMER INTERRUPT ERROR
PROTECTED MODE ERROR
PARITY ERROR
PARITY ERROR XXXXX XXXX（注）
SYSTEM SHUTDOWN
ADDRESS 20 LINE ERROR
ROM SUM ERROR
CACHE RAM ERROR
CACHE ERROR
SET THE SOFTWARE DIP-SWITCH
SIMM SETTING ERROR
EXTENDED GVRAM ERROR
MICON ERROR
PASSWORD DESTROYED
PROCESSOR UPDATE DATA ERROR
（注）メッセージを表示後、故障検出箇所を含

むメモリを128Kバイト単位でシステムから
切り離し、処理を実行します。

①ディスプレイの電源をONにしてください。
②ディスプレイと本体を正しく接続してください。
③それぞれの調整ツマミを回してみてください。
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症状

表示された文字にブ
レが発生し、読み取れ
ない。

フロッピーディスクが
読み込めない。

フロッピーディスクの
読み込みはできても、
書き込みが全くでき
ない。

メモリスイッチが変更
できない。

キーボードから何も入
力できない。

使用中に突然キーの
入力を受け付けなく
なった。

文書やプログラムを作
成中、誤って電源を
OFFにしてしまった。

原因

①ディスプレイの設定が適切でない。

② AV機器など、ディスプレイの近くに強力な磁
気を発生する電気機器がある。

①フロッピーディスクが正しくセットされていな
い。

②フォーマット形式の異なる他のOS用のフロッ
ピーディスクがセットされている。

③初期化されていない新品のフロッピーディス
クがセットされている。

④フロッピーディスクの内容が壊れている。

①ライトプロテクトノッチがPROTECTになって
いる。

①システムセットアップメニューの「ディップスイ
ッチ2の設定」の「メモリスイッチ」が｛初期化
する｝になっている。

①キーボードが正しく接続されていない。

①プログラムが暴走している。

②プリンタを接続していないかオンラインにして
いない状態で、プリンタへの出力命令を出し
たり、 を押してしまった（コンピュータ
がプリンタから戻ってくるはずの信号を待ち続
けている状態）。

対策

①使用しているディスプレイにあわせて設定し
直してください（P.39参照）。

②強力な磁気を発生する電気機器の電源を
切るか遠ざけてください。

①フロッピーディスクを正しくセットし直します。

②正しいフロッピーディスクをセットし直します。

③初期化したフロッピーディスクを使います。

④復旧は困難です。フロッピーディスクの内容
が壊れてしまうケースに備えて、バックアッ
プを作っておくようにしましょう。

①ライトプロテクトノッチをPERMITの方にしま
す。ただし、システムディスクなど大切なフロ
ッピーディスクの場合は、本当に書き込みを
してよいか、もう一度確認しましょう。

①メモリスイッチの内容を変更したときは、必ず
システムセットアップメニューの「ディップスイ
ッチ2の設定」の「メモリスイッチ」を｛保持す
る｝にしてください。
メモリスイッチが｛初期化する｝に設定されて
いると、本機の起動のたびにメモリスイッチ
が工場出荷時の設定に戻ってしまい、変更
が反映されません。メモリスイッチ、システム
セットアップメニューの変更方法はPart 4の
「システムの設定を変更する」をご覧くださ
い。

①キーボードを正しく接続します。

①電源スイッチをOFF/ONにして、システムを
再起動してください（電源をOFFにしてから
ONにするまでには、少なくとも5秒以上の間
隔をあけてください）。

②プリンタをオンライン状態にするか、 
を押してしはらく待つと回復します。

作成途中の文書やプログラムなど、フロッピー
ディスクに保存しておかなかったものは、電源
をOFFにすると全て消えてしまいます。
万一のアクシデントに備えて、長い文書やプロ
グラムなどは、作成途中で保存しておくようにし
ましょう。
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症状

表示される日付と時
刻が正しくない。

音がでない。または
音が大きすぎる。

マイクロホンを使用
するとキーンという音
が出る（ハウリング現
象）

プリンタが動かない。
プリンタから意味不明
の文字が印字される。

原因

①なんらかの操作ミスにより、日付や時刻を記憶
していたメモリの内容が変わってしまった。あ
るいはもともと設定されていない。

①音量調節のボリュームが合っていない。

①音量調節のボリュームが大きすぎる。

②マイクロホンを本体内蔵スピーカに近づけす
ぎている。

①プリンタの電源がOFFになっている。

②接続ケーブルが外れたり、接触不良を起こし
ている。

③プリンタが用紙切れ、トナー、インク切れになっ
ている。

④プリンタが印刷可能（オンライン）になっていな
い。

⑤プリンタメーカ推奨のプリンタケーブルを使用
していない。

対策

①MS-DOSのコマンドなどにより、日付や時刻
を設定し直します。詳しくは、MS-DOSのマ
ニュアルを参照してください。本体内蔵のカ
レンダ時計は、電源をOFFにしても動いてい
ますが、購入時または長い間（約2カ月）本
体の電源をONにしない場合は、再設定して
ください。

①内蔵スピーカボリュームのツマミを回して適
当な音量に調整してください。

①内蔵スピーカボリュームのツマミを回して音
量を小さくしてください。

②マイクロホンを本体内蔵スピーカから遠ざけ
てください。

①プリンタのマニュアルをご覧になり、電源を
ONにしてください。

②プリンタケーブルを確実に接続してください。

③プリンタのマニュアルをご覧になり、用紙やト
ナー、インクを補充してください。

④プリンタの「印刷可」や「オンライン」の表示を
確認してください。
また、プリンタのマニュアルをご覧になり、設
定を確認してください。

⑤プリンタによっては、プリンタ製造元の指定し
たケーブルを使用しないと印刷に不具合が
発生するものもあります。 プリンタのマニュア
ルをご覧になり、ケーブルを確認してくださ
い。
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ご購入後、まず次のことを確認してください。

●型番と製造番号を確認してください
本体の型番と製造番号は、本体右側
面の図の位置に記載されています。製
造番号が保証書の番号と同じである
ことを確認してください。万一違う場合
は、ご購入元にご連絡ください。

●「98 OFFICIAL PASSお客様登録申込書」をお送りください
添付の「98 OFFICIAL PASSお客様登録申込書」に所定事項をご記入の上、必ず
投函してください。

●保証書について
保証書は、ご購入元で所定事項をご記入のうえ、お受け取りになり、保管してください。
保証期間中に万一故障した場合は、保証書記載内容にもとづいて修理いたします。
保証期間後の修理については、ご購入元またはNECサービスセンター、サービス
ステーションにご相談ください。修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご
要望により有料修理いたします。詳しくは保証書をご覧ください。

■ 改造をしないでください

添付されているマニュアルに記載されている方法以外で本機を改造・修理しないでく
ださい。記載されている方法以外で改造・修理された製品に関しては、当社の保障や保
守サービスの対象外となることがあります。

型番と製造番号は
ここに記載されています。

型名

PC-9821Ra266/D30R

型番

PC9821RA266D30R
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■ 故障や異常の場合の対処について

本機が故障や異常を起こした場合には、次のようにして対処してください。

・本機から煙がでたり、異臭がしたりする�

・本機が、手で触れられないほど熱い�

・本機から、異常な音がする�

・その他、本体および本体に接続されたケーブル類に、�

　目に見える異常が生じたとき�

・画面に、正常でないことを表すメッセージが表示さ�

　れた�

・キーボードやマウスなどからの操作ができなくなっ�

　た�

・その他、本機が正常に操作できないとき�

・ディスプレイに何も表示されない�

・音が出ない�

「故障かな？と思ったときは」をご覧になり、異常の�

症状に該当する事例が記載されているかどうかを確認�

してください。�

該当する事例がある場合は、記載されている対策を行�

ってください。�

該当する事例がない場合、または対策を行っても症状�

が直らない場合は、電源をOFFにしてください。�

すぐに電源をOFFにして、電源ケーブルのプラグを�

ACコンセントから抜いてください。�

ご購入元、最寄りの Bit-INN、または当社指定のサービス窓口にご相談ください。�

お客様が増設された周辺機器（拡張ボード、メモリ、�

ハードディスクなど）を取り外して、正常に動くか�

どうか確認してください。�

『ソフトウェアセットアップガイド』をご覧になり、�

OSを再セットアップ（再インストール）して、正常�

に動くかどうか確認してください。再セットアップ�

を行うと、お客様がインストールされたソフトウェ�

アや、お客様が作成されたデータは消えてしまいま�

す。再セットアップの前に、必ずバックアップをとっ�

ておいてください。�
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■ 消耗品と消耗部品について

本機の添付品のうち、消耗品と消耗部品は次のとおりです。

種類 概要 本機の場合

消耗品

消耗部品（有償交換部品）

本製品の補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切後７年です。

使用頻度あるいは経過年数により消耗
し、一般的には再生が不可能なもので、
お客様ご自身で購入し、交換していた
だくものです。保障期間内であっても、
有料です。

使用頻度あるいは経過年数により消
耗、摩耗または劣化し、修理再生が不可
能な部品です。NECサービスセンター、
サービスステーションなどで交換し、お
客様に部品代を請求するものです。保
障期間内であっても、有料の場合があり
ます。

フロッピーディスク
CD-ROM

■ 添付品の再入手方法について

本機の添付品のうち、次のものについては、再入手が可能です（有料）。
マニュアルの再入手については、ご購入元にお問い合わせください。

・マニュアル
　　　　　『ガイドブック』　　型番：PC-9821RA/D-GB

マニュアルの紛失に備えて、表紙に書かれているマニュアルの名前と型番
を控えておいてください。
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■ 本製品の譲渡について

本製品を第三者に譲渡される場合は、所定の条件にしたがってください。
また、譲渡を受けられた場合には、所定の手続きにしたがって、登録内容の変更を行っ
てください。

●譲渡されるお客様へ

本製品を第三者に譲渡（売却）される場合は、以下の条件を満たす必要があります。
① 本体に添付されている全てのものを譲渡し、複製物を一切保持しないこと
② 各ソフトウェアに添付されている「ソフトウェアのご使用条件」の譲渡、移転に関す
る条件を満たすこと

③ 譲渡、移転が認められていないソフトウェアについては、削除したあと、譲渡する
こと（本体に添付されている「ソフトウェア使用条件適用一覧」をご覧ください）

●譲渡を受けられるお客様へ

NECからお客様へ、お知らせを送付することがありますので、必ず登録内容の変更に必
要な以下の事項を記入し、官製ハガキまたは封書でご返送ください。
ただし、「お客様登録申込書」が未使用で残っている場合は、その申込書をご返送くださ
い。

　記載内容
　　①本体保証書番号（製造番号）および当社が添付しているフロッピーディスクラベ

ル上の「Serial No.」（いずれのソフトも同一）※

　　※「Serial No.」がない場合は不要です。

　　②以前に使用されていた方の氏名、住所、電話番号もしくは中古購入されたお店
の名称、住所、電話番号

　　③あなたの氏名、住所、電話番号

　返送先
　　〒108-01　東京都港区芝五丁目7-1（NEC本社ビル）
　　NEC
　　98 OFFICIAL PASS登録センター係行

■ 本機の廃棄方法について

本機を廃棄するときは、地方自治体の条例に従って処理してください。詳しくは、各地方
自治体にお問い合わせください。



159

P
a
r
t

1
付
録

NECのサポート体制についてNECのサポート体制について

NECでは、次のようなサポート体制でお客様の快適なパソコンライフをお手伝いしてい
ます。

各種サービスの問い合わせ先や営業時間などの詳細については、本機添付の
『NEC PC あんしんサポートガイド』をご覧ください。

通信でパソコンの最新情報を知りたい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■ インターネットで情報サービス

インターネットで、NECのパソコンに関する製品仕様やオプションとの接続可否、Q&Aな
どをお客様ご自身で調べることができます。また、NECパソコン対応ソフトウェアの機能
修正プログラムなどの提供も行っています。
次のURL(アドレス)へアクセスしてください。

・98Information
http://wwｗ.nec.co.jp/98/

・パソコンインフォメーションセンターROBO
http://info98db.nec.co.jp/

■ パソコン通信で情報サービス

PC-VANやNIFTY-Serveでは、製品仕様などの情報やNECパソコン対応ソフトウェア
の機能修正プログラムなどの提供も行っています。次のジャンプコードでアクセスしてく
ださい。

・PC-VAN  NECパソコン情報
Ｊ  NECPC

・NIFTY-Serve  NEC Information Center Forum
GO  FNECINFO
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■ パソコン情報FAXサービス

FAXを使って24時間いつでも手軽にQ&A、周辺機器との接続可否などの情報が入手
できます。お手持ちのFAX(トーン信号の出る機種)からダイヤルし、アナウンスに従って
番号を入力してください。FAX番号は次の通りです。

・東京：(03)3769-9821

・大阪：(06)304-9821

技術的なご相談は○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

NECのパソコン本体や周辺機器、ソフトウェアの電話によるお問い合わせは、NECパソ
コンインフォメーションセンターをご利用ください。最新の情報と知識を身につけたスタッ
フがお答えします。
電話番号などは、本機添付の『NEC PC あんしんサポートガイド』をご覧ください。

故障かな?と思ったら ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■ NECのサービス網
本機やNECパソコン用の周辺機器の保守サービスは、ご購入元、NECサービスセンタ
ー、サービスステーションで承っております。お客様のご要望に合わせて、保守契約、出
張修理、持ち込み修理、引き取り修理の4種類のサービスを用意しています
（ P.161）。

NECサービスセンター、サービスステーションの問い合わせ先や営業時間な
どの詳細については、本機添付の『NEC PC あんしんサポートガイド』をご覧
ください。
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ご契約いただきますと、修理のご依頼に対し、
お客様のもとにサービスマンを派遣し、修理
いたします（原則として派遣日にその場で修
理いたしますが、故障の程度・内容により、お
引き取りして修理する場合もありますのでご
了承ください）。保守料は、システム構成に応
じた一定料金を前払いいただくため、一部有
償部品を除き、修理完了時にその都度お支払
いいただく必要はありません。保守費用の予
算化が可能となります。

ご契約は一切不要ですが、修理のご依頼に対
しサービスマンを随時派遣して修理を行いま
す（原則としてその場で修理いたしますが、故
障の程度・内容により、お引き取りして修理する
場合もありますのでご了承ください）。

修理を経済的に済ませたい場合の保守サービ
スです。

お客様がご自身で、最寄りの修理受付窓口に
修理品をお持ち込みください。修理後、修理完
了品をお持ち帰りいただきます。

お客様のご都合で修理品をお持ち込みいただ
けない場合、修理のご依頼に対し、最寄りのサ
ービス拠点より修理品を引き取りにうかがい、
修理完了後お届けいたします。

保証期間内 保証期間外

年間一括前
払い

保守契約

出張料のみ

出張修理対
象品は無料

無料持ち込み
修理

出張修理
（スポット
保守）

引き取り
修理

引取／返却
料のみ

修理料のみ

修理料
　＋
引取／返
却料

修理料
＋
出張料

種 類 概 要
修理料金 お支払い方法 受付窓口

修理完了後

その都度清算

機器構成に応じた
年間一定料金

■ PCクリーンスポット

一般の保守サービス施設と同様の修理はもちろん、お客様のご要望によっては可能な
ものなら即日で修理することができます。また、故障の修理以外にも、ソフトウェアのイン
ストールサービスやパソコンのクリーニングサービスも行っています。

サービスの内容や問い合わせ先は、本機添付の『NEC PC あんしんサポート
ガイド』をご覧ください。

サポートセンターが遠い、電話がつながりにくいときは

お問い合わせの内容によっては、次のようなサービスを利用すると便利です。

・パソコン通信

・インターネット

・パソコン情報 FAXサービス

パソコン通信とインターネットでは、お客様に最新の製品情報や、NECパソコン対応ソフトウェアの機能
修正プログラムの提供をしています。
また、パソコン情報 FAXサービスでは、各機種別の不具合の回避方法などについての情報を、お手持ちの
FAXで取り出すことができます。

ご購入元

NECサービ
スセンター、

サービスス
テーション

ご購入元
NEC Bit-INN
NECサービ
スセンター、
サービスス
テーション

NECサービ
スセンター、

サービスス
テーション
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■ Bit-INN

Bit-INNでも故障の修理の受付を行っております。

問い合わせ先は、本機添付の『NEC PC あんしんサポートガイド』をご覧くだ
さい。

パソコンセミナーを受講したい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

NECでは次のようなパソコンセミナーを開催しています。

セミナーの内容や開催日程のお問い合わせは、本機添付の『NEC PC あんし
んサポートガイド』をご覧ください。

■ PCカレッジ

NEC PCカレッジは、NECが運営しているパソコンスクールです。コースは入門コース、
実践コースなどに分かれています。各コースには、バラエティーに富んだ各種講座が用
意され、レベルや目的、スケジュールにあわせて受講できます。

■ PCクリーンスポット

PCクリーンスポットでは、各種パソコン教室を開催しています。また、一対一で個人教授
を承っているPCクリーンスポットもあります。

■ C&Cシステム講習会

C&Cシステム講習会では、企業研修向けにパソコン教室を開催しています。
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ドラブルチェックシートトラブルチェックシート

お問い合わせにお答えするには、お客様のご利用環境やトラブルの具体的な症状をお
知らせいただく必要があります。お問い合わせいただく前に、次のシートにあらかじめお使
いのパーソナルコンピュータの種類やトラブルの内容などを記入しておいてください。

動作環境一覧

　使用しているOSのバージョンと発売メーカー

　　Windows 95     Windows 3.1     MS-DOS（バージョン　　　　）

　　　Windows NT（バージョン　　　　）

　トラブルが起きたときに起動していたアプリケーションソフト名

　本体
　型名：PC-9821　　　　　　　　製造番号（保証書番号）：

　搭載メモリ容量 Mバイト

　ハードディスク容量 Gバイト

ハードディスク空き容量 Mバイト

　周辺機器 品名・型名(メーカー名）

　ディスプレイ

　プリンタ

　増設ハードディスク

　ネットワークボード

　その他の周辺機器

■ ソフトウェア環境

■ ハードウェア環境
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MEMO

　●問題発生時の動作・状況

　●画面表示の内容（エラーメッセージなど）

具体的な問題の内容

●障害発生の頻度
毎回　　不定期(  回に一回程度)

特定の動作時

●その他　（気づいたことがあればお書きください）
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コンピュータウイルス対策についてコンピュータウイルス対策について

コンピュータを回線やネットワークにつないで、データのやりとりが多くなると心配なのが
コンピュータウイルス（以降ウイルス）です。
ここでは、ウイルスとはどんなものか、また、ウイルスの予防法について説明しています。

コンピュータウイルスとは ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コンピュータウイルスとはプログラムの一種です。ユーザ（使用者）が気がつかないうち
にシステムに入り込み、異常なメッセージを表示するものや、プログラムやデータの一部
を破壊するものなど、さまざまなものがあります。

■ コンピュータウイルスの感染を防ぐために

フロッピーディスクやネットワークを利用して、プログラムやデータのやりとりを繰り返して
いると、ウイルスに感染したプログラムやデータを受け取る可能性があります。ウイルスの
感染を少しでも防止するために、次の方法を参考にしてください。

・フロッピーディスクのマスター（オリジナル）は、ライトプロテクト（書き込み防止）をし
て保管する。

・出所が不明なフロッピーディスクやプログラムは使用しない。

・入手したプログラムはウイルス検査をすませてから使用する。

・パーソナルコンピュータのウイルス検査は定期的に行う。

また、定期的にディスク全体のバックアップを作成しておくことをおすすめします。万一ウ
イルスに感染してしまったときにも、ドライブを初期化し、バックアップからデータを復元す
ることで復旧できます。

■ コンピュータウイルスを発見したら
ウイルスの駆除には、該当ファイルを削除して、アプリケーションソフトのオリジナル媒体ま
たはバックアップから再インストールすることが一番安全で確実な方法です。なお、感染
したウイルスがブートセクタ型の場合、またはブートセクタがウイルスに感染した可能性が
ある段階ではこの方法は使えません。
また、2次感染を防ぐため、ウイルスが発見された場合は、使用した媒体（フロッピーディ
スク、ハードディスク、MOディスクなど）をすべてウイルス検査する必要がありますので、
最寄りのNECサービスセンター、サービスステーションにご連絡ください。
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■ コンピュータウイルスの被害届について
日本では、企業でも個人でもウイルスを発見した場合は、所定の機関に届けることが義
務づけられています。ウイルスの届け出先として、情報処理振興事業協会という通産省
の外郭団体（通称IPA）がウイルス技術調査室を設置しており、そこを届け出先として指
定しています。これは、ウイルスの対策基準として平成7年7月に通産省から官報で告知
されたもので（平成7年7月7日付通商産業省告示第429号）、届け出をしなくても罰則の
規定はありませんが、今後の対策や被害状況を正しく把握するためにも積極的に報告し
てください。届け出の内容は、今後の被害対策のための貴重な情報となります。

 ウイルスの種類

コンピュータウイルスが「ウイルス」と呼ばれるのは、外部から正常なシステムに入りこんだり、障害が発
生するまで潜伏期間があったりするところが、本物のウイルスと類似しているからです。システムに入り
込まれてしまうことを感染、プログラムに障害が発生することを発病と言います。
ウイルスは、その感染方法によって次の三種類に分けられます。

ファイル感染型ウイルス

一般に、実行型ファイル（拡張子がEXEやCOM）に感染するタイプのウイルスです。ファイル感染型ウイ
ルスに感染したファイルを実行すると、他の実行型ファイルにウイルスプログラムの本体であるウイル
スコードを付着させます。

マクロ感染型ウイルス

アプリケーションソフトのマクロ機能を使って作られたウイルスのことです。マクロ機能は、ワープロ文書
や表計算ソフトなどでいくつかの操作をまとめて、データを一括して処理する機能のことです。マクロ感
染型ウイルスは、マクロ機能が実行されることで他のデータファイルに感染します。

ブートセクタ型ウイルス

コンピュータの起動時に最初に読み込まれるハードディスクやフロッピーディスクの領域をブートセクタ
(IPL)といいます。ブートセクタ型ウイルスは、この領域に感染するタイプのウイルスです。本来のブート
セクタの内容をウイルス自体と置き換えることにより、コンピュータ起動時にメモリの中に常駐して感染
活動を行います。
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パソコン用語集

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あ
■ アイコン
ソフトウェアで、コマンド(命令)や処理を表現するた
めに使用する絵文字。マウスでアイコンの上にマウ
スポインタを動かし、クリックする(マウスボタンを押
す)ことで、さまざまな指示を与えることができるよう
になっている。

■ アカウント
サーバなどの利用権のこと。

■ アクセス
データを呼び出したり、あるいは書き込んだりするこ
と。

■ アプリケーションソフト
文書作成、データ管理、表計算といった各々の作業
を実行するためのソフトウェアのこと。

■ インストール
基本ソフトやアプリケーションソフトを、ハードディスク
に組み込んで使用できる状態にすること。

■ インタフェース
装置と装置の境界部分のこと。通常、パソコン本体
と周辺機器とをつなぐコネクタなどを指すことが多
い。

■ インタフェースボード
インタフェースを作り出すボード。通常、パソコン本体
背面にある拡張用スロットに差し込んで使用するボ
ードのことを指す。

■ ウィンドウアクセラレータ
Windowsの実行スピードを向上させ、高解像度表
示を実現可能にする装置のこと。

■ オペレーティングシステム（OS）
ハードウェアとアプリケーションソフトウェアの間で、

プログラムの制御や管理、入出力の制御などを行
うためのソフトウェア全般を指す。
基本ソフトウェアともいう。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

か
■ 拡張メモリ
メインメモリ以外で、拡張メモリドライバなどを使用
すると利用可能になるメモリ。

■ カーソル
ディスプレイ画面上に文字や図形を入力、表示する
位置を示すマークのこと。四角が画面上に点滅す
るもの、下線が点滅するものなどがある。

■ 起動
システムに電源を入れて、動作を開始すること。あ
るいは、プログラムを呼び出して、実行すること。
「立ち上げる」ともいう。

■ キャッシュメモリ
CPUとメインメモリの間を媒介するメモリ。キャッシ
ュメモリを使用すると、CPUは読み込みのために
いちいちメモリまでアクセスする必要がなくなるの
で処理速度が向上する。

■ グラフィック
画面に表示される絵や図形などの画像のこと。

■ クロック周波数
パソコン本体に内蔵されているCPUの動作周波
数のこと。
同じCPUであれば、この数値が大きいほどパソコ
ンの処理速度は速い。

■ゲートウェイ
異なるネットワークを接続するための装置やシステ
ムのこと。異なるプロトコルやデータの形式を変換
するのに使用される。

パソコン用語集
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■ 赤外線通信
赤外線を使って、コードレスで他の機器とのデータ
をやりとりすること。
本機では、別売の赤外線通信インタフェースユニッ
トを使って通信を行う。

■ ソフトウェア
アプリケーションソフト、システムソフトなどプログラ
ム全般のこと。
コンピュータ本体、周辺機器などのハードウェアに
対して、このように呼ばれる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

た
■ 立ち上げ
→起動

■ ディップスイッチ
コンピュータの状態を変更するために使われるスイ
ッチのこと。
ON/OFFを切り替えることで、システムの状態を変
更できる。

■ デジタルサンプリング機能
オーディオ入力端子やマイクロホンから入力した音
声などのアナログ信号を、デジタル信号に変換し
て録音する機能。 人の声など、FM音源では再現
できない音も、簡単に、雑音の少ない原音に近い
音で再現できる。
なお、本機のデジタルサンプリングは、PCM
（Pulse Code Modulation）方式。

■ データ
コンピュータが扱う情報のこと。
文字データ、画像データなどがある。

■ テンキー
キーボードの右隅に、数字キーと演算子などが別に
配置されている。これらのキーを総称してテンキー
と呼ぶ。

■ コマンド
OSやアプリケーションソフト、周辺機器などに各種
の処理を行わせるための命令のこと。

■ コンピュータウイルス
コンピュータのプログラムに侵入し、ファイルの
内容を破壊したり、プログラムを暴走させたりす
るなどの有害な動作をするプログラムのこと。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

さ
■ システムソフトウェア
オペレーティングシステムなど、コンピュータを動か
すための基本的なソフトウェアのこと。

■ システムディスク
システムソフトウェアが記録されているフロッピーデ
ィスクのこと。
このフロッピーディスクから、システムソフト
ウェアを読み込んでコンピュータを動作させ
る。

■ 周辺機器
プリンタ、ディスプレイ、モデムなど、コンピュータ本
体に接続して使用する、本体以外の機器全般のこ
と。

■ 初期化
周辺機器や記録媒体を使用できる状態にするこ
と。どこにどういう情報を書き込むか、どの情報を読
むかなどをコンピュータにわかるように、いわば区
画整理して、あるソフトウェアのもとで使用できる状
態にすることを「初期化」または「Format（フォーマ
ット）」という。

■ シリアルインタフェース
コンピュータと周辺装置の間でデータをやりとりす
る際に、1ビット単位でデータを送ることができるイン
タフェースのこと。

■ スクロール
画面に表示する範囲を、上下左右に移動させるこ
と。
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パソコン用語集

■ 電子メール
ネットワークで送受信されるメッセージのこと。 送信
されたメッセージは、メールサーバに蓄えられ、いつ
でも自由に送受信することができる。電子メールで
は、それぞれの利用者に割り当てられた宛先(アド
レス)が使用される。

■ ドメイン名
電子メールアドレスなどで使用されるコンピュータ
のグループを表す名前。国名、所属する団体など
の情報が含まれる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

な
■ 入力装置
コンピュータに命令や情報などを入力するために
用いる装置。
代表的なものがキーボードである。マウスやイメージ
スキャナなども入力装置の一種である。

■ ネットワーク
複数のコンピュータを通信回線で結んで使用す
る形態。ネットワークで結んで使用すると、ファ
イルやデータベースを共有できる。おもなネッ
トワークとして、LANやパソコン通信がある。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

は
■ バイト
コンピュータが扱うデータの基本的な単位。
01000001のように、2進法8桁で表現される。
また、2進法の1桁をビットと呼ぶ。つまり、8ビットで1
バイトとなるわけである。

■ バージョン
ソフトウェアやハードウェアなどの開発された順序を
示す表現。
通常は数字などで表され、新しく開発されたものほ
ど数字が大きくなる。

■ パーティション
記憶装置（ハードディスクなど）を分割したもの
のこと。
例えば、ユーザーが記憶領域を2つに分ければ、2
台のハードディスクを使っているように利用で
きる。

■ ハードウェア
コンピュータ本体や周辺機器などの機械類のこと
を総称して、ハードウェアという。これに対してハー
ドウェアを動かすプログラムのことをソフトウェアと
いう。

■ ハードコピー
プリンタを用いて、紙にディスプレイ画面の表示と
同様のコピーをとること。

■ ハードディスク
補助記憶装置のひとつで、固定ディスクともい
う。表面に磁性体を塗った円盤数枚からなる。
1台のパソコンで複数のアプリケーションソフトを切
り替えながら使用する場合、ハードディスクに登録し
ておくと、いちいちフロッピーディスクを取り替えなく
てよい。

■ パソコン通信
電話回線などを介して、手元のパソコンを相手の
パソコンや大型コンピュータ（ホストコンピュータ）な
どと接続し、情報（データ）をやりとりすること。

■ パラレルインタフェース
複数の線を使用し、データを並行（パラレル）に送る
方式のこと。本機では、プリンタ用のコネクタがパラ
レルインタフェースである。
これに対して、データを1ビットずつ送るシリアルイン
タフェースがある。

■ ビット
コンピュータが使う情報量の最小単位。
0（ゼロ）か1のいずれかの情報を持つことができ
る。ビットが8つで8ビットとなり、これを1バイトという。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ま
■ マウス
画面上にある一点を指し示すための入力用周辺機
器。形状がネズミに似ていることから、この名がある。

■ マウスポインタ
マウスが画面上のどの位置を指しているか示すも
の。多くは矢印の形をしている。

■ メニュー
処理内容やコマンドの種類を、一覧にして画面に
表示したもの。ユーザは、この中から必要な処理を
選択し、次の処理を行う。

■ メモリ
内部記憶装置のこと。
CPUがデータ処理する際に、そのデータを一時的
に保管する場所をいう。自由にデータを読み書きで
きるRAM（ラム）と、書かれているデータを読み出
すことしかできないROM（ロム）がある。RAMに書
き込まれたデータは電源を切ると消えてしまうが、
ROMに書き込まれたデータは消えることはない。

■ メモリスイッチ
ディップスイッチ同様、コンピュータの状態を変更す
るために用いられるスイッチ。
コンピュータ本体に内蔵されている不揮発メモリを
使って行うので、電源を切っても記憶されている内
容は消えない。

■メーリングリスト
複数の宛先に電子メールを送り、議論をするシステ
ム。NetNewsは不特定多数の相手に向けて、情報
を投稿するが、メーリングリストでは、特定の参加者
のみ電子メールを受け取ることができる。

■ モデム
「MODEM:MOdulator＝変調器、
DEModulator＝復調器」という変復調器の英語
から造語されたもので、データ（情報）通信に用いら
れる機器のこと。コンピュータが処理できるデジタ

■ フォーマット
→初期化

■ プログラミング言語
プログラムを作成するための言語で、コンピュータ
に命令を与えるために作られたもの。プログラミン
グ言語には大きく分けて高級言語と低級言語の2
種類がある。高級言語は、BASIC、COBOL、
FORTRAN、Pascalなど、比較的人間の言語に近
い言語であり、低級言語はアセンブリ言語などマシ
ン語に近い言語である。

■プロトコル
ネットワークで情報をやりとりするためのルールのこ
と。インターネットではTCP/IPが使われる。

■ プロンプト
コマンドの入力を受け付けていることを知らせる表
示。MS-DOSでは、A>などの記号が表示される。

■ 分解能
マウスの動き（移動量）に対する画面上のマウス
ポインタの移動量を表す単位。この値が大きく
なるほど、マウスポインタの移動量も大きくな
る。
グラフィックを描く場合など精密な作業には、分解
能の低いマウスが適している。

■ホームページ
WWWにアクセスして最初に表示される画面。ホー
ムページをクリックすることで、次 に々情報を引き出
したり、別のホームページにジャンプしたりできる。

■ ホームポジション
キーを速く、正確に打つためには指をキーボード上
の一定の位置に置くことが大切で、この定位置をホ
ームポジションという。
左手の人差し指を F（は）に、右手の人差し指を
（ま）に置き、それ以外の指はそれぞれその隣

のキーに置くようにする。親指はスペースキーの上
に置く。
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ル信号を電話回線の音声信号（アナログ信号）に
変調したり、あるいは、この逆の処理（復調）を行う。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

や
■ ユーティリティ
フロッピーディスクのフォーマットやディレクトリの管
理など、OSのコマンドを使わなくても簡単に操作で
きるソフトウェアのこと。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ら
■ ライトプロテクト
書き込み禁止のこと。
大切なフロッピーディスクに誤って他の情報を書き
込んでしまわないよう、3.5インチフロッピーディスク
の場合、ライトプロテクトノッチを押し上げ、5インチフ
ロッピーディスクの場合、ライトプロテクトシールを貼
るなどしてフロッピーディスク全体を保護する。

■ リズム音源
リズム楽器の音を表現する音源。
FM音源やSSG音源と同時に使うことで、さらに幅
広いサウンドの表現ができる。

■ リターンキー
コンピュータに作業の実行などを指示するキ
ー。 エンターキーともいう。

■ ルータ
情報(パケット)を転送する方向を決定する装置。ル
ータは転送経路や回線の混み具合を考慮しなが
ら、もっとも効率がよいと考えられるネットワークにデ
ータを中継する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

わ
■ 割り込みレベル
CPU実行中、周辺機器から命令が送られた場合な
どに、現在の作業を中断して、後からの命令を実行
することを「割り込み」という。中断した作業は、割り
込んだ命令が終了した後に改めて実行できる。

CPUが作業を終了するのを待たずにすむため、効
率のよい処理が可能になる。割り込みは幾つかの
レベルに分けられ、INTまたはIRQという番号で区
別されている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英数
■ 2nd CCU
シリアルコネクタ（チャネル2）のこと。

■ AC電源コネクタ
交流電源をとるための端子。
一般の家庭のコンセントと、電源ケーブルで接続す
る。

■ ANK文字
アルファベット（Alphabet）、数字（Numeric）、カ
ナ（Kana）文字のこと。すべて1バイト（8ビット）
で表現される。

■ archie
各地のFTPサーバに保存されたファイルがどこに
あるのかを検索するためのサービス。

■ CD-ROM
音楽用のCD（コンパクトディスク）と同じ形状をした
読み出し専用の記録媒体。文字データのほか画像
など大量のデータを収められる。

■ CPU
Central Processing Unitの略。人間の脳にあた
るコンピュータの中心となる部分。
いろいろな演算や制御を行う。

■ CRTディスプレイ
CRTとは英語のCathode Ray Tube（陰極線管）
の略。
パソコンから送られた文字やグラフィックスを画面
に表示する装置。
テレビのブラウン管と同じように、ブラウン管に電子
ビームを当てて文字やグラフィックを描く仕組みに
なっている。
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■ DMAチャネル
Direct Memory Access Channelの略。
周辺機器とメモリとのデータのやり取りを制御する
ことによるCPUの負担を減らすため、コンピュータ
には、CPUを通さずにデータをやりとりするDMAコ
ントローラが内蔵されている。DMAコントローラが持
つデータの径路をDMAチャネルという。本機は4
つのDMAチャネルを持ち、それぞれを特定の周
辺機器に割り当てる。

■ DSU
Digital Service Unitの略。
通信機器とISDN回線を接続するための終端装置
のこと。

■ FM音源
FMとは、Frequency Modulation（周波数変調）
の略。
音色・音程・音の強弱という、音の3要素すべてを
表現できる音源。豊かな音色の表現力を持ち、エレ
クトリック楽器はもちろん、アコースティック楽器の音
色も表現できる。

■ FTP
File Transfer Protocolの略。
ネットワークで、ファイルの転送を行うシステムやプ
ログラムのこと。

■ GOPHER
インターネット上の情報を階層メニュー形式で検索
するサービス。

■ HTML
Hyper Text Markup Languageの略。WWWで
表示される画面は、この書式で記述される。HTML
形式のテキストにURLを埋め込み、画像や音声な
どのデータが表示できるようにする。

■ ISDN
Integrated Services Digital Networkの略。
音声やコンピュータのデータをデジタル情報に変
更して、高速な通信を行う統合デジタル通信ネット
ワークのこと。

NTTが提供しているISDNサービスにINSネット64
がある。

■ LAN（ラン）
Local Area Networkの略。限定された場所・地
域・建物の中にある複数のコンピュータを結び、デ
ータのやり取りができるようにしたネットワークのこ
と。

■ Microsoft Windows
米国マイクロソフト社の開発したOS（オペレーティ
ングシステム）。コマンドを入力せずにマウスを使っ
て操作する。複数のプログラムを同時に実行できる
などの特長がある。

■ MS-DOS
パソコンの標準的なオペレーティングシステムの一
種。

■ NetNews
インターネットで、さまざまな分野について意見や情
報の交換を文書で行うシステムのこと。

■ OS（オーエス）
→オペレーティングシステム

■ PCIスロット
従来の拡張用スロットにくらべ、データの高速なやり
とりが可能なスロット。PCI対応拡張ボードを使用す
ると、割り込みレベルなどの設定が簡単になるなど
の利点がある。
従来の拡張用スロットとは形状が異なるため、PCI
スロットには従来互換の拡張ボードを取り付けるこ
とはできない。

■ PCM
Pulse Code Modulationの略。
人間の声や楽器の音など、アナログ信号で表される
音声信号を、デジタル信号に変換する方式のこと。

■ PPP
Point to Point Protocolの略。ダイアルアップIP
接続の場合に使用する。
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■ RAM（ラム）
Random Access Memoryの略。
自由に書き込みできるメモリのこと。プログラムの
ほとんどがRAMに読み込まれて動作するようにな
っている。また、データもRAMに読み込んでから処
理される。

■ ROM（ロム）
Read Only Memoryの略。
読み出すことしかできないメモリのこと。システムソ
フトはROMに書き込まれていることが多い。また、
漢字の字体のデータが記録されている漢字ROM
もある。

■ ROMアドレス空間
コンピュータ内部のROMの中は、バイト単位に「ア
ドレス（番地）」と呼ばれる数値が付けられており、
ROM中の情報が書き込まれている部分を「ROM
アドレス空間」と呼ぶ。

■ RS-232C
米電子工業学会（EIA）によって規定されたコンピ
ュータと周辺装置とのインタフェースの規格。

■ SCSI
Small Computer System Interfaceの略。米国
規格協会が規格として定めた、コンピュータと周辺
機器とのインタフェース（接続部分）の規格。外付け
のハードディスクやスキャナなどの接続には、このイ
ンタフェースを使用するのが一般的である。この規
格のインタフェースを「SCSI（スカジー）インタフェー
ス」と呼ぶ。

■ SSG音源
SSGとは、Synthesized Sound Generatorの略。
音の3要素のうち、音程と音の強弱を表現できる音
源。主に、家庭用ビデオゲームなどで使われてい
る。音色は作れないが、FM音源よりも比較的簡単
に使えるため、効果音などに適している。

■ TA
Terminal Adapterの略。
DSUと電話機やモデム、コンピュータなどを接続す
るための機器のこと。

■ Telnet
離れた場所にあるコンピュータを、ネットワークを使
って利用するためのシステムのこと。

■ URL
Uniform Resource Locatorの略。
インターネット上に存在する情報の所在を指し示す
表現。WWWでは、URLを利用して目的のサーバ
にアクセスする。

■ UUCP接続
UNIX-TO-UNIX Protocolの略。インターネットの
接続形態の一種。UNIXのファイル転送プロトコル
のUUCPを使って、一定時間ごとにデータを転送
する。この接続方式では、電子メールとNetNews
などのサービスのみ使用できる。

■ VRAM
Video RAMの略。
ディスプレイに文字や画像を表示するためのデー
タを書き込む、画像表示専用メモリのこと。
文字を表示するテキスト用VRAMと、画像を表示
するグラフィック用VRAMに分けられる。

■ WAIS
インターネット上のリソースをインデックスに基づい
て検索するサービス。

■ WWW
World Wide Webの略。
インターネットに点在する文書や画像などの情報を
HTMLを使って結びつけたもの。
表示される画面をクリックして、さまざまなサーバか
ら提供される情報にジャンプできる。
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安全に利用する

予備のデータを作る

ハードディスクをバックアップする.......................... 29
フロッピーディスクをバックアップする ................... 35
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本体外側をお手入れする........................................ 47

本体内部をお手入れする........................................ 47

キーボードをお手入れする...................................... 48
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マウスをお手入れする ............................................ 48
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増設用3.5インチフロッピー
　　ディスクドライブを取り付ける.......................... 71
外付け用フロッピーディスクユニットを
　　取り付ける ....................................................... 76

CD-ROMドライブ

CD-ROMをセットする/出す ................................... 24
強制的にCD-ROMを取り出す............................... 27
CD-ROMドライブを取り外す.................................. 57
CD-ROMドライブを取り付ける............................... 59

別売の周辺機器を使う

ディスプレイ

ディスプレイと解像度.............................................. 36
ディスプレイに合わせて本体を設定する............... 39
表示できる解像度と表示色を確認する................. 36

プリンタ

プリンタを接続する ................................................. 64
プリンタの設定をする ............................................. 65

マイクロホン

マイクロホンを接続する.......................................... 87
マイクロホンのボリュームを設定する..................... 88

増設RAMサブボード

増設できるメモリ容量を確認する.......................... 89
増設RAMサブボードを取り付ける......................... 92
増やしたメモリを確認する ..................................... 96

拡張用スロット

拡張用ボードを取り付ける.................................... 101
1MBフロッピーディスク
　　インタフェースボードを取り付ける .................. 78

PCI機器

PCIスロットに取り付ける機器を確認する.............. 97
PCIセットアップユーティリティを使う.................... 146

PCカード

PCカードスロット増設アダプタを取り付ける ........ 107
周辺機器用のドライバ ............................................ 55

SCSIインタフェースボード

SCSIインタフェースボードについて知る.............. 103

省電力で使う

フロッピーディスクのモータ制御をする................ 131
内蔵ハードディスクのモータ制御をする....................... 132

表示のしかたを変える

解像度を変更する .................................................. 39
画面の表示色を変える........................................... 39

サウンド機能を使う

内蔵のサウンド機能を使う..................................... 83

ネットワーク機能を使う

LANに接続する...................................................... 40

セキュリティ機能を使う

パワーオンパスワード

パワーオンパスワードについて ...................... 41, 133
パワーオンパスワードを設定する......................... 134
パワーオンパスワードを解除する........................... 44

セットアップパスワード
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セットアップパスワードを設定する........................ 134
セットアップパスワードを解除する.......................... 45

I/Oロック

I/Oロックについて ................................................. 42
I/Oロックを設定する............................................ 138

盗難防止用ロック

盗難防止用ロックを使う......................................... 42
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シリアルコネクタ.................................................... 18, 105
シリアル伝送モード...................................................... 129
スクロール .................................................................... 168
赤外線通信 .................................................................. 168
セキュリティ........................................................... 41, 133
セットアップパスワード........................................... 41, 133
増設RAMサブボード..................................................... 89
増設フロッピーディスクドライブベイ ............................ 15
増設フロッピィディスクドライブベイ ...................... 14, 15
増設用3.5インチフロッピーディスクドライブ ................. 72
ソフトウェア................................................................... 168
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立ち上げ..................................................................... 202
通風孔 .......................................................................... 19
ディスプレイ.................................................................. 37
ディップスイッチ ................................................. 115, 202
テキスト画面行数........................................................  158
デジタルサンプリング機能 ........................................ 202
データ ......................................................................... 202
デフラグ.........................................................................  25
テンキー...................................................................... 202
電源スイッチ................................................................. 14
電源表示用LED .......................................................... 14
電子メール ..................................................................  203
盗難防止用ロック...................................................  17, 48
ドメイン名.....................................................................  203
ドライバ ....................................................................  61, 65
ドライブ番号 ..................................................................  22
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内蔵LAN ...................................................................... 132
内蔵LAN MACアドレスの表示 ................................ 132
内蔵固定ディスク......................................................... 130
内蔵固定ディスク制御 ............................................... 132
内蔵スピーカ（モノラル）................................................ 15
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パラレルインタフェース................................................ 169

パワーオンパスワード............................................ 41, 133
ビット............................................................................. 169
表示色 ............................................................................ 36
ファイルベイ用フロッピーディスクドライブ..................... 82
フォーマット............................................................ 33, 170
プリンタ........................................................................... 64
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アイコン 名称 アイコン 名称

電源スイッチ 1 シリアルコネクタ（チャネル1）

電源表示用LED 2 シリアルコネクタ（チャネル2）

ハードディスクアクセス表示用LED アナログRGB出力コネクタ

ヘッドホン端子 アナログRGB入力コネクタ

内蔵スピーカボリューム マイクロホン端子

アース端子 オーディオ入力端子

キーボード用コネクタ オーディオ出力端子

マウス用コネクタ 100BASE-TX/10BASE-T用コネクタ

プリンタ用コネクタ 盗難防止用ロック

アイコン早見表

本体には、コネクタやスイッチなどの機能を表すアイコンの刻印があります。詳しくは
PART1の「各部の名称と役割」をご覧ください。

K
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システムセットアップメニュー早見表システムセットアップメニュー
早見表

動作環境の設定

　16MBシステム空間

　サウンド

　サウンド割り込みチャネル

　マイクボリューム

　2nd  CCU

ディップスイッチ1の設定

　フロッピーディスク番号

　

　シリアル伝送モード

　グラフィックモード

ディップスイッチ2の設定

　テキスト画面行数

　メモリスイッチ

　内蔵固定ディスク

　GDCクロック

ディップスイッチ3の設定

　フロッピーモータ制御

　DMAクロック

入出力デバイス／省電力の設定

　内蔵固定ディスク制御

　内蔵LAN

　内蔵LAN MACアドレスの表示

セキュリティの設定

　パワーオンパスワード

　セットアップパスワード

　1st CCU I/Oロック

　2nd CCU I/Oロック

　プリンタI/Oロック

　FD I/Oロック

　切り離す　使用する

　使用しない　使用する

　INT0  INT1  INT41  INT5

　OFF　小　□□□□□□□◇□□□□□□□　　大

　使用しない　使用する

　内蔵 #3, #4　内蔵 #1, #2

　外付け #1, #2　外付け#3, #4

　BCI同期　ST2同期　同期刻時機構　調歩同期

　拡張　標準

　25行／画面　20行／画面

　保持する　初期化する

　切り離す　使用する

　5MHz  2.5MHz

　しない　する

　高速　互換

　設定する（15分）　設定しない

　使用する　使用しない

　使用しない　使用する　変更する

　使用しない　使用する　変更する

　使用しない　使用する　

　使用しない　使用する　

　使用しない　使用する　

　使用しない　使用する

…工場出荷時の設定です。
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機能仕様
Pentium®Ⅱプロセッサ　クロック266MHzキャッシュメモリ32Kバイト　セカンドキャッシュメモリ512Kバイト搭載

96Kバイト　BIOS、32Kバイト　システムセットアップメニュー他、プラグ＆プレイ対応

32Mバイト（最大256Mバイトまで増設可能） ＊ユーザーズメモリ31.6Mバイト（最大255.6Mバイト）

オプション　増設RAMサブボード 4/8/16/32/64Mバイト（PC-9821-ME1, ME2, ME3, ME4, ME5）により増設可能
（メモリ専用スロットに、同容量の増設RAMサブボードを2枚1組で増設）

12Kバイト（グラフィック用VRAMとシェア）

2Mバイト

80文字×25行、80文字×20行　いずれか選択　リバース、ブリンク、シークレット（キャラクタ単位に指定可）
カラー8色表示（キャラクタ単位に指定可）

640×400ドット 2画面　 4,096色中16色
640×400ドット 2画面    1,677万色中256色※2 640×480ドット　1画面　 1,677万色中256色※2

ウィンドウアクセラレータ機能標準搭載
640×480ドット 26万色中256色 1,024×768ドット 26万色中256色
640×480ドット 65,536色 1,024×768ドット 65,536色
640×480ドット 1,677万色 1,280×1,024ドット 26万色中256色
800×600ドット 26万色中256色 グラフィックアクセラレータ：
800×600ドット 65,536色 　　　　　　　　　Trident社製 TGUI9682XGi搭載
800×600ドット　1,677万色

16×16ドットゴシック体　JIS第1水準、第2水準　漢字ROM標準装備
JIS第1水準漢字　2,965字 JIS第2水準漢字　3,384字　
非漢字　885字 ユーザ定義文字 188字

JIS標準配列（英数、かな）、テンキー、15ファンクションキー、Windowsキー、アプリケーションキー付
テンキー、コントロールキー、15ファンクションキー、HELP、COPY、BS、INS、DEL、XFER、NFERキー、
CAPSおよびかなのロックはソフトウェアで制御可
セパレートタイプ

3.5インチフロッピーディスクドライブ1台内蔵
640Kバイト、1Mバイト、1.44Mバイトフォーマット使用可能

増設フロッピーディスクドライブベイ、ファイルベイ、または外付け

増設用3.5インチフロッピーディスクドライブ、PCカードスロット増設アダプタのいずれか1台内蔵可能

3Gバイトタイプ1台内蔵
MS-DOS 6.2 をインストール済

1台内蔵可能

最大16（平均13）倍速CD-ROMドライブ標準装備

3スロット

2スロット

PCM録音/再生機能　オーディオ入出力端子付(CS4231)

アナログRGBセパレート信号出力（75Ωアナログインターフェイス、カラー）

マイク入力（モノラル・入力レベル調節機能あり） 入力インピーダンス 10KΩ　入力レベル最大100mVrms
ゲイン20dB、 ライン入力（ステレオ） 入力インピーダンス 10KΩ　入力レベル最大2Vrms　ゲイン－6dB

ヘッドホン出力（ステレオ） 出力レベル最大500mVrms（負荷インピーダンス33Ω）、ライン出力（ステレオ）
出力レベル最大1Vrms（負荷インピーダンス 47kΩ）

内蔵

パラレルインターフェイス（36ピン、ハーフピッチコネクタ使用）

最大 115,200bps

最大 115,200bps

内蔵　100BASE-TX（10BASE-Tにも対応）

電池によるバックアップ

内蔵

AC 100V±10%、50/60Hz、ソフトウェアパワーOFF対応

10～35℃、20～80％※3（ただし結露しないこと）

400（W）×410（D）×150（H）㎜

439（W）×183（D）×31（H）㎜

約10.3㎏

約1.2㎏

標準構成時　約70W
内蔵オプション最大接続時　約190W

CPU

ROM

メインRAM

テキスト用VRAM

グラフィック用VRAM

テキスト表示

グラフィック表示

ウィンドウ
アクセラレータ

日本語表示

キーボード

フロッピーディスク
ドライブ

増設フロッピー
ディスクドライブ

増設フロッピーディスク
ドライブベイ

ハードディスク

専用ハードディスクベイ

ファイルベイ

拡張用スロット

PCIスロット

サウンド機能

ディスプレイ

オーディオ 入力

出力

マウス

プリンタ

シリアル チャネル1

チャネル2

LAN

カレンダ時計

スピーカ

電源

温湿度条件

外形寸法 本体

キーボード

重量 本体

キーボード

消費電力

RAM
　※1

メ
モ
リ

表
示
機
能

補
助
記
憶
装
置

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

ビデオ
RAM

※1　利用OSにより、使用可能なメモリ容量は異なります。
※2　Windows 95のMS-DOSモードおよびMS-DOS 6.2でサポート。
※3　18～28℃、45～75%での使用を推奨。

PC-9821 Ra266/D30R
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内蔵 LAN機能仕様

内蔵LAN機能仕様

項目 規格概要

ネットワーク形態 スター型ネットワーク

伝送速度 100BASE-TX使用時：100Mbps
10BASE-T使用時：10Mbps

伝送路 100BASE-TX使用時：UTPカテゴリ5
10BASE-T使用時：UTPカテゴリ3, 4, 5

信号伝送方式 ベースバンド伝送方式

ステーション台数 最大1024台／ネットワーク

ステーション間距離／ 100BASE-TX：最大約 200m／ステーション間
ネットワーク経路長　　※ 10BASE-T：最大約 500m／ステーション間

最大 100m／セグメント

メディアアクセス制御方式 CSMA／CD方式

※ リピータの台数など、条件によって異なります。
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